
」諄聯:|二 11椰   11由鵡鮭爾県田市
責いる い 男

先躊制軍酬賞即鷺=‐勘田年3月から2年の間

にこれだけあ勘諸体が男女平等条例を制定した

ということ:ま、日本の自治体におけるジェンダ

ーの主灘化が着々と進んでいると理解して長い

のであろう力ゝ     t
勲 ■こ     、自締 J目するジェン
デ→ 主漁化を構機するための機幹となるもの

である.し力)じt制壼さ:れた亀関を分析すると

ビ幼 もキリま■働蹴 事孵獣ム

‐
1.

同じ蝙閣肺3.今年 3月に交付さ

例の前文に入った.さらにt-041こ
欄電 LIが

入つた しわも、東歳静銀躙鋼な・

における男女宰等につL・
―
こ職 求わ

公表したり、助膚することができると

に対して:メ覇壽露瞬潮闘転爵輌繭銀■賞善は

何も珈喝 メJ晴¶日明贈申ぽ黎観
=塩
れ

世界女性会議ロビイングネットワーク

犠本ヒロ子

じで書強き轡圏りtそ9職離をあげたようであ

る。

千葉県   知事のリーダニシップにより、
モデル的な条例日にが進められている.しかし、

、競 70名中約
"名
の

ない

反対意見を次々に声高に述べたと言う。今後、

県議会議員へのロピイングが必要であろう。

このような厳しLソくックラッシュの中でも、

福岡       町の契詢業者としての申し
込みの際、男女共同参画D戟況について報告す

.■二輩鋼暉勝引税         取‐1■1尋由鰤硼由議由鳴陣銅題勝辞■蒔α熙酵む熱ある

というような具伸晦機関目覇鰯劉證正描置が条

例知盛り込詢鶴Lま た、        一
儀鱒彗の人な瀕

"月
陶日配慮することを基本理

機賢贅翌》¬れ るヽ。

今年4月現在          基本諦面
の策定を条例に入れていない自泊体が 1つある

が、これは神際′:腺である。欄 ::果剰剛ま、

すて1磁静目安で都曜藤獅鶴    けている鉢
諦画の策定i   てしな つ

=、
     上

=|1     
署         て`― を

ニヌグ_北
=IC

第61号

:‐パッタラッシュと喩 ヽ
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課している。報告しなL― に対して知事は

勧告することが出きるとしている。形式だけ整

えて、中身のない条例を作るより、欄 :1県の

ように特徴を持たせることもひとつである。

審議会委員の男幻 lJ割合について、岡山市で

は、審議会等の委員の性別割合 6対4とするこ

と
―
けている。それに対して、埼玉県で

は男女均等に、鳥取県では男ブd叱力t6カオ4場岬勺

という数値を努力義務として挙げており、努力

義務としている自沿体がほとんどである。一方、

国に麟つて、|        ‐《・昴     |
審議会だけの男女比を定めている自治体も、か

なり多く見られる。

醐 、鰤 、潮 ― telま、翻 ま

多少異なるが、自治体の職員などを首長が任命

する場合、男女の割合を同等とする配慮をする

よう定めてい孔

男      に関して、行数に対する苦情
申し立てや私人間の争いの解決のため、埼玉県、

石川県などでは独立した苦情処理委員会を設置

している。独寺した苦情処理委員釦    県
レベルでもそれほど多くなし、市区町村では水

を翻 して徹 に盤 した

日黒区 傷女平等・共同か画オンプニ Dである。
「   け

“

ング■のぬ爾lu職キ
しては前進しているようであるが、パックラッ

シュヘの適切な対応が     ある。

警警警警 警帯 警 警 十 ■
アメノカのバノタガノシユ

家庭内暴力に反対する全国連合会公共政策部長ジュリー・フルチャー (Jdey F鴻ぬer)

さんに会う機会があつた二彼女は、ニューヨークのジャバン・ソサイエテーからの派

遣で日本のDVへの対応などの調査‐:こ来目中である。DV防止のための全国組織がある

こと自体、日本より進んでいるが、アメリカも現政権になつて大変なバックラッシュ

のようである。以下、その一部を紹介する。

まず、本糠領府女性喬鼻傘:は廃鼻1轟れ,‐ 、1島β備曜綱馨事議′轟認感繭磁畠廃議ぷ・
決まつたがt女性たちの運動で同こう1年だけ廃止が延長された。また、女性運動の

高まりでやつと設置された法務省の女性に対する暴力室 (VAW室)も職員全員が解雇

され、室は省からはなれたところに移され、予算が切られるという措置が続いている。

女性団体VAW室存続の法案制定を提案し、やっと両院通つたのに、両院で採択された

法律の文案を調整する最後の段階で大統領に近い議員が委員長をしている小委員会が

意図1的に1開催さ―れずつぶされそうになつている。女性団体はそれに対して選動を展開

しているが見通しは甘くないとのことである。

(橋本:ヒ ロ子 )
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二.

第 1回世界     、198年にウィ
ーンで競力颯  『       画Jが採

択された。その畿養灘|ででは大きな人口学
的変化が糧|お、1観輔覆はこれを「高齢化革

命Jと呼んでいる二その中で、19m年が国

の会議のテーマも、この国際高齢者年のテ
ーマをうl鍋離ぐものだ■亀 :.1‐
は、徐々 に     モきる

が:闘機濃    1縮灘申警堀滋に増え

難 基墓軍奮il鍵密
あ雌 織

Iる。このような状況

の中で、誰でも安心感と葛厳鶴 つて老い

ることができ、完全な権利を持つた国民と

して社会に参画し続けることを各国が保障

しなければならなしヽという事態となつた

この会議は、国連鵜会決額に基づいて、第

1国会議から

"・

年を経て、スバイン政府

がホストとなり、マドリードで開かれた

申心となった国臨精囲はこ経済社会問題部

の社会鵬発委員会だoP_

Ⅱ.N∞ フォーラムと
―
会議

NGOは、4月 5日から9轟逮で、開か
れたが、①商静盤に関する公的戦策10腐
鯖 嘲 t   l機 、1鋼tl織■
0貧田
‐
と:露発、|‐l③健康闘電、10環境開題わ

6つの領壌で開かれた円卓会議と,■ |ターーシ|
ョップが中心だつた。円車轟臓と瞥■タシ

ョップは、全部で約
‐
1■轟臨鰹|れたら

私はGray ppanmmと |ヽラ1団体の主催
する「女性― とmJ敵 油山田Jと

題する円卓会議でパネリストを務め、日本

房野  桂
国際婦人年連絡会国際部担当委員

の介蟄側関机度を紹介した

これら円卓会議とワークショップから出

てきた問題は、ひとつの「宣言Jにまとめ
られて、政府同会議に提出された。

政府陽轟抽は 4月 8日から 12日 まで開

かれたが、NGOのアクセスはスペイン側
のセキュリティに厳しく制限された。コン

■

リーフィングを開いて、国連の NDO連絡
担当官を呼んで、NⅨ)のアクセスの改善
を求めたが、スペイン側のセキュリティを

調得できなかつた MI)は、結局各国政
府代表が―

るホールにはアクセスでき

たものの、会議最終日に採択された「政治

露 Jと
`2002年―

帥 1計画Jとい

う2つの文書の折衝にはアクセスできなか
った。コンゴでは、「2002年高HLE際行
動計画Jの実施を監視するラポル トゥール
の任命を求めてロピー活動を展開したが、

政府間会議では全く取り上げられなかつた。

日     団は、内閣府、厚生労働省、
スペインの日本大使館の人たち十数人で構

成 .さ―れてし―ヽたが、女性は通訳を含めてたっ

た,ハ■1網齢雌畿贅代表団のジェンダー・
バラツ大を昔鷲宇粧 いう今年3月の国連
女性の地位委員会でなされたコミットメン

トが全く守られていなかつた
●政府曲鞠鶴中は、Ⅷ O、    、エネ
スコ等め壺購するサイド・イヴェントが約

綺 開力れた .

採択された    Jは 、「開発J、「健
康と安寧J、 「支援前環境コの 3つの優先方

向を定めて、様々な行動を提案している.

しかし、コンゴでは、会議を重ねる毎に、

NGOが政府間折費から遠ざけられていく
こと,を大策懸念していた
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男女共同参国会議苦情処理・監観薄目都会
d中岬J嘔陶m暉u陶臓暉ロロ購ロロ嘔陶

“
暉Ц陶ロロ昭閣

男女共同参面に関する苦情の燿暴及び人権侵書における-0救 済に関する

論点脚理に対する北京 JEの意見

I。 まとめ

主な意-04点 である。

1.    コ鵠てオンプズパ‐ノン制度の確立を重要な翻題として明記す
べきであり、既存制度の

運用の改善や犠目的た活用にとどまるのでは不十分であ孔

2.地防松ま組爾館輝鵜静製聾こついてはミ女性センタ       を評価し、活用することはよし勁
i、

それにとどまらず、先進的な自治体で設置したような独立し
た第二者機関である苦情処理機関の設置

を方向づけるべきである。

3:‐         編 囲 閣 圏 闘 嘲 贈 繭 鯖 覇 脚 嵐 静 蜘 嗜

済対象とすべきである。

4。 苦情処理ガイドブツクー
・作成に旧 の理験やノウハウも活用す

べきである。

■. J議鶴哺りなヨu月

男女謀編晴理職婿調磨薇臓17鋼J日定さ肛 いろ苦情―
ヨ轟塵して

`ム

i聾本     から、オ

ンプズパトソンに●いて―
べきとされてきた 1986年 7月 30日付男女輿同参画ビジョンは、

「国

内本部機綱の新たな機能として「 男女平等に関わら闘■解決にゴ
通るオンプズパ‐ノンについても検討

すべきである.Jと規定し、2mO年 12月に策定された男女共同参爾基本計画にお
いても、「必要に応じ

て我が国の実情に適したオンプズパ
■ソン的機能を果たす新しい体制について調査・研究を行う。Jと規

定されている.しかしながら網詢轟圏聾Jれては このオンプズ
パーソシに関する言及が全く抜け落

ちており、内容的にも、FITOよ うに具体的に指摘したとおり不十分なも
のとなつている。

1脚 鷹に
"喘

―

(1)施策についての苦情の処理に日する繊点

の枠臓みの構築と関係機関い運携・協力体制の強化

r苦情
―
の確立に当たつては、苦情を申し出た国民の権利・千嵯 を簡易脚 椰

に

義済するとい到鴨麟か      れと,幅纂轟郡恥l.1銅剛購顧轟師爛臓曇赫碑曇轟臨轟郡暉熙甲碑曇‐
g

きる独立した             あら・慶瀞鵬度の運用の改曽や颯極的な活用にとどまる
ので

は不十分であり、国― にお
いてオンプズパ‐ソン制度の確立を重要な尋題として明記す

べきであるc

その嘔自として:ム 国の苦情処理の制度である、晴褒舛田陶
は、苦情の申し立てに対するあつ

せんにとどまるものである。「行      もそもそも無償のポランティアであるから、その知識
・

脚 向■― ―
Lを図ろうとしても自ずと限界が存在していることは明ら

かである.そ して新

たに平成13年に制定された「行験欄関が行う政鰤の評価に関する油
による政策評価に行政評価、

監視の開度についても、こ
―

同法3条 1項により F    :こ対するものでれ て個副的な

師 肺 ものではなく、そら評価の目慮も、― 、効
率性またl■-2ら

の評饉に過ぎないの

である電また男女            dい て`も指幅iされているように、「直接の当事者として苦

情の具体的案件を処理することl― ■で書響 1ヽカ3らである。

これ以外の輸点整理の権績については1勇女共同参画自議の役割に関
して、苦謗処理体制を充

実させるべきであることぃ苦情内容等の情報を定期的
に把握するためのシステムー 、本来的機能

を
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― る
ことにより     すこと、このため苦静処理・ 1臓簾響門■自会における     につい

て『検討すべきではれ ■■と指摘されていら点については 晴嘔に実瞬する.Jと
すべきである。

艇 した部分については       Jれ て`
`ム

男女共同審覆饉例により

新たに第二書的車場から一定の構限を出繁についての苦情処理を行う
1饉口膚散置するなど独自

―
理露需留鶴慶:ヒしたり、苦躙処理願鮨が確保されつつあるところか囃 とも取り組み

の推進が重要で

あり,各鶴点についてはすべて『鞠 こ実現する.Jとす
べきであ札 ― ンタ       ど樹評

価しているが、それては     として     り、
「■朝豪をメンパ■とする独立した第二者

欄闘にもこ曹鶴拠鷹■■留腱置するよう市醐制に轟陸,|け|る
べき喘鱗税

42)1      覆聯劇職・絞枷膵彙獄知中醐閥昨‐
三|          ‐も

"階
調議こ実発する。Jとす製瞳Ⅲガ瞬L

サ Fプラクの作成において嵐          について明颯すべきである。
2川 爾 騨 麟 輔 騨 岬 麟    ‐‐‐

守費輔轄饉索哺腱贅彎ま聾.彎轡          亀組山艶集哺掛趙腱眸的ぽ陶醜出静醸自由申噛:‐
.:

(1)

●Lて暉ⅢCr尋唱日に鎖爾駐すて
=Jと
■りヽき嘲あ。

轡A紺解轟尋彗ける
―

と鷲策についての苦情の処理と―
ど■項‖けべて i嶽 実現す孔‐Ⅲとすべき簑 警

(2)      こより観1す―
穂 こより設けらM人 饉雷卜f層ヨこ̀ついては 襲腱餓湖鐵剛職繊としてもその嘔E整聾こ̀引い哺

目が梅 凛颯剛疇鋼へ 濃縮省の外局とされたが、199‐ 8年 11月の国際人権 (自由帽)規詢委員

会からI        よ為静眸日臓菫じゝ裁済のた
―

る法務省などか― し熊製関を選

滞なく猥餞すこiよ例働密された通り、少なくとも濃勝省舛の内閣府の下に設置される
べきである。

また、彗           さは目目的にも知られていることである.女性がもつとも差
別にさら―されてい嘩癬麟翻磨

“

おける女性鐘副諄●A構般害についての構限む外していること|ム 男女

で強く問題である。

櫛疇誨椰騨中等おいてはt公織力による人縮晨書に

鞭するという
―
摯彙げ場れるべきである。

ffi&uffi;*#trr. erfgs6b?ff^11?1
Q ●サ養Ц「C瑠晟購超測は街り薗画識ぽ買こ    J購する机

魚目鵬麒釧闘鬼 OA繊¬艘巨係る国内の情槻及びより具伸的
ている地油酬闘副r鶴く■爾岡餞織を提し、

応について意見を製明すること二:|

-5-

きおょう瓢 鋼醸団陽目劇鴫リ
ー



もし極右が政権に就いたとしたら

―フランス大統領選をふり返つて―

石田久仁子

世界中の民主主義を構議する人びとは、4月  仕立て上lfる。ルベンの失業対策は、「国民優先

21日の第 1回フランス大統領選挙の結果に着  原則J壼 用して、フランス人労働膚に優先的

愕した。有力候補といわれていた左派の現首相  に仕事を配分し直すというものだ。だが実際に

を押さえて、極右の人種差別主義者、― l主  は移民労働者が従事する仕事はゴミ処理をはじ

義者であるルペン国民濃線党首が決戦投票に進  めとする、フランス人労働者がもはや就きたが

出したからである。あつてはならないこと、あ  ろうとはしない職種なのだから、彼の政策は非

ろうはずがないと思われていたことが現実とな  現実的でしかない。
ってしまつたのだ。 ルペンはフランス・ サッカー代表チームにも

奉七¬測国銀躍■畷麟甫薄が,I共和     ・ 写組鴨摯曝暴輔副L凛 t=・ )儡粋のフラン子
… 1』 にしたがつて投票したために、ルペン候補は  人白人選手だけからなる代表チームを再編する

敗退した。だが彼が20%近くの得票率を得た  と主張する。けれどもフランスは、周知のよう

という事実は重い。下院の国民議会選挙をひか  に、国籍について血統主義ではなく、出生地主

えて、国民戦線党は勢いづいてもいるcルペン  義を採用している。だからフランス国民の多く

候補がフランス国民に約束した社会とはどんな  が、3代遍れば移民労働者だつたといわれてい

社会だつたのだろう力、    _        る。つま2タ
ベンのいう「国民Jは虚構でしか

ないのである.実際、今来日しているフランス■フランス回量優先原則

彼の選挙公約●=プ
は「国民優先Jという考 代表チームは、世界最強の攻撃的ミッドフィル

え方である。憲法―を―改正してこの原則を盛り込 ダー、ジダンをはじめ、大半のメンバーが移民
み、それに沿つてフランス社曲を再書彙する、  の出身で、まさしく異民族を統合して発展して
というのがルベンのフランス社会変革プロジェ  きたフランス国民国家を象徴している。
クトだ。 だがこの虚構の中でフランスの純血を夢見る

フランス社会は病んでいる。病原は移艶労働  ルペンには、移民労働者がフランス人から職を

が 、そして実質的に国境を消してしまつた EU 奪うという脅威であるだけでなく、もつと大き

統合だ。だからEUを脱退し、国境のコントロ  な脅威に思えるらしい。一般に移民労働者の家

=一ルを弼 ヒして、不法赫 者の臥 を防がなけ 族は、自人フラン
ス人

瞑 颯 緩 鍾 ‐霊獣[ればならない。                
―
卜gぞ脳

=|や

リツフ灯

ルペンは、移民労働者がフランス人から職を は、移民労働者と白人の結婚を禁止す
べきだと

奪つたして、フランス人、とくに労働者
の数に  ルベンは主張する:そ

`

つ上で、「生枠のフランス

人カップルJが移民労働者にもまさる繁殖力を

もたなければならないという。
:決戦投票で民主的候補者と反民主的候薔者が対立し

ている構合に、共和国を守るために、たとえ前者を  ・
支持してはいな1)と しても:そして第   では   

ルペンにとつて女性の最ltllll重要‐な役日は、子

前者に対立して立燥締|じ議 ぬ発    に投票  を産み、民族の繁栄に貢献することである。
ル

したとしてもも後者の当議を饉上十るためにも
rlq ベンは、70年代にフランスめ女性たちが聞い

を捨て大国をとるというフランス共和国の市民にと

っての動 な標 基亀            
の末に勝ち取つた中絶の権利を女性たちから奪

2_般にはlEフランス植民地北アフリカからやつて ‐ い、性別役割分業
と男女の序列を基本にした家

来た風の色が異なるアラブ系移民を指亀      族の秩序の復権を通して、フランス社会の再生
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を目ろうとする。数年前に解禁された中絶画ピ

ルももちろん禁止される。これはリプロダクテ

ィプ・ヘルツ/ライツの後退どころか完全な否

定である。実際これまでにもルベンの仲間たち

は中絶手荷を行う.医療機編を襲撃する事件を何

度も起こしてきた。

ルベンの家族手当は歯産髪鶴簾であると同時

に、女性を家鑽に競じこめるためのものでもあ

る。子ども3人以上の家族で、両親の一方が育

児に専念するならば (ほとんど     、こ
の家族に対し子どもが 18歳になるまで法定最
低資金の1,5僣け千導岬 :窯摯事れ,o
しか轟皐轟鍛轟麒議翻闘圏目謄副臨象Ⅲむ

ぅではなく、むしろ経済的に自立した女性を

支援することによつて上昇することが、繊計的

に確認されている。

■男のアイデンティ_■砲劇囲豊

ルベンは生殖に結び申ξ
:ヒ :をめないホモセタ

シュアリテ
=春
雛響すらこ lヶ月前に暗殺され

たオランダ極右政党党首、フォルタインはルペ

ンと同じように移難 斥を主張していた。だが

自らがホモセクシュアルであると公表していた

彼は、生餞も1間臨購犠|を養劇するルベンと比較

されることは心外だと―達
‐
■ていた。ルペンにと

って、エイズ患者イコール憫性愛1者だ。だから

エイズ医療施設を鶴鸞して1.そこにエイズ患者

すべてを隔離するという。

同性愛鎌悪はしばし

動は日を追つて高まり、連日ャ全国各地で数万

人規模のデモがあつた。デ■の中心になつてい

たのは学生やまだ選挙権のない高校生だつた。

授業を放棄 して街頭に出た彼らの多くは、高揚

した口調で「デモすることだけが、今自分たち

がもつている唯―の意志表現の手段だJ「デモ

ヘの参加によつて、自分が政治的に目ざめたJ

とi語つていた.

さらに漁聯投票を4日後にひかえたメーデー

に|は1金饉で 150万人もの人々がルベン阻止
,の

'デ

モに参加した (最近の日本での最大規模の

編 纂黒    で行われた有準機載:

反対集会だつたが、参加者は30分の 1に も満
たない4万人).決戦投票までの 2遍間、メディ

アも反ルベンキャンペーンを展開していた.決
職投票では民主主義体制そのものが購けられて

いたからである。

だがあきれたことに一部日本のメディアは

「フランスηメディアは中立原則をかなぐり捨

ててシラク侯構を支持Jと批判的に報道した。

民主主義の危機を前に:メディアが守るべきも

のが「申立性Jであるはずがない。そんなこと

がメディアの使命でないことをすでに私たちは

歴史から学んだはずだ。

結果はすでに知られているように右派のシラ

ク候補が80%以上の票を得て、大統領に再選
.さ|れた。だがもちろんこの選挙によつて政権が

:   L:奮霊鷺鳥竃震
議会選挙へと移行してしまったのだ。
・餞ルベ:ン鐘菫菫にもいる?
■1数年議義精生命も終わりに近づいたかと思わ

れていたルベンは、力籠領選で左派候補の乱立

にも助けられtグローパリズムの競争から排除

された人々の不安につけ込み、それを巧みに利

用して不死鳥のように甦つた。ルベンに劣らず

おぞましい人種・― l的発言を繰りかえす石

原慎太郎.3年前メディアが無邪気に中立原則
お守つていた都知事選でt私たちはすでに"ル
ベン"を選んでしまつたのかもしれない。

かった.歴史家ミッシェル・ベローは5月 3日

付けルモンド紙の記事で「国鶴融機競韓労働購

級の危機、男のアイデンティテイめ燿機と,Ⅲヽ

'|二重の危機を基織にして台頭した1と分斬して
-1:

いる。

■示

選挙崚では若者たち,       1載瀞
離れが報道されていた。1言織癬奮申撃率があら

産島

λ曇案T竃棋:L覆           虚、
制鎮での自発的な抗議術勲が始まらた::神識簿
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■71剛轟露蒻■響り出 (2002奪 L5月 25日珈

ています.ご翼露
=な
つても            .`

隻り出刷路占Jもまた。議羮暉口k喘当日爛            sご 7編瑠巖ユ .ヽ
分

覇 ～
内  容

１
　
　
　
　
　
平

和

半租・カ ーバリゼニション

ー人間の安全園障とジェン

ダーー

ローデ明州隣た     暉々 と
失彙』襲麟臓鋼聞

“

颯譲理吠セもたらL
積 ま剛目詢いし■ ■日Lttr)1日bょ週戦ミ

女性や子どもの月日目静目陶炉0｀ますじ私

たHEAmと L-0あ る生活い して
島    、.    t      触

7/200北 沢洋子、羽

窃

7/21(日)      し
ている方 C観臓→

ヽ   ヽ 韓

校

市爵建 0講食管職鶯 %舗 まヽt

2

人

権

女性と子ども

一DVの現状とこれから一
テーマ七月陶り中で、今最u出鋼目■となり、

フォロロ耐圏駒DV倒日Btttり、子ども

「

朝日肝鶴て観翼乱 p
と喘 0鷹月日自薦鷹緊目即日精口層欧 1圏■目L
色郷申り犠配 Od障市のシ″ =立ち上
前 の3     し、フロアーからも発
奮じG唆だく.         さ力昭プ陶セ
のD            繋 れば

L轟■ 雛t      __

ゆのまえ知子、曽け 、

D   
―
.娼

米市民国シェルターOt
懐 精

ゆのまえ知子、員原巳代子、

統 “て〕1lFL、   ,メ 1ヽ1lFIIElbl[1,L

31

□

義

持饒可能でジェンダーに公

正竜崎豊釜ドづくり

一リオ+10、 ヨハネスプル

グ・サミットに向けて一

申年3月 26日～9月 4日南アプリカにて目 |

催されるヨハネスプガ ・サミット|■ 19
92年の地球サミット

鮮    4・ ブ襲目裏睦踏まえ、再

示す会議ですここのヨタ‐ スプルグ・サミッロ

ト     として馴胸引      き
っ力■ナをつくるための学響会と地崚からの腱

“

くり暉 しまt    _

●固目田銀F     I

小宮山洋子
甲

・
     

・
騨

み子

4

仕

〈〓

シ

社会システムと郵隆

― 中 抱 から 馳

`こ

―        ‐
職
一

自分らしく豊きたいと思うけれど自ら人生D
I    ■|■→サゝ ?藤〕フ房に理:とは?
1裁た    

“

0ような

“

覇があるのだろ

:‐    P甲 牲`館
AHら しく生きる社会システムを目指して意

1111‖
1111llililil薔 1:11「  ‐

―
‐1lJ「 1,1111ド 1'|、

―

 

‐
‐  ‐

|

薇 硫 鉾 じ環口願慶

子
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ス
　
テ
　
ム

見交良1賦    く   とも日鯛りあ

“

堤リコいと繊 ま`れ

,囃璧猥鵬日間燿槃嘉甕国熙■躙目薔CttU難と昇自円こ

予贅:さ中H■ るヽ             る
日薄硼目い′終―卜審■覆賞H籠龍阻颯と意

-4艶 劇敗却摯酬腱創肛う ｀

と意見交流を行いたいと思いま

t       _ ___
５
　
　
　
　
　
参

西
　

」

政治   ‐ものにするた
棟
二       える一

li11:::::illililill:IIIサ
lI;:]:lillil

も賛 らく慟 ヨ調韓わ

:れてこな豫鳴たよう1園脚積い覆目臓剛い亀

ょ鍮 臨 ‐‐           轟 1

わるのな 政治参目のしくみはどうなつてい

る笏れ    女蹂響駒ヽ といつたいく
童識遇

「

熟 らを警響:か

り:ミ J韓動館園脚圏爾閥ヤ番こと

え、鮒 鋼 田 調 帥 嘘

を嘔置購.し議■■                __

耕 よし子、     、撮ロ
由美子、下市こ(筋祇 石田久

好

::_―
石

…

、   、永
井よし子こ

●琺

6

タ

労

働

ICFと女性め土ンパヮーメ

ント

■購報性菱とわたしたち―

グロ‐バル化議会を推ゆ 榊 ともな

っ    、そのICの逸晨し
で、統 ち姑 まわ ようにエンパワーでき

るい 、ジエンダ■の滉点で現在の購欅機会

C層瞑勘ほと― 脚 、網ロ
レЧ冽慶躍聾‖栞

る.

0日)    とわたしたち一 Eσの
光と影

襲 日)一日 と女朧のエンパワー襲賂―女

― ン
リ■層軸とLバ ..__

7/20 0彬 ‖哺警子
7/21(日)稲元同千
●―
7/200Jり :層史、佐々
織

7/21(日 )橋本ヒロ子
腱 精

橋本ヒロ子.    .黒見
11,Fヨ|、

|||||||||llllllllllillllllllllllllllll!||||IIIIIllllllllllllllllllllllll:|||||||||||||||||||||||||||||||||||||:|:|||||||||||||||||||||||||||||||llllllllllllllllllllllllllll‐

|

ますじ同じ仕事をしているに勧 功わ らず、

‐ 卜と    とCttM闘爾潮薦ホきく憫恥l
l争可棗L‐織      も多―メ刷
雇用によ亀機劇踊あり|ます:自立した生活が1申    方

…

1躙囃 静

勢彙と激 Q力いこ仕事と,霜菫肩拉がで

1寺      には ワークシエアリング
1秦穂入し、家慶的自睡態担つていく、オラン

[|1肝警デルをLb●しよに学んてみませんか?_

螺躍警‰轟11ヒ
野きよみ、浜倉利子

中購 、   こ卿
計 、翻 演
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第7回全国レゴ ジウムについてのお知らせ

鶴号のマンスリーにデデロ鰤雷れ畦tま眈 .申覇L静の受けつけは始まつています.

コ織
=の
ホテ′‖華 油りいただくね翻鵬餞お申しLみはお早めにお■ ■唯たます.

分剰饉直顧目諄=■
て .暢 瑞 出 tし札 た.J躙 は 、■ 珈 僣 豊 瞬 自 つ

いても。お申    ~― ご網腱蠅麟都bl日劇鵬館です.

・お目い合わせ         劇聞願BdttbIF嶽)
永井測頃卜幹坤出町 ■

「

     7(D
織昇劇陶日■爛醸国贈:(    側卜倒群1318CT/同
C卜」ロロ麟日J饉 :1口』ヒ自由::1目1嵐璽堕自1目宙占|1目hi目≧

轟棄撃塞選尋豪鷲率∵

北京JACカレンダニ

費電曖年 6月 16日 (日 )
・

"菫

伊磯金轟率瞬を 13:30-15:301   ‐  ‐
腱 子ども樹団圏鋼電珈晴から
摯 いただきます。    | | |
報告 :森綱現彦さん (日本ユニセブ摯畿|

広

田― さ|々 :J曝購■さル  |
ど―もたち)|

会暑:琴平 くこんびら)会撃
如簿幹轟 ユ■ 11‐
oH1lLl目 鷹コ罰嘔l.‐

‐   
‐‐‐‐

||‐

   ‐‐‐
|‐ ‐‐   ‐‐

参加費 :翻 円 (鋼熙閣閣     暮

!!! 前号でご案内した会嬌の文京区
男女平等センタ… (旧文京女性センタ

ましたので、ご参熙の上、お薔い合わ

せてのご哉加をお待ちしています.

・ 世話人会 15:"か ら引き擁きゝ
世話大会を開催いたしま九

■7月は金ロシンポジウムt

■9月の申露測ま9月 1肩 (")騨事昨1舞
です。次号でお知らせ崚

しま丸

ザ〕

ズ碁む
紹介いたしましたが、役割分担などについて

未確定の部分があります。最終的な決定につ

き.ま して3t、 決まり次第、ご報告いたします。

なお、業国織表は、清水澄子・機本ヒロ子・

ヨ自島■め摯1人鱗 こ|■ ‐.‐    ‐ ‐‐‐
由亮壼癬醸■1卸 嗽ゴれたヽよ,|■:書年
前 定   を隔月の日曖日に― る
ことになりました。しかし情報交換および世

|

話人会開催がそれだけ間違になります。タイ

ムリーな固躍意識を持ちにくくなるおそれも

あり、それを避けるために、意見交換の機会

を随時設定してはどうかとの意見が出ていま

す。日時の設定、周知の方法など、難しい闘

については事義局にお問い合わせくださし、

朧 轟ゝ マンスリー 第61罰
21o02年 6月 1日発行

m・ 発行  北京ふ畿 事務局
61号の担当世話人  永井よし子

113        区H目邸1響  ‐
コージュ後崇目露本イルロ朧

瞥
■メニタ|卜 'レス脚珈 藤 ロ ロ 疇  .》
壽優操替番号
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∫ 世界女性会議ロピイングネットヮ〒ク

F秘轟らはふさわbい世係者』

尾団連子ども侍屁鰊会報管～

蜘     輻 ¨ 7月号 脚⑩2年 7月 1回発紆

〇

[国連子ども鵬 晰 催】

盟鵬年5月 8日か輸10日 まで、ニューコー

クの国連機報に襲いで嚇 ども鵬 鰊会 議

下、回M融馴勤 油鰈聯きされれ 1醜簸年9月の
F子ども⑭ための世界サミット』で採択さ:れた

重言 (子ど幅の性存(保護および発達に闘する

世界I董藷卜と行動計画⑩実施状況を振り返り、

今後 10年間に進働べき行動についての耳ミッ

トメントをとりつけることが目的であつた。

い特%のひとつは、in田⑩年をはる

かに出図る、さまざまな層⑮切 にあつたも約

180ヶ国から政府代表国が派遣され、議は議員

(Dも 79ヶ国轟Ъら既Ю名ふ彎靱|した志日未朧 薗
｀`  敬守貴部科学大臣を主鷹代表と膨て、有馬真喜
子総肉個人代表、2名の子。ども代表、横浜市長、

N帥を含轡総数報名0大規模な代表目を減遺
している。

【子ども

'加
]            ‐

最も注目すべ送ことがらは、や憶り子ども参

加であろう。実に世界 158ヶ国から副■
・

人の子どもたちが曇れしている (う 亀女子 鑢 1

人、男子 163人、陶 代表 11鰤人、政府代表

鯛躍人)。 日本か島は政府代表団⑪ 2.名に即え亀

創m ttbらも2名が割 口した。
F

場∞丹

(子どもの権利条約ネットワーク事務局次長)

子どもたちは聞剛翻爬〕に比立つ5同力=嘔 7

固まで、「チルドレンズ・プカーデ判 に参加し、

酬 ⑩嘘旧へ師理解を深めた。     1
・
チルドレンズ・フォーラムでは、9悴励F暑

力 0鰤 島らぬ保護、m、 ③戟争 (子ども
兵士)、 ③器ども参加と「

準 トナーシップ、⑤健

、康、G囲剛範囲S、 国資囲、国戯育の8つのグ

ループで話合いを行つたξ①～③で話し合つた

山容は全体でシエアされti子どもたちのメッセ

ーザとして藍とめられれ

8日からの鉤 こおいても、さまざまな会場

で子どもたち⑪元気な姿趣真摯な瞳、飢臨`発言

がおとなな圧倒していたことを付け加えでおく。

I幕んな口熱い想いを伝える[

Jみんな□熱い想し`を伝えることができた。』

如01年 12月 に構賑を舞合に開催されたっ第 2

-1-



: :燎
凛 思 韓 母 彗

ベントにおЪゝて、     に集もた世界の手
ども,若者がつくりあげたファイナルアピ‐ル

を固違文書に』と訴えt世界から集った人島の
業鱚を開響篭ファイデルアピこルの国連文書イヒ
が達成されたことは特筆すべき通とである。こ
れは子ど   印視点か幅考えても:ギども
繭意見麦明権め国曲的な行使とぃう非常に重要
な意味を持つている。
,鋼鱚牧聾L6つ⑩薇輔:ポ : ♂   l

,特暉i(2)に関して適率ておき縫しゝ

1温春期田子ども⑩り`プロデクティプ6ヘルス′

に関れるN述はアtガ ,F力とが手ヵンを申J醸とす
tる動 曜噛蓄雛によヮ後退した.リ プロダクティ
|プ O おヽ肇 のた中の

F[サ
Tビ嵐』 という文書に

二ついでは、牛職睦告書苛能性が勘輸f讐してご・テ
メリ率が強行に反対%・ :璽uなど   と対立
、魯繰り返した。最終的にはもリプロダクティプ・
ヘルスに関ねる 躙 、情珊騰ょびサービス』
『責任お鶴1幽廃珈 %に 関ゎ葛バラグラフ
などが全て削除されているg  :
: ただし、名鰤 年卿飾凄      などへ
の    れで縮り、     ども峨コプ
ロダクティプ・‐ルスに関申輪記述が金滅した
わlすではな|し 椰ゝ 年中国刷騎勲計画策定ほむ
ギけこ国内

1の政り組静プ屹震造:なってくる。1

した。また、子ども代表を選ぶプロゼスが率透
明菅満 た国が多喝L・そ■意味でも子どもの権
利□観点か嘔の検証が不可欠でぁ駒、子ども参
加虞援する調となのM題としそも更なる実践塵
研魏節魃要毒泌葛う:           :
丁方でゃ尋甲ような如メントもあった。「多く
の友達ができ、新bし 国ヽ会し1譲あらたことが嬉

纏旦竃乞褥耐八『奮憮
か幅は画頌瓢駆:が纏鍛そからも続く子どもた
ち独中の動き、そして今後への広がりが見て取
れ愚。謙題は多b屯 libかし、おとな濯けで解決
せずv子どもと共に問題に町き合つて行くこと
ざ重藝であるぅご ―・     1
子どもなパニトナ■産して見る.ヒ ントとにて、

‐最後に子どもたち甲メツセ■ジを紹介したb聰~    
朝日にR史 上側ぬて総合口場で

子どもにまるスピいチが行れれたぃ。チルド:｀
レンズづフォ進デ:ムで働話b合いをもとにょ塵
め聰紐 このメ|シセ準プのタオトルは臨たち
にぶさわしい世界を』であ魏 『子どもたちに』
'ではなく『私たちに』亀 こ部には理由がぁる志

:               ○
から子どもだけじやなく守ミでの人にふさわし
い欄髯ご.:としつ列擬で隋 らにふさわしし馳
昴を国と名づけました。』(ァレグサンドル・ロ
ス:10才、ルーマニア)そ して子どもたちは
,そんな泄界をっくるために、

°
子どもとおと嘔が

パートナ■シップで取り細ん呻行逼ぅご語輸6
『雛なされは私たちを素染と呼畦 守Qlす紀ど
も私走らは現在でもあるめhJ
いま電
°
私たち騰瞳な権早ど鼈観繭転換がまぬ

られている。    ■l 嶋      `「

-2-



を

男女共同参画会議・影響調査専門調査会

「ライフスタイルの選択と税制?社会保障制度0犀用シ番アムJに開す|
申間報告についであ』ヒ京JACあ慧

:記:①
:

経済咸長を支える仕組みとして強化されたulj役割分業にもとづく制度や慣行が、その後の社会経済状況

の変化調よび男女に平等なライアスタイルを求める声にともなつて改善さ続 部分瀬見られるが、同時に

不適合は潜行しゝ 見えにくくなりゝ 複雑かつあいまいになりつつある|このような時期だかしこそ、中立

的なテイプスタイル回確立に向けた制度的政策的必要性は増している。従響て、本中間報告はこのような

時代の要請に沿つたものであり、内客的にもある程度も評価できるむ

しかし、今回印中闘報告で、現職分析はおおむね妥当だが、がランス,を取りすぎてジェングーパイアス

⑪指情が弱い部分が散見される。まな、施簾等の方向嘩ついて1も表現等に弱い点が散見きれる麒・∫ξ

さらに、無償労働⑪評価のあり方については、本申間報告は全く触れていなしヽことむ指摘
.b走 Lゝ すで

に日本でもある程度⑪調査研究がされているので、その成果鼈組み入れるべきではないだろう力ゝ

F施策等の方向J       ヽ                          l r.

1.制度 e慣行の個人申位の考え方へ嘔 直しは、申立的な方閻電嘩瑚暇柵轍 りの要である。‐もつと明
確に打ち出すべきでゝ中間報告において札『留保」:あるい陸 噸鍼拠 に電致する必要はない.  ～219
の1の 1) .R19⑮ 2の 1) PI躙 の1)など～:  ・
2-2)R21-22加 入の性力の増加⑪項 みず鵬らつ負担が織付に結びわかないことの是正は、指摘自
体は正しいが、年金劇度 e雇用システム・賃量と労働時間・お議の面に言及に走分析を加えるべきである。

2す 2)ウ 第3号鵬朧者制度の見直しは、ぜひ進めるづきだ。二つ目のパラグラフにおいて、任意加入
時代にそのような不都合があつたかの検誰が必要である。もつと騎極的な見直しを提言するためにもbみ

ずからあるいは不本意に専業主婦の立場を選択 bだこと峨懃味を闘い力鴎すたい◎=蔀た、雇用関係中な嘔瑾

に係わる諷険料の事業主負担の財源い いては、あらたな不会平織 じない配慮が必要である。̀

2-2)P.23の工 離則と公的年生の項  期 に離婚む艦進するような制度は望ましくないという

考え方Jに続く文章は、かつこ内の考え方を前提にして、DVなどのみ離婚が要当というように読み取れ
°
る。逆に、「離婚によつて明らかな経済的社会的軸 を一方が蒙る制度 M制 度)は好ましくない」と
,い う考え方に立たなければjライフスタイルの選択争罐中立性は窯現できないのではない力、
2-2)R騎 ②健康保険二介謹保陰  「必野に応1降て更なる検討を行う」とあぅが、それlまどおな場
合力、すでに現状は見直しの必要が指摘されている。時間切れによる表現か、先選柳な⑮力、

【倒】瞳葬ポ部利岬険Jil岬 髄主についてはゝ便宴的に非世帯主を記話するこ[導認められたが、そ
のような糊睦策は意味がない。国保における世帯主制に申立的でない 状況を生むもとなので、法改正を
進めるべきである。

I例1さ らは、国眠健康保険組合の存在などゝ同一法
'内
に異なる憧細みが存続することの不公平lま放置

されたままである。世帯主の腱 によって同二法に動ける負担と給付の違いがある通とは見直しが碁要で

ある。

[例]介護保険は、給付は個人単位、保険料は部分的に世帯れが入る.見直しが必要。
3-1)p.艶 賃鍵瀧駐塾錮帥抽麿姜要国に鵬 ていなbゝ 存在することを前提に、さらりと流している。
労働時間短縮を前提とbたウークシェアリングは人間らし怒喩 き方への前提で制 、仕事と家庭の調和あ

る働き方として、女性は以前から主張してきたご

3-2加・25変化印劉脇じ―市場競瓢 ヒ,グ甲―パノ可しによる光と影の部分を指摘しも女性の二極分fLが
促進される懸念を鮮明に打ち出し、成果主義、熊力主義要素導入に伴う評価墨準の検討の必要性に触れる。

日本的雇用の肯定面があるとすれば、ジェンダT⑪視点を入れた謳換えが急務である。
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りiヅ ポイ‐h    ゞ2ュ世紀の男茸峨業育有,働者方に力|かねうと卜ラ`得型

う点b部分的に企業にとつていいとことりで滲むと、

オランダЪスウェーデンお面器の特徴があるが、一人でも生きられ番個人単位に触経てい宥い。企業め
・競争力確保ぬ濾めに'ほき二人あた柳め所得睦低下しそも:霊人ならはというせ帯単位に,受け融籍心下記ぶ

り直、読萌不鬼寺はなし`力亀:均等特題を政府が確保し、労使ロルニルとすべき。 l li:i   
≒

懃す4)p:調 島好寿冥懸最労働鰺態m実現に向けて
・
就業嵩識ぬ参様化は本安定書は賃金を生み出しているもl社会操暉等轟閥圏鶴

‐満輪恩・働きに見舎らた処遇

となるような環境鑽備をも厚生労働省董管であもなとbでも具体的に入紀るがきである。     ・
r

労働市場ぬ改筆11i変革めための前撮条件整備を進めるべきという
｀
具俸酬をおける決き意

:労働時間の導蔽ら苧:′ ニヾトタTI鳳労働:固本型均衡麺鑽ル‐ル確立めあ嚇方についセも學な‐覆1樹計で

なく、隠騨帥嘲当Jと して内容に触れ輸。

北京iJ:曇,0鋼意鼻iギ i②二:     「 . ぃ ｀~。 ｀
:.I 上記中間報告1≧寿子義当団体鰤まな意見ほ醐下の点である.     itザ

.

1 枷制 0社会保障ldj度等において、事業主婦であること自体にインセンテ身プが与えられるN度は、勇
女とりぉ巌女性に対してその社会におけ通活動の建椒に対して影響を与免懸社会における割度となつてい
:るご:と議ibiも鼈にし」i個人を単症とする割慶其とに直しが趾要であ6とザ馨きで謳る。

2 1雇用システムに襲いでも1,コー尋制人事制度や¬家族手当制度ゝ パー1タオ
'■

警働者に対する差層』的

処遇赴、どにもいてこ
´
女性に詩する周嬢農則としてとらえて労働市場⑪峨範整備警行|う どき糞きである」

・

Ⅲ i意見の自審 《中間報告口諭が部分と副癬部分は省略葛意見剰会を襴
■1 1・  :    :

11‐ ‐mぬ 分析臓諷 えて 鵬爵)'
21大学進学卒と就力i送らしヽいて (鴫) |二 ― 

｀      _I  だ ll l
8:棚制 0社会保障制度等にもいて
・ (繭圃 ‐配備著櫂濤■

・
特前撻除赫闘題ほ、所得課税中際⑪撻除⑪闘順であ鶴ことを重視守べきであると

思料する。つまり
t専
業主婦であ輸安盤調働者1始め踊膿簿どは (通常は子供が小学校に入学した機)、 夫に1動

薦焼諄翼嘉艦 蠣唾競醇鈍評到麗け幽警行うこどどЪ配   仰琴斑劃詢lきま1珈 '自帥 等当融麗瀞 湖嘲野ナること

]i響脱鐵鮮載呻辟鶉裏巫T重鸞斌配了熙塩魃胚鍋翼婁翼λ①
・
ことは萌

:し
かで高動.さ ら庭|ぜ :家族手笥制度を採用しでいる仕鶉滑ξ纂蒙鮭昇も

'違

庭薯あ益鑓絶晶:、そ支

給基準を記偶者の収入を基準とし、その基贈をl⑩ 3方円にぉぃてぃると縣うことは、妻め血入がこ
:れ'を

'

‐
超えるとき|よ喜'夫における手恥り収入のうちの家族手当分までも失うこと[ごな最も面であるから、妻が再
:艶業口際にt it口孝醸手当部分まで⑮手睡柳朧入警失うことまでも⑭夫輌 鶴を得る三とは極めて難しい

こ
。
とは容易に想像励言つくことである。連れらの点からも女性が再就業後、l⑬ □万円⑪手前において自ら

就雛 を行うことは当然口ことなのである。           ・ ―              t

社会爆暉制度においでも、厚生隼性には佳業負担割分があるの青tl現献つようは平湿鐵ξ深刻な際は、1

9む方向という鍮 収入自予箋雫金□遭鳳轟基戦 するとЪ住業は企業負担経
1ぉきtえるた品l在、女性パニ

トタイム労働者の雇用者につしヽて、
.こ
の基準以下に抑さえようと十る遊ロインセンティプが働くこと為とな

いt'これ融1女性印ぷ≧トタィム労働なの収入に大きな影響を与えぜЪЪ輸亀|とは明白である。
(  |

l=赫
よぅに、女性ぬ蕎畿業はおいて:翻飢や年金制度調癬響警与える動

‐
世帯単位⑩早聞収入⑪

_総額奮ともに、制度自'身繭内容諌1‐紐制であれば姜め〒解¬準位であれは、
・
生韮曲都台という、自ら口判

断では洗められない他⑪要国に規定されていることがより金要な問題寺轟るといぅことができるのでぁる。
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上記の点からも、中間報告において「以上の事実には矛盾する面がある。その要因として、制度に対す

る誤解や制度が十分に知られていないこと、思いこみ、納税そのものを避けるためなとと様々な解利があ

る。Jと しているは、この点に関する分析不足が原国であると思料するものである。

最終報告においては、この点についての分析を加えたものが検討される通とを望紐ものである。

4 (前略)日本は先進国の中でもとりわけ女性のエンパワーメント指数が低い。その背景には、このよ
うに大多数の高等教育を受けた女性が、出産・子育てで一旦lまキャリヤを申断させ、しかも再就業の際はも

最低賃金にも満たない収入しか得られない状況を余儀なくされるという社会制度が存在することも、要因

の一つと考えられるのである。

2 政策等の方向
(1)ライアスタイルの剛 等に中立的な観闘い社会保障制度 0雇用システムの基本的な考え方

配偶者控除 e ttnll控除とぃう制度が、事業主婦の存在自体に世帯主である夫の手取り収入に大幅な税

領控除を認めるというインセンティプを与えている。また年金においても第 3号被囀庸忘輪鑽動ま、世帯に

おける女性が専業主婦である通とにインセンティプを与えている。

Q態 ]ゝ‡鳳艦i穏翼糎鰭i、マ雷蘇趾聾響量量喜漿fI飩単孟孟蓮量言]R「鷺塁鼈轟れ悪壇墨霧白曹T版
う、自らのlll断でlま決められない他の要因に規定されることによって、これらの税制や年金制度が影響を

与えているのである。

このことは、男女共同参両社会基本法4条に規定されている「男女共同参画社会⑭形成に当たって|ま、

社会における制度又|ま慣行が¬性Sljに よる固定的な役割分担等を反映して、月女⑪社会における活動の選

択に対して申立でない影響を及ぼす通とにより、男女共同参画社会の形成を岨害する要因となる調それが

あることにかんがみ、社会におlする制度又陸慣行が男女の社会における活動的選択に対して及ぼす影響を

できる限り中立なものとするように配慮されなければならない。Jと あることに反するものであつて、同法

15条には、F国は、男女共同参M社会⑮形成に影響を及ぼすと認められる地節を策定ヒ、及び実施するに

当たつては、男女共同参画社会④形成に配慮しなければならない.」 との規定に基づきこのような刷度は変
・

更されなければならないのである。

(2)税制 3社会保障制度等改革の具体的方向

①税fllにおいて|ま、配偶者控除'0配偶者特El腔除は廃止されるとすべきでおる意この変更が国民⑮負担

に与える影響を誡 するように配慮すべき点について|ま、所得税法86条の勧 除額を大幅に31き 上lず

σ輩靱趙∫「::il[「][仄T写「[度]F].]:lTこ
と
I望
事′
しい
i考 iる

。
厚生年金の細 号被保陰丁制度を廃止するとすべきである。この制度の廃止に当たつて:ま、当面パー

トで働く主婦についての厚生性 の適用を大幅に広げ¬保険料負担をしていない専業主婦の数を減らした

上で制度の見直しを行うことが睾ましいと考えるものである.

な鶉厚生年金の適用を大幅に広げる際lま、130万円未満という限度額峨見直しによるのでなく (企
業|ま 1日 の労働時間について、その額∽限度内に制限するおそれがあるからである。)、 1週の所定労働時

間及び lヶ月の所定労働日数についての見直しの方法によることが望ましいと考える。

(3)雇用システムの将来的方向

雇用システムにおいてlま、国連女性yl靡 委員会的日本政府報告書の最終コメントにおいて『民間部
F電において女性が直面している昇進や賛金についての間接的なNllを欧り旗うためにとつた措置につし)て

も報告すべきである。Jと指摘されたように、雛 の労働市場において女性を結果において差Bllするものと

なっている「総合職」[一般職J制度などのコース制人事制度や、家族手当制度、そ
・
してパートタイム労働

者に対するull的処遇の改善などについて、女性に対する間接差別とならないための労働市場の環境整備

を行うためにとるべき具体的な措置について明らかにすべきであら。

-5-



電==高いとはいえない学識口企業
:0マ
尋事ミ関係者⑪認識■手=

『配偶者等からの暴力に関する1有識者アンケート調査」にもいて

タイ陸上

先ごろ奮表された『嘩鯰請費等つЪらの暴力に

関する高講者アンケ7卜調査Jの報告書の全体に:

眼を通曙%表紙警晃面(眸て不思議なこと・に気がう
いた。調査め内容I轟撫つげいfF熙儡肴闘ュG暴力
や晒酬趙疵■力俄赳螂動についてな吻 が中縛鱚書
書甲タイ|,レタ黎で調査目的で動丁1醜優煮等」とな
つて
'tl尋

瑶甲暴特‐や早ll    』キLつ 9はM岬侵
者やそれに準じる男女の関係等も含まれると準る
べきで麟 う。NGQは鼈姻関係に限定されない
関係におぃても暴豹⑩性質は変わらないため『配

儡昔』曝口||;櫃醐bた。|ゴ瞳財 躊 でも聰
偶者筆』として|,｀ヨだけ準l聯 囀タイト攣、1ら 、
調査目的.と調薫聰 つ琶暴なやてン)予尋と鳴はこだ
わり醐 じるコ「
調輩l蓮晏月から口PV防止法仰岬翼鋼ユらの暴
力申防止翼び機稀者⑩爆誂に関す輸法律》⑮全面

施行に伴い実施された。 調査対象者⑩有識者
馳閲人というのは、搬 、マスコ亀M、 地
方自治体⑩首長○議会議長、企卵経営者、女性有

講者など9方面⑩防 である。多く

'ま

各閲0人、

最も多い7騒0:人は女性有裁者でみる餞以下に特徴
の中う事曜つい下下部を導が予。lR I:、 4t  :。

=  ∫ [■ 卜 ' i√ r‐
fi  i.

学識識仝業h司治Lで風量亀閲係者⑩傾向

配偶者暴肉防止法峨周卸度に囮bでは、「内容

を知っている』割合は二そ岬平均億‐バ56。

》より群を抜いて低いわは企業経営者 (踏ql%%

以下‰)と学識経験者 《田.7)である⑩『名前も開
しヽたこと力まない』⑮もユ⑮両者は商ぐ、1位が金
業経営者 (幅。1)圏 位自由叢者 (11=露 )、 3位学識

経験者 (lQ鋤 である。

1個0具体的行為岬でいてく力が否攣瞥間摯暉
目では同権関係者に持色がわる。,

ゆのまえ知子

峰拝癬嫌が嘔ているのにポルノビデ   を
麗 う.』 を、)と考皐る蟄 醜・中に対し鵠.0
だし、

|『
相千甲交左闘儒や露論を必要嵐共に監視

するJも 零乳7、「話の薦識導却生活できるんど』

らではむいかと思瀾鮎る⑬ま亀曇崇耀営者な低い
割合である。1

根強いDv神話   |
マス当亀関係者に導,vlni話の偏見をもっ割合が

高く、新聞 1宇渉ピ■女性記者がらしばしば間が

奏起うDVilこ非精打る催諄望覇罐誹摺邸D濃隅調とR霙駿骨:も
のである。たとネぱ、暴力をふるう理由に増いて、
F暴ヵを受ける側にも、落ち度油雹ある』とする⑩は
マス甲電用 諸 :塀l尋、   岬:7、 り鋼 体
役員螂,馨 と、卿 :學牛暉よりかなゆ高いo
「アル由ァル依存、薬物依存な:どのF椰』⑪

『

均

ョミ関係者0み二桁⑮ ll,4である。      1
餓     れ に置いた睛 ぬ:ぅことに
つ毎
lてはヽ 学識経験者は法の,内容を知骨ムが少警

;いにもか鰊 らず、[男女雫割圃鰤に反する』『女

隼lこ対する羅力に導点.彎零くことに    壼
感じるJなどが褐平均値より高しヽ また女性有識
者にも、.このように考え6ムが1911以上いる。と
はぃえ女性有識肴は相対的に認識度が高IЪ 全体
としては政府。中治体lこよるシlつそう⑪啓発Ъ研
修の必嬰性を示すもぬである:

T6-



本年度の北京JAC総会で情ホ置子斐同代
表ょり『人間の安全保障糧ジエンダー』赫テー

マコーカスの発見が提案されt承認された。
°
デユヤ畳―カス発展に先立場で

・『人間め鮭

保障とジェンダ姦政策研究会 《夫同代表ず清

L講鸞旦輩荒決鑽Ful
ずることになるた。筆者が留学しているカナ

ダと日本の夕貰交理装策て訂ゆ共通点|ま、と'もに「

人間の安全保障』
。大国なのである。

1第一回学習会は 外務省総合外交政策局国

連行政課、。主席事務官⑩赤松識麗を講師とし

て、6月 12日、文京区男女平等センター博行

われた。『人間の安全保門 は、19男 年国連闘

発計画 (UNDP)の 人間開発レポー トに初
めて登場して以来、カナダと日本がこれを政

策イLし、世界に向けて国家中』いの安全保障か

贖人間申心0安全保障へ⑪転換を呼びかけて
いる。 (現実には、いろいろ矛盾を抱えてい

るが)日本政府による「人間の資金保陶 の定

屹緻L」稽閂g奪琴l言貢繕言臓燒彦軋贔冨∵
可能性ξ羮制琴啓ⅧぼたIx二天高視原讐量
視する取り組みを強化しようとする考え方J

となつている。

硼咽Pの「人間の安全保障』.が掲げるコン
セプトの2つの柱は・%か 幅の自由』と『
欠乏からの自由』。カナダ外費は、陶 決

を中心に活動すると言う点で 時劉職紳じめ自

由』に政策の重点を置き、日本は非軍事面で

の社会経済開発、つまり『欠乏からの自由』に

力点を置いている。日本政府はこその実現の

ために国連内にF人間の翔 障基金』を経

し、21001年現在1酬億bを拠出してぃる。ま

～テーマコーカス 第1回学S会報告～

覇剛罰酢子 (カナダ・ヨータ大学

層颯購緩螺噂軸究センタ
畠研究量)

たこの基金峨使い道を含めた人間□安全保障

政策ガイドラインを論議するためt曰
'本的バ

|ジタアップによ堕薗遠事務総長はこ国際的に
=独立
・bた 丁人間のま全保障鶉員会』

=、

《繕方貞
°

手前無昆蛛 弁纏官tアゼルデオデttンケ
ンプリップ光学教授の農同議長)堵発定させ、1
2年間め籍議を提で1:報告書を提出する予定
でおるg    1        1  1
学習会の質疑では、ジエンダーの観点の欠

期が問題となつた。曜醐師 皓ヽ彎自[曲』と,・『欠

講からの自:画』の2っめ柱臆tいわぱ車⑮両 ・

輪であり、両国で総合的に取
:り
組んでこ錯政

策レベルでも確立する動だが、逆に両国で対

立甲構印をつヽ りだし纂ケ:lる。′尋枠嘩Ъ:事治
的尋実率義⑮国家中』い攀奪⑪限界のように思
える・鷲科書らば、市彙難会彎ネットワTク
のなかで取方の国家外奪p打開策や代替案を
提案することはできないだろうか ?

政節研究会のメンパ■であるJヽ富山洋子議

員や大脇雅子議員らとともに1.ジェンダ守⑮

視点からの『人間⑮安全保障』民間外交や「

人間の安全保障委員会Jべの提言など国際的
なロピー活動のW鰊 も含めて学習していき
たい。        |
***輩 *****｀ 中**********

第 2回学冒会   '1

・ 咆連におけるく人間の安全淵鯰轟ぬ嘔 につい

¬ご』

・ 周時  7月 30同 軟 )   18:30o20:00
・ 場所 文京匡昴女平等センタご ;
講師 弓削晶子 躙 Pの東京事務所駐同代表
_連絡先 印岬血よ
携帯  鵬0・llSl導551(黒見節手) i
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千葉県の場合

1先日鍛 Fて■ネリT,‐1号』で橋本ヒ甲子

さんが紹介されていえように千葉県でも12

.月 に誘会基程予定の F署女共同参画』に関す

る県条blj争のがツクラ1ッシユ⑮回は、働ゃなり

強b)ものがあります。印鐸年5月 描『曇女共

同参画祠 囁轟倒索が健金書内容を通脱しな

いきとfむ北める千葉県鋤方       か
ら:F要望書Jヽと{峰晰 いが提出され嚢もた。
| ::ユ iO項目‐の要羹轟む射ぶたIF要製書』では、

F昴女混合名簿を拙速に導入したことは、性

差の認識が女性差別の速国におもているとい

う社会観念
・
lこ立ちtl女性差吻撤廃のためには

日本人の文化意識から性差ぬ認識すらも濶レ

去る必瓢がある
.と
登■主張する

:プ
ェミユズム

に譲がしたも|のだと言おざるを得ません志』

と『男女提合名簿⑩導入を頼 ビないこ,と』
:さ
らに、掌本知事が力をみれている F女性が

。警[tま 量誹 裔 輔 ■ 年鐘 竃 言
いう立場l通

`あ

る‖こもかがわらず性呻自主決定

1‖:目をもLC:》ことは億鮭違反
悼
11,す』|とま

い¬〔iの JT,Lて

し'1事すPi:1・  ・‐. I   ‐   1
1,1本澤幕鐸拳赫li=集螂凩■費おもヽ薦嶋醜壱・ル
な:どが,尋 iンバでで攣 ず「暴飼専憫部会』,傍
1聴では、「夫婦別姓Jに反対的運動をしている

F美しぃ日本を守る蠅 ぬ会卜などの方たち

⑪参加もわるようで上::ヤ‐ジかとばかつたり、

騒然とすることもあります。千葉市内では、
・
F日本時亭評論』〈曲蜘市で発行動と

iい
う冊

子やピラが配られたり、「いきすぎたジェン

ダープリ:―に反対する』ある女性団体か嘔

F量で潮誘されたと心・ う人も幽:ています。
蓋艶勤艶轟轟斌着直『『女葛しさJキ男

:葛しき』・

を容定しないきどこ
1男
性 P女性それぞれの

-8-

出納 いずみ

特性を否定するような内容を含まない通と』・

など、その主眼口根幹はやはり『性別役割

分業社会』誉守る髪;。とにあると口われまへ

女性団体のビテが強調していることは、『被

害をうける印は子ども』という点です.また

,船橋寺η零右呼噛黎霞によると電こうL｀つ誰躯剛申

Ⅲ活動が各議員‐曲動き櫛勁けにまで二れでい

髯畠贔曇畠曹風薯軍蓄言言言撃層曇言警ゆ

「こういう動き以前は、私が所属する『男女

平等条例を実現する会』は、間01年 2月 に

『市民案J_を提出し、
・
『条例専門部会』でもこ

の 場 民案J・に靱 =亀て
'in椰
がされ、会員―

同t二年間かけて     しあげた・こ‐との
甲斐鰤鼠おもたと今1つくりく感じています.
:またf千葉県葬護士会ゴロ

」T両性の平等に

囮する委員会J‐ 節:贖琶『要望書Jと 『試策』

が鋤醒年に出されで断′)ますL   .
また『日本一囲条rlJをもくりたいJという
堂ホ知事■言葉lと替向色を、千葉雉十1苧崖
ざまな女性自体Ъ個基が参加lして『千葉県宰

言熙乱l轟謳はず貪b
女共同参画lこ関力る千葉県条例の基率的骨格

について‐十堵⑪2』 コ]醒茄書ね、その請る
べき内容が一歩t後退bたものにならないヽよ

う.、 千葉県下でシンポジウムなどのイドント

を1ま じ・め、要望書中議員峯の働きかけも必要

だと考えていますG各地でネットワークをつ

くるうとそれぞれが'm元でかん麟 てぃ査す志
・

*:鰈 条rllネ ,ッ ト』を R蝠
「
発信していま

ず。標 に緊輸り合ぃの方がぃましたいご紹



①

．̈

式臓 α慮マンスリー31号冒Mにご橋本ヒ
凛子さんが『男     :ノミックラッシュ
と罐暉恥Чを部 てヽぉられましセ汎 まぎに

宇都市の状況はひどいもの観

今年の1月末に宇部市男黄共同参画審議
会畔 申む受けで、創肥 年 3飼議会に駄
劇同劃珊薗場謝疇鬱畦濯よされ覆彎 名した |

が、下人卿議員の星斌によってよ櫂にはなり

・:ぃ菫肯をで鰐亀 せ́雪後、。詩謳調蝶飢制定を求
める署晏      さん誉馘師に迎ぇて
の議演会を開催しました
この議醸会と同国同時に3倍⑩人口動量し

て 贈選硼嵯習とぃう名    ]『これで
いいの?男女共同参画』という講腕会を企画

していまし亀 神郭 ll鷹設〕鰯跡朋肝れ■の‖勇

機諜櫃瘍涸動畦まれた背景画t山口県内のェド
ワーズ博美さんの「フェミ■ズム睦侵された

米国剥陶 という言論動]なされまりL.宇部
市Iまこの二つ峨講演舎口後援をしてい規
市民間での識争はありましたが、結果的に

は6月祓 畔闇噛動基聾 され濁ことになり

ましたDその範 1審議会ぬ答申をMに
変更したものでし亀 5月 踊 目に「良識ある

易      を求める寄部詞融駐鋼 の
・  [1」

t『
男ちしきy量幅しき』:     ぬ_
の特性を費節コすこと。2:性差を認めL

男鰤 卜を動 る鮭 を育てること自3。

女性口杜轟墾勘□を目立慶の高さと_し砥切価さ
‐
l

し篭・ P・吼穫醐劃違れ 童唾国蝠節副菫剛鑓國要尋腕

容をlM制け るために支言軋

など7・項目1口藝盆l搬盗醒馴こ受I   もの1

でした:硼闇菫、3月 21日申
会端 され、

・
麹文轟胸嘲題罰崚醸しされまヽ

状衰JAC山画 冽

宇都市は中園地方で樹の男女共同参画宣

言都市として、きまざまな涸動を勧噸てきま

闘題カミ司蓼哺藉委員による慇褥も
‐
鴨女

非同涎鉤量装 剛聯響碗鬱Jも圧ヵによつて

醸 してしまいも非常にもらい俸質自露望し
ていま丸
l Iの
条例を作る過程にもいくつかの問題

が温しま_したシ行政童導で作られ、瑠議会で

検討ポな凱 ましか 管宇都市囃 といっ

たものも盛り込ま,蹟百いま臨 ヽ蔵 のM
底哩饒会,メ遺褥肺鋭ポ::片シ夢二幕す・ :・

卜による意見亀募があっただけでしj勉 市民
にとつて虐分鬼もの条例と′いう自覚もなくゝ 1'キ

自」都鴫藷諭響融[されたと靡う鍋 も
―
ぁり

ま臨 、そうレ
L仄隕諄虜持ちを選手にして

責められると、翻融調詞属魏聾動まという新国と
した   巴韓 趣:ができな油埼たの観
衛改と市民の過膳がこ回事態を招いたのでは
ないでしょうれ

騨騨曲酬もた麒一亀一し

-9-



北蜆IJ:AC力貯シゲニ :
☆理珊四年 T‐月‐圏皿l厠 〈坤

::31目
C画》

i

北京』暴堡第:F画鍵国ヤンポジウム
岡山甲イヤルホテル :

印
:亀兌| |||‐

―・
18::錮 )i‐逢劇シ署詢ビディスカッション

::ずに獅心鯵つく:離 と輸 』
15^.虜群帯縫1ビ爆1簾曇卜1

21日

*申 ***事務局力翫ら***:**
‐7全国参シぶジヴ鳳の準備亀最終間階で

すご岡山で隋 しい幽会いと懐かbい

もIW 、母写品十
'｀

ぬ中間報告』
F等
ご'こ :ぬところJIAGの

I意見善澤:1中曜坤きました。1担当者は1

カ忙しでし通 曇通鵠提出bた中澗轍

告への意見暮本別尋掲載し輩bたが、

二導 猾 覇 麒 耶 量

方はコピ■を送りま丸
79月 ユロの定脚全体会、産側世話人会

は、6理の輻 尊会の議し合いでt遠

方⑪世郡典中便宣県ため%前半に世話
:薬会寸椰飩瑯嗚と密彎肇レ帰

15

:

まヽ丸        |    。

テこ¶② 場 のク、オ墓夕嗣』橋率ヒロ子

-19■



世界女性会議ロピイングネットヮーク

○
台風ヵ続 ぃた後の 7月 圏D、 21日、天候の

回復した岡山市で、第7回全国シンポジウム
が開か机、全国から300名近い参加者が会場

の岡山ロイヤルホテルに集まりました。

開会行事|ま、清水澄予共同代表と開催地口 '

時賓達枝さんぬ挨拶と、来賓の内閣府男女共

同参画局憧藤和寿総務課長と同山県石井正弘

知事からご膿拶を頼きま勘L坂 東真理予同
長は自用⑪ためご欠席とな

.り

ました

続く全体パネルディスカッションは、昨年

の9011以降、いつそう拡大したグローバ
リぜ―ションの負の側面とともに先行き⑮見

えない武力行使⑪もとも貧国と環爛敵壊が激

しくなっている硼暖兄融 まえ、町磐避櫛Sつく

0痰      LL沢
洋子さん、横浜市女性協会繭理事長 0団連子

ども特総首脳個人代表⑪有馬真喜子さん、弁

護士で参議院議員田大脇雅子さんをパネリス

トに迎えt永井よし子事務局長がコーディネ
ニターをつとめました。限いれた躙 の中で

問題点を絞つたご撮起を頂きt申身の凝縮し
た90分でした。資料集をさ編 の方は事務
局までご連絡くださし、

全体会終了後、参加者にた隅 に7つ⑮分

科会に分かれ、「平和・グローバリゼーショ

ン』『女性と子どもへω暴力J     でジ

第艤3号
鰤     繭 8¨ 8月号 艶肥年 8月 1日発行

第 7回全 国 シ ン ポ ジ ウム 開 催  轟 叙 時 ●紋 蹄 領 降 ●創 降 ●軸 ●領 Ю ◆領 Ю ttX時

圏曲康翻怠伊齢タ

チ」θゴだ膚けで電鑢 動聰必獣界に振動き警

ごンダニに公正な社会づくり』『:出●システ

ムと劇幽 F政治費鰤 をも隧 まる権めによ

旺αPと女性⑩エンポF.ァメント』『[鄭華時:

遇とワークシェアリング』をテーヤに、翌午

前にかに 艘話し合いに入りました。
;

即 日D夕方から闘かれた交流会ち多くの
参加を得で、賑やかに開かれましれ

2ヽ1日 には導颯8朦等H卜開山台のう計藩平髪≧ノく…T卜 2

に趙 てヽ開かれた全体会では、三隅佳子共同

代表の司会のもとで7つの分科会から熱心な

話し合いぶ窺われるいきいきした報告が開陳

されました.              ´
も

最後に松本惟子さん⑮朗読による:『宣言』
｀
か参加者⑪抽手により承認され、橋本ヒロ子

共同代表□閉会の言葉によつて、1年間鰯
て勒 bてきた岡山シンポジウムが鶉 丁
いたしました.来年開催予定他の抑縄から|ま
力強い決意⑪発目がありました。
i  (ま とめ 永井よし子)

…
1-



宣 言

第:7固全国ィンプジウ:キを終えるにあ準り、私たちよま宣言いなします。    'メ 11「 み三
論転が終わ611世界添赫壺構造から脱却ibt_世界平鞭鵡≧向けて参み出すことを1。試たち

・

lま、心から期待してねりました。私たちも女性軸 をエンパヮTすることで、平和と女性
個人権の確立に努力をRねてまいりました。しかし、経済⑮ダ着―パリゼーションが、貧 ・

国と富岬片寄慟tin灘審署駆婦研極を悔 し、仕申館 が窯に大性葬呻イプリテイに集中し

て及んでいます。億⑮申で、私たちはЪ連れか皓⑩社会構築にはジェンダー④視点が不可

欠であることを指摘し、国際的・国内的連帯を進め、また、日本政府へ⑮働きかけを行もて

まいりましたきti l  .     :             :

ネルディスカッシ普ンを行いました。すべての人々の人権⑩確糞と人間とんでの尊厳を保

障すろためぬ道と仕組み‐を採りました。そして、あ
tし
ためて、L力 1に拠って1よ平和の実現

|まないEと 、‐平和構hや機争鶉決にジ土ンダーの視点が必要で―錨i5ことな催信いたしまし
た。,そ⑪観庶かい、岬本政府力観 国会に提案中の有事3法葉は11亀 事とも平和実剤⑮手立

てから違いものと言ねぎるを得ません。暴力の装置でわる建地と筆障を国内に持ち続け、

性差別⑮構造を基盤とする武力によう安全保障の考え方iよ1人権の保障と
'は

相対立するも

口です。           1
日本国憲法はこ『全世界⑩国民か、ひとしく恐怖とぶ置から免れt平和⑮うちに生存する

0コ覺尋  t‐l轟=曇墨 量3省首薫i[増ア轟重造塩誉   薫 遭曇盲基i冒詈察
国際的に名誉あ乙1行動だと私たちは権信します。     |
、私たちは、回:鎌呵鋤敵l弔戦等唯鐸れを涯塵韓難し、平靡拶恒黄逢潮訓璽唾応輔襲め櫛ことを強く求め、

靱時に、世界⑩貧国と抑圧を督,くす年中叫けに軍学的:輸関与を要望いなし事す。

平和なぐして女性⑪人権⑮確立も格謙僻消田道Pもあ蜘:ません。私た場抱らも、安全と平

和甲実現に努めることなことに宣言いたします。

・       2.0。 □ 2辱L7月 21日               、

嘲麟尋[肌C第 7回全国シンポジウム参加者―同
-2二  :                        ・
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◆舎彎◆◆◆守◆◆◇◆0●◆●◆●◆◆●◆◆(躍葬塾壽曽)

「女性がつくる安全と平和J
タミネリスト:北沢洋子さん・有馬真喜子さん 0大脇雅子さん  (発調
コーディネーター :永井よし子

匡匪卜冷戦終了後、グローパリゼーションに

よつて経済醸 ・貧優卜環境破壊が世界規模

で広がうた。民族や宗教の対立、民族臼車に
関わる紛争も激しぃ.従来罐 画画吟長を前提
にしてきた安全保障の考え方はすでに限界に
きている。女性の人権の確立に対する反動も
目立ち、特に昨年のテロ以降、我力行使がま

嘲嚢詈黒轟墨曇言遭詈轟与融ヽ『
ジエンダ~

』ヒ沢さんには、世界経済の面からグローバ

リゼーションのもたらしたものについて、有

馬さんには子どもと女性の観点から平れをみ
じて頂くL憲法調査会委員でもある本脇さん
には、平和憲法を守る観点から平和的生存権

に踏み込んだ発言をお願いしたい。

医国卜今、女性%に ,大企業申心のマーケ
ットというグローバリゼーションが立ちはだ

かつている。 6億人のGMよ リビル・ゲィ
ツー人のGNP ttt大きい。世界ランキング100

位のうち企業が52を占め、あとの48が国
家で、1企葉が国家のOMを 超えている。
貧困であることであらゆるアクセスが隠た

C∴ 嘲 聰 轟 驚 竃
j[醐
島

ぎず、あとの97.5%は投機マネーだ。ギャン

プル経済のあおりを女性と子どもが受ける構

造に対して、多国籍企業の動きを制限する権

体系が必要だ。そして、利潤追求型の経済を

連帯型の経済に変'えでいかねばならない。女
性銀行、フェア・ トレニド、地域通貨などが

考えられる。テロは職浄ではなく抱罪だ。第

二者機関で裁くべきも
‐のだ。 '

首脳の個人代表で国連子ども特総に

幽席したが、小泉さんの個人的知り合いと言

うことではなV｀。今回④手ども特総の最大の

隋 きは 1ぺ‐ジに》

輔 は、400人の子どもがれ したこと、
子どもが総会でスピーチしたこと、そして目
本にとうて特記すべきは子ども権fl」条約の二
つの選択議定書に署名したことだ。今後は国
内浩と口轍 に注目したしゝ

論議の主な対立点は『性の自己決定権をど
こまπ覇日める滑判「宗教文イ脇の多様性と人権
の普遍性』などでЪこれまでリプロや住的権
利についてプレーキをかけできた固者にアメ

リカが力回わって声が大きくなったのは重大な
変イLだ。9011以縫、世界は大きく変わった
という印象を強く受:すた。その中でも内閣府
が蛛 的にアフガンの女性印支援策を打ち出
したことは、′安全と平和lこジ土ンダーの提点
をいれるという大きな意味をもつているも

圧ロト今国会ほ拳いが焦げる思いで過ごし
たことはない。国会議員自身が違鮭行為に対
する認識を奪いている。国民の保護ぬ観点の

ない有事法案の審議を通嘩て、改憲|の声も同
まつている.石原都知事⑮ 鴨半数で憲法を
変えてしまえJという暴言、福岡官房長官の
『非核三原nl艤見算しもぁりうるJとい、う国
会決議軽視、「国会をフェミニズムが駿属し
ているJという西尾発言もあった。最悪の状
況だL凍結意見の高まら住基法も政府は強行 _

の構えだし、『従軍慰安婦』へ⑩立法解投法も
趣旨譲:明だけで審議の見温しに立たない.
このような中、祗は [平和的生存権保障基
本法』構想を提案している。恐怖と欠乏飾ら
免れるところに基本的人権はある。そして:
平和なくして人権の確立はない。テロは国際

FIJ事裁判所で裁くべきだ。

(ま とめ  永井よし子)
●この後、二人躍補足発言と意見の変換がありました.

この全体パネルの記録は、いずれまとめる予定です。
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第7固金ロシンポジウムはアメリカでのテロ

に対する     と1鰤めグ暮―メリゼヒ
ションによる貧嗣寺畿業、人々⑪不安とナショ

ナリズム的煩陶ぬ強まる.申で設定された。全体
ノヾネ馳  『鰤 まつくる安全般平薇Jというテ
ーマはたいへん時宜に叶つたちQでわった。

第i鉛科会はこ机しの提起を受けて、、さらに
グ印■パタ苛ヒど日常ぬ壁満とめ術なが蜘ゃ、
人職鍮藍安心して軸 の申に監きてし亀くために耐
をす真き懸ヽ女性と市民社会⑩役割を模索した。
まず」:清氷な手譲嘔Ъf規涯め纏済④夕歯ニバ

リピマジョシ瀞畢i・ i人類艶上体験ヒたこと口ない

市場療理主義嘔範ま蜘と:置大な蒙国藉金業|こ
ょ葛贔融灌膵葬費:嘉画絋曹的な支配によもて1
富(M腱木櫓鬱帽卜詢論 面罵とちわけコ笏担と

等れは翻`口襴ル鬱鍛iこに鰊重しそぃ
る逼とし

:そ
の収奪ぬ対象は:す表そ高生きとし

生けるも⑩の論⑩爛である丞:｀鵠 1種子に二
び、いるIゴう・性界で4口 O⑤万人が感染してい ″

蒻』ξ霜隋鋏鯰蛉厄慇智凸i

かぬジステムが置置されモいるこ塵::文明呻科
学の進歩は、人間の幸省峨ためでなく

1企
業のオJ

鷲R「範|はM癬駆尋話三
ることを謳 した。       ~
羽躙 さん|ま、このようなグローバノ閻

ン ●◇●◇舎中◆●●●

～人間の安全保障とジ主ンダ‐腎

報鰈 瀞蠅野

はゝ 綸核後のアメ|リカギ軍事警察情報⑩グ甲ァ|

ρゞ颯閻鑽舅菫雷瑾鼈■‐

./M 躙鎖轟襦|⑮暮写闘罪レポご卜に初めて登場膨た。桂は『麒
怖かい中国由J占 F賦乏がらの自由Jである」

′

めていきたいと撮過したL｀

続いて、自f蒻撰璃R10顧和魯ら、跡 1鋼経|
は言葉のみで自i=よる地方自治権の経視をどの

・

よラi導轍臓せ自治を確率撃 局か亀鏃 鼈
みと報告が相次感ヽだξ暑らした申讐ネ夫Lんゃ
カンプジアの予ギや

｀
峯1教育真援活動ゃ書備±

イヒ脅通して才:ジデⅢギども,たちに未置贈り同ホ
i

印子どもの平剛毅背に限暢細Ⅲでいる活動漸ま輛

告された。事た、喰in薯経く:さなぃとテ回はなく密ら督bトルお申でき毒喜とで世界平和に貢 :
笙鷺鐘≧凩顆祠埒雉趙諄‐
日眩鶉写馨摯  吻獣o貫鍮魏、地囀韮轟興炒辱軒ξいう萌権轟潟疱
と書張警尋暑晏と抑Sできら腎

||

1:

会へ⑩提案が決まった。同時にこの分科会めテ

Tマを各地の勉強合に広げていくことになった。

ギ
一
コ
一
シ』
‥；ゼ一リ電ノ一

，
ロ一グつ

-4-



眩咆卜辣0人権 ●ふ心◆轟◆◆女性と子 ,どもへの暴力轟◆◆◆◆◆轟

～DVの現状と追れから～

狭い部屋が約 40人口参加者でぎゅうぎゅ
う詰めになり、参加者にはご迷惑をおかけし

た。

第 1日 は、若井せつ子 (岡山市議)さん司

会で1報告者は調査や民間シエルター開設、
DV対策充実的条Vll策定の実践報告で、3地
域から7人と人数はもとより内容的にも充実

黎纂砧言選曇黒看私のまぇが、ンローパル
な新しい動きとして、W躙  (世界脚 関)

の F⊃ vと女性の健康国際記費』の一環であ

る、横浜市をフィールドに行われた日本調査

結果 (昨年 11月 マス甲ミ発表)を報告したな 」
この調査はWH③ の調査企画と基本調査票に、
基づき、筆者もメンバーである有志の研究者

6名によつて日本では企画実施された。訪間

面接調査 (無作為抽出)という、日本のDV
調査では初の方法で、数々の困難を発越えて

実施された。日頃、暴力を受けた女性に接し

ている人なし経験的に感じているこ.と であ

るが、DVが女性の健康や代事、その子ども|

たちにいかに深刻な影響を与えているかと

に通 Fと
が

言

証的
|こ

提
雫
さ
彎
た調査研究で

次に綱崎順子 (北京 測肥 久留米〕さんか

ら、久留米市の男女 1●脚 人余⑮任意協力に

よるDVめ実想調査が報告された.約 7割が
被告罐副験があり、NGO浦ミ実施した鋼旺配とし
てiま、初の男性に対する加書体験もきいてい

るが、これも7割強が経験ありとなつている。

またシ平ルタァを発展させたメンパー2人

から、半年経過のフレッシ三な報告の中では、

報告者 ゆのまえ知子

目立支援のため県営住宅の特別枠を設けさ

せたことが注目された。調査やシェルター活

動
・
が地域慇発やメンパーのエンパワメン ト

につなかつていること急Mbさせるゝ参力回者
も元気のもらえるもきいきした報告であっ

た。

岡山の貝原巳代:子 (DVサポー ト防止シス
テムをつなぐ会事務同長).さ んからは、 F日

本女性会議 :97岡山Jの暴力の分科会設定か

ら始まつた活動から、シェルター研修や、電

話相談実施、自治体への働きかけなど、女性

議員との連携とともに、市民グループの役割

が強調されたG曽国佳代子さん (岡山市男女
共向参画課長)ヵ塾らは、同市の男女共同参画

条例が市民グループとの協働作挙で策定さ

れたことと、その内容が紹介されたが、地に

倒のぼいDV対策liO充実した内容が改めて
参カロ者に認識された:岡山県讐かちは、

‐DV
統計の紹介があつた。

貿疑討論は久留米の報告に関する輿体的

質問や、現行DV防止法で囲もていること、
自立支援⑪施策などをはじめ、子ども買春・

ポルノ防止法見直し争の働きかけ、子どもの

種々の問題一―低年齢出産や性錆 につい

ても活発な意見交換があつた。..

2日 回は、前日⑪請し合いを受lす、ロピイ

ングに向けて、まとめの議論を行つた。市町

村の役割の明記などのコV防止法見直しに
:

向けでの具体的提案力鍵斃数と、自治体のDV
施策的語価システムづくりや、子どももふく

め、暴力とり
・
プログクティプ・.ヘルス/ライ

ツと関連づける視点の重要さ・も指摘された。
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‐繭撃  1患   づく]レ夢試耀鞠中に向けて‐‐

今年8月 飾日から9月 4口までも南アフリカ

のコメくネスプルプでW催されるすミ:ツ トは、

1帥2年にリオで行われた地球サミットから10

年。採択された『テジ手ンダ21』 彎実施状況や|

そ婢後新たに生膨亀課間につblでt各国首脳等

ボ議論b堪 野隕 膊わける持続爾能な開発につ

ぃその国際的枠組凛を提示する、重要な会議で

おる。このサミッ,卜を身近な闘円として考えt

ヨL京脚⑮からの提言づく柳なヽすることが、この

分科会⑩目的であるょ ヽ
第1自 白に基調報告『ヨノ¶攀ネツリレジ亀サミッ

トに向けて嘔纏緯疵準備プロセス』。女性早〒カ

黒⑩涵動とジ±1シダ■甲幌真を持朧可能な開発
|

に反囃させることのR壊牲聾数に国ぬ報告「国

本峨役割曽京都議症書から甲r、ネ曇プルプ・サ

亀ットヘ』き地麟温暖⑮防墓という饉鵬泄濃共通

の目的ぬもとに採択碁れ亀議定書与ついて。地:

域鰤報告は1『岡山ユネ累甲協会の融り組鰊Jと
『用画県⑪皐範鰊策iな∞球鱚暖化防    に
もし`て嵩また、プロデ⑩発言として

:脚馳 と行

政⑮が■トナーシップ止町喀割』誰饉典婦    』
があ駒¬冬れな向齢者を中心とは亀
の地域づくりや臼立

‐
したまらぼくりの崇餃鵬表

力輪 つた。    1         .
そのはま
'Lで
甲露時

=、

プ暉分油聖れて宿国とし

て私たちにできる尋とについての話iし合いを行

い、人権|ヽ 1環境つ自
‐
並⑩観点鋤lら―AT人がア

ニスキこパ∵として 展機の決意嚢朋』を考えて

くることになつた□  ■   「:
L日巨螂硼画に起     曝開発とジエア
タ■膳会重懇社会づくりのた繭山中後、行動

宣書づくりを際向と同じ露貯 プで行つ龍◎柱

はT雌 ェ赫y鑑諏ざ興戴l鯖   事自立・
悧瞑みご経済鼻覇饗

・である。各ず餅 プの発表

要旨はIグル■プロ囁境問題を『自」朧剥動 の

みで槙 、男女共同参Mや人権といった F人間

り◇幹

報告者 _三鵬 佳子

興艶¬     を囮 とすろ町耀範舗環
境』まで結 め広くとらえ屹 饒仕事と視 :

画立や女性の社金選出は環境鰤題と澤く関ねる。

③『環境と人権』は切り離せなくジェンダーに
:

公正を社会づくりができ。なければ環纂問題も解′:

決しなbЪ ④暉イギッタ運動や給食⑩曲飯⑮撻

駆野ヒ農浮m、 鋼膿響藤醐臓醤網藝群曲匈酪辱乳瑕
くり鉤 の鱚 Ъ自幅躊 判 盪翻な 意 ::

雛ぷ嘉鵞轟 :Q
軸翻判唸及     こ童璽。

・
甕隧財蠅 |

状況を生み出b亀鋤ll   厘省を込めて、著
し蟄邸静硼環鐵融膚   に取り    の 1

実施げ④蠅域|よ家庭:と学校鰤ヽ連続してジユンダ :

―峨観点に車つり
ニダLを育成する。③環境セi:

ミナ飢 猾 環境l肺 る   輸 う自
⑥新エネルギTを畢り入れる社   の修発。
OM曖可L、 経済活動など地球環境    る状 |‐

況であることに氣つき、循曝型社会を目:聰  電
皿露貯 麺 <理念コ劇膨亦賦1凱間が生きで `″
いく上で基本的問閥¬世界的問題である①②く

環境問題ぺ申取り組み>■ )1身近な生満の中か

ら考え、地域から    と意識赫 展させ

厖判鞣ポ訛は八:LO
針撓定鰤場に歳はか参回する雪5)環境を守尋
法律む卸靭:割鮫型監視モ尋タマ語価し、政策烏

企業⑮量産活動に国映きせるシステム蝙

6)環塩に財する市民鱚動を大きな力とす轟た‐

ぬネットワ‐ク化する。国内、アちなアリ也鹿襲ξ世

界をつなR        ‐
各安、餅 プの制議は金量参面で大変熱f鴎であ?
た。アンケT卜:口感想でも,:   準っッてヽ
真れに取り.Mば ていこうという姿勢や、環
境とジェンデーについて考えら必要性を強調す

るも鍛力,Wられ亀

…6-



趾鶉ドロ言・ ◆◆・ 社会シ
ステムと女性～家族か脳個人単位は～◆●●ふ

報告者 齊藤誡‐

第 1曰 日は、テ‐マに直接かかわる 珊躍導芦

ステムと女性ョとして、男女共同参画会議から

出された『ライアスタイ那≪瑾渕員と税N・ 社会

保朦鮨朧貯雇用システム』.に関する中間報告の
ク

最罐嘲耀諮覇瑯すで、女性めライフスタイルに影

響を及ぽ詢配儡者抽除?特副』控隋画税制、
′
年韮

口第3号機孵線晴切牡会保障制度、1ぞ bて雇用
システムなどにもいて、%か ら報告かなさ
｀
れて討議を行もれ 50名伽 罐劫嗜 によもて、
とぎれのない活発な議論が交おされれ

鰺諄炸灘ギ1櫻写 琴艦
入lまそれほど大きな艶 もたらすも⑪鶴 ない

のに、そのような情報について大きれ認識不足

があると指摘薩れた。しか      度は、
夫の収入に影響するも⑪で、夫の収入減と夫の

会社に妻力轟働くことを通知するという点で、妻

が自分自身だけで決められない闘題となつてい

る。また3号被保麒着制度:も、そ⑪女性を雇う
。4塞細lことつて保険料峨半額を負担し朧劇け融

らなくなるこ止力Lら、これも企業にとって問題

なので、働く女性自飩 められ趣ぃは i亀

これらのことから、女性が    産によリー
旦退職した後、働き始める際に、P‐卜労働し
かも自ら賃金を100万円以下に抑えようとす

汀ざ甦尋i囮仄綺理  黛鋏
で認識された。そこで、地の中間報告%を
支持し、最終報告にお懸tても同様⑩結論をにり

込わよう要請するということで合意bた。

第2日 目は、女性差別撤廃条約の選択議定書

ついでの間厠鑓起鮮鼎回膳 民よ叩行

われた。これまで憔鐸曲喩判断を行う固本の最

高裁判所ガ、いかはる人権条約の基準も考慮し

てこな瀞つたことのな諏ヽ雪t条約め内容を国内
襲 するには、こぬ選択議定書の― 畳個

人遍部制度藤有効齢役割を果た現
‐
関連してt

イギリスがヨーロッパ人権条約に基則
・ヽ
て設置

された人権裁判所への直接印提語を定めた条項

-7-

の躙 、ほ訴浦剰 し、その結果、イギリス

曜喘幽難ポリ謝国に影鰤●されたことなど端 された。

更に、日率が恭織准⑪人権条鉤は、各

の選鋼議定書のみとなってぉりtこの個人通報
閥朧書を自:和期敵に批朧させ葛には、こ⑪遍驀側に

墓碩いて腹臓勧音が出ても、国の政策決定には
なにも淮的拘束力はないこ性を強調していく以
外にはないなど疇 もなされた嘔

モ田他 今ゝ年の。7月に日本政府の第き圃報告
書が提出され 漸ゝ め6月には、口菫剛Ⅳに籍 :

いセロ本⑮     審議されるの寺:これ
についでも取り鱚 を強めなければならないこ

と、2005年にはフィンランドで第5国の世
界女性会議が開催さ1れる可能性もあるが、

:⑩ 自

年に審議される条約峨実施状況についで民間団

体め酔蜘卿「(目        が報告書作り
を開始していることが報告された。

また、地方自治体に精いて制定されている男

女共同参画条例についで、たとえば福岡県⑮福

闘町畷 例では、
・
菱鶴贔報電町と   などめ

契約を積 して業者登録をす感犠鑑劃瞳こ崖層嵯斃
・

向参画撻憔状況を屈蒔簸ければならない産
‐
具体 :

的に規定した創や、はくい町のように、まちづ

く靭の共同′準 トナことして女性めエンパワー

メントを目指す事非や脩極的改善措置などの市
鰤電行う載づ組みに対する積枷的な

支援を決めた例などが報告され九。しかし反面:

山口県宇部市のように、突然条例案が議会に上 =

程され、基本理念のリプロダクティブ軸 スラ

イツめ瓢 』菫尊曖睾國×を繭 る通となく現実

に家庭を支えている主婦を男女が重いに協ヵし
゛

支援するよう配慮に努めるという条類蜘S入って |

採択された報告があつた.・市が市議の圧力を受
lすだ市長の意向で市民畷意見を聞ヵザ |こ条例を

制定したためにここのょう鑑 果になつたとい

う。機 戯 条例懇財空に作るのでなく、
(公
聴

舎ぬ開催や:審議議員に市民代表もいれてt市
民⑪意見を十分に散頓入れて作ってし

‐
くことが

馘    あると確認された.



もmにするために

T女性が政治を考える名

●●◆◆

1 ‐ it i聯 石

したことが確剰できた恵三毎日は現同山市議、
下市この準きわにょるものでti目 立した女性市

民の政治行動ポ i『館 をオ近な:ものにする」こ
と|こ寄与‖bで1‐彙ると`とが報告された。最磯輔報
費は遅華制度甲基平性を問:うち面で:二看回興仁
子が・ジェiンダ■|口観点から現嗣度を批判的に検
証じこ男女が平等握曇治参画すら条場を整ぇる
ための封度改革峨必圏性に言及したふ「

薔冬軋mlli  4轟I
や口VI巫綺童|こiおける女性議員の役割やt男性
と異なる体験をもう安邁⑩幌点を政治に導入す
ること口重要さぶ確認された。現職⑮地方議員
から七暴体的な政策実現の紹介がおったし

選挙運動を当1理ナるための単なるテクニッ
ク⑮次元で1ともえるだけでなく、政策論争ぬ場
として幡性軋するl≧‐との重腰)さ1も指摘された。
・女性□陵胎参画鷹ちはや数避け避く、質も問わ
れているか贖:であ輸。これ|こ閲速して参加者か
らは合開討識会や候補者へ⑩会開質問状とぃっ
た各地申さ餞ぎまな醜|り組みぶ紹介された:さ
らに政治の回向上には当理機的サポ守卜伸れも
不可欠な、こと動竃指摘された。億申言方でとくに |

MS冒  麒[魯【蠍趙3-
ることも確認されたむ1    1._
参加者 31国.名中く誰   2端 、現職7名、 1

立候補予定者5襲t議員を支援はずbれる力ヽ itし

ようと膿でセ》るJ性117条 ct2時闘余柳続瀑ヽた
た意見変換はЪ‐政治甲魏場を動知す轟松申艦子
さんの同会達術でt.i提趣さ拠た問題点が靱 こ

肇理事
:れて、l①嘘治的枠組幕をジェングトとA

権め視点で検謳色‐_顧構築することt⑩学校教育
へ峨政治教育の導入、なはじめとする女性⑩政
治参面推進めためぬDつの戦略提書にま

―
騨 鍮

げる、ことができた。メ:         ]

-8-



経済のグローバ川 Lの申で、それを押し進

める原動力となっ
'た
情報革命ゝそのコ屯r峨罐

展した情報社会でЪ私たち雛 はどのように

エンパワーできる⑩か:二つのサプテーマを
設け、2日 間におたつて議論をし、ジェンダ
この視点で現在の情報社会ぬ問題点と課題を

見つけ将来へ鍛展望を探つてみる。情報⑮分

科会ではこのよ‐うな趣旨でテーマを設定。参

カロ者 20名。

〇と言ll∫
]是糠」厚舞f贅じη露[航烙』越醤

国参画鑢 会委員で、こ.の分科会担当⑪杉山

慧子さんが問題提起。IT革命は現実から遊離 ´

した印象を持つが、実社会で “デアイケイサ

イトツ等々が問題となっている。また、書き

込み (女惟磋黎川)等で問題が起きている。こ
の問題提起を受けて、国山市の人権同和啓発

課課長補性の珂卸|1雅史さんから、市の電子掲

示板に、イシターネットの画為性を恙用した

有害情報の書き込みがあり、これ_をきつかけ
|

に、これらを禁止する条例を制定して対応し

たとのことや、被害にあつたらそのホームペ

ージや掲示板の管理者及びプロパイダ等に対

して対応を要請することもできるという助言

○

を

曇置「 L言者性々本行治さんからは、同山
で IT関連事業に携わつてきた僣ら、勤画

を開き起業したい女性たち⑮育成支援を行な

つている等の話があり、ITの普及はれ を選

ぱず、ビジネスチャンスを広げたが、ハッキ

ング、ウイルス感染、プライパシーの侵害等

の問題が生じてきている。その他会場全体で、

メディアリテラシーの間ユ 人間として⑮モ

ラルや子どもの教育t女性グループ闇のネッ
トワーク構築についてなどが議論された。

第 2日 日は「ICTと女性のエンパワー戦略
二ETで女性をエンパワニするために一』と
いうサプテーマで、エル・パーク仙台職員の

報告者 稲元周子

稲元が同女性センタ守で行なったШ誦習1乙っ

いての報告を基に問題提起を行なつた@“就

職につなげる一助と孝ること同。指し、表計算

3つ級峨資格取得峨ため峨講習 0試験の実施"

で、・参加人数は■寧名。全員資格取得口」

助言者の:剛掴 セラフィック代表で総合プ
ロデ五.Tサァロ稲岡賑実さんは、二重県で、
「あそぎ・ま竜翼郡・つく石酬をコンセRプ ト

｀
と_

して、自由な鑢 を、お互いのつなが:凱で真

援することで、夢が実現し、前進できるまち
づくリネットワァク支援を行なつている。例 :

えば、地域と家族と肇々なで「絆』をテーT・
とするまちづくりECF講座走行ないもその中
で出張講座は、地域と学校と瑯Юと行政呻協

働疇業であつたこその活動を乖に。撃CFで女性
をエンパワーメンセする方策を提案してぃ

・る9
助言者Q十文字瑯珈女子本学教授 ・挿本購

んが担域で行つて。時ヽることなどつ
も
鷲P役割を

担う。女性センタ〒には、ノ こヽド画・人材画

での充実が必要である。人械面では、細理 と連

携していけば可能になり、その際に硼噸lに適

切な対価を支払う必要がある。稲岡さんの,グ

ル∵プでやつているような地域と大学とNP0
の連携も必要である。

次④ような縦 に縮 した。C匡∬ にアク

セスできない高齢者・子育て申の女性 ,専業

主婦が高就職するときめために、女性ヤンタ

ーヘの環境整備ぬ必要性を行政に要求してい

くこ走。⑪児違野ボルノを捺止する法律ができ、

情報を規封する法律が提案されているが、法

律だけでなく市風が申品となつて自分達で規

則をつくり、準者に要求し受け入れない蝙

は使わない意思表示巻衛なう。③男性と違う

形でのFの活用⑪仕方を考える。

…9=
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ド漁|ジを■くちと書ヽ豪も魏iい競卜橘 ‐罐
る『ル‐トタィム        讐隻現する
議員連盟Jで今後胸鰤↑ヒを最高ぷ軸組みを行ぅ
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猾胚財鰺量 。・
ゅもふ●各戦直感が 5ノ ガヾタガタン昌1身静ゞ響懸

"攀
oむ◆

出席者 刺ヽ柴興子 0清ホ澄子 0み屋婚子 0傍聴発言者 .  _:
司会 橋本ヒロ子        (7月 21固 岡山ロイヤルホテルにて)

匿熙蒙JttJAC F・Iま、61臥 腿号と脂 ンス

リァ』で続lナてパツクラッシュについて取り上

げてきた。今日は全国シンポジウムで同山に集

まったのを機会に座談会申形で条例制定におけ

るパックラッシユについて語り合b・Lたしゝ

まず、山口県宇都市に比べて内容的にはやや

救いのある大阪府の条例制定過程の動きについ

瑶賽念臨拠と書の女麟の
公納の日玉が男女   緋 ることだつた。
基本脚 咽 来た 1年後の知帥 年 7月 に大阪府

男女鵠働社会づくり審議会に条例べ りについ

て諮聞したが、その時知事は、駄 阪らしくても

いいものを拙速でなく作ろう」と挨拶した。

鋼01年 7月 の議 申間報告は比較的いいも

ので、私たちはホシとして、そのためパプリッ

クコメントも34人・団体からに止まつていた。
ところが、2001年 9月ぬ    でも高槻
市選出の自民党議員が『条例でlム 家族の路を

どう扱うの力可『条例が今必要ない力可などと代

表質問などで発言。事想は大きく推移してしま

った。つまり、その質問で、担当課がご腰を目l

いてしまつたD槻
12月 25日 の管理諄覇謝幽書申を見てt私た

ちは目を疑らた。中間答申と最終答申との健

がひどすぎたからだし審議会答中の素簾はも事

務局である担彗

"が
起案している。翌2月議会

で御 を成立させ、知事公約を果たそうとする

ために、答申の内容を後退させ、審議会もそれ

を事実上ず承したことは明らかで満 た。審議

会答申が、議会保守派の意向を受けた行政によ

らせ、大きく後退させられたということである。

最終答中の翌日め 12月 邸 日には、早くら、

条例第骨子 蜘 告)が発表された。そして、

私たちは、条例案骨晏が、ひどくなつた場

申よりさらに後退bていることを確認すること

になつた。

年明|ナめ 1月 E5自までが条例案骨子職対す

るパ利 ックコメントめ時期だつた.このとき

は、さすがに私たちも『エエモンづくなう男女

平等条例・大阪府局の発』避いう超党師の会を

つくわて対応しくパプタテル色メントも9⑩ 0

以上提出したが、条例最終案は、‐行も変わる

ことはな力ヽつた。そればかりかt条例最終業のi

前文には『男女の違しヽむ認め合しЧ という
｀
骨子

にも入つてい勧 Lつた文言葡鋤回わつた。つまり、

この特性論に立つた文言はゝパプリック戸メン

トにかけられ過こたなぐ撤 されたということ

になる.i時 ノ囃 ではない力Jを聞障と、
暖悲輌P切リ ックロメ毅 卜以外にも、いろい

ろな鰤 ら届くのⅧ 北罐 えが返つてきた。

財政再建など画課囲珀目自押しの申t条例に

つ砕
・
でヽの議会内の関θゴは低く、知事会価を実現

させることを第ず園   
ず`
た担当認が、通り

やすいようにと自民党の思惑を先取り嗅 内容

を後退させたのだと思ラ。よくあることである

が、通ることを前提とした条側に闘する与党側

男性議画の質間は繁嘲感を欠いたものであり、

与党側剣麟謝乳|まmを 説絡しきれず、馬党
側女性議員ぬ質問も答弁でかわされた。第二者

:

機関④苦情処理囲条項も最終答申の段階で鞘え

ている。この3月■0国に1府鶉 ば関する

普情処理機関が発足するようだが、それならば、

なぜ 条ゝ例に書けな力つたのが、理解に苦し1帆

反省点としては、9月議会での自民党発言が

あまりに荒唐無稽な内容だつた口で、対応する

のも鳳鹿らしく思い、甘くみて、結果とビて答

申を融 させてしまつたことがあるこ暴翡尉成ど
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うなつ縫力わ力L嘔ないが1昨年 9月時点で、議
員やなは[藝星とimttfじでも1対応して鶉くべき
であつた。年ぶ明けで女性市民瀞澤動き始めてか

し、審議会委員有志喝動き始動ぼ:審議会有志ぬ

名前で条例案[こ隕 覇鍮議文書出すという前

代跡珈駒明醸動をbたもそ□ために:申心的に動
.いた審議会委員が、先月催轟贈醐L差し替えに
なるな「どの圧力が力噛コつてい轟Q

私たちとしては、今後のこともあるので、F大

阪府蓼側の作幅れ方プロジエク・卜Jという研究

会を発展させ縫恩滸 こ基づいで事実を横証しt

意思決定過程の不透銹性を追及bていきたし、

口 .:でけヵ:宇都市⑮ことを話卜でい鍵だこぅ志

山口県⑪期 は全国「8番目に制定さ

できるが、宇部繭Q条側が『睦纏繭聞』に絶賛

⑧禦蓄『仄蛛  ぬ熙譲
ら畿例剰害を横討するこキとなりヽ 同年10月
lこ1騒釦珈M、 ,駆集塾月末に唇申した。‐3月
議会で制定⑩周標だった。南民の動きを作れな
いまま審議会の進術を見守ってぃ権が、審議会
案に|ついてもィドプリックコノントをまぬ衝こセ
|ませず、11月中1霧‐月にインタ†ネット上峨会

募のみだつ鰤 、行政は:『島,い .ゆ働条期を参考に
bて最も、よい案にす範 と言っていたま市長は、
腿年7月の男女共同参画宣言都市サミットのお
九産にしたつ摯ったようれ ,bカミ嗅 この1月の
答申に続く浩案の生程に F新しい歴史教科書を
つくi3会』:舎員卿自    1島ス:トップがか
力為つ鶴 : :      :`1.「 |  )
そ枠に対しで危機感‐鶴事が

1り
1・甲興議会で条

例制定はできた鋼ではないかと豊撻覇興が質問
すると、押月岬 峰キ欅する.とll,答え齢

た。5月には4雫名な種庁厖名蛛 出したが、
いもぼう:[良識ある男女美国参囲条例を求める
守刊肇司雉汁唾義1と l■尋曰跡等霙夢議隷劉団嘲
盛眸下呻骨今から博,1尚議会案申行政のし発誌

酵 章
|こ鯖 る

'散
廟蜀朧轟鰊詰せるリプ直はM

喩退廃をもたらすものでt専業主婦も自由な杜
,雷参加で

|あ
るょ1としヽラ条例鍮ゃくること■の経

間が出され、行政は暑れを金面的に受iテ入れる・

軋 を出程叫だ6熱Ⅲだつた女性の担当課長
が3月で退職Lぺ ふゎばる職員がいなくなった

のも響いた

私だちは基本理念に厘動的なものが出りこま

れていることは全く知いず、6、月議会に:上程す

るよ.ラ翼望した慟同じ6月 l、 大澤真理さんに条

VIjのに国性を講演していただいたがち同じ目に

もぅ二らの会は需議会案fliX磨 骰寺点検する会

合を開き、倍以上ぬ聴家を集中た01爆爾謡ン)罵
崩れをう』とぃう麺らせにwを轟ったがゝ結同ご

「
やすい条例を作つた』と言うでいる。そういう

経過警聯華胞覇琴穆榔で調削費され毒ことになるネ:
宇部鵡畿会に   持わた   はぃた
が、正力油踊榊L岬動けなく戦つれ 鋤 ちも
動いたが鳥市民意識   で靱かすほど甲駐
りあ洒3り も作嚇されなかつた。1全国的な動きの

1つであるとい柳認鼎野をもち、諄詩録を早くキャ
ツチして融けば流机を変ネ通尋とができたかも
しれない。対抗できるQは、金国の女性たち岬
ネットワークω力以外にな職亀

颯 謝驚鸞Eぷ骰
福鰤[魃只|≧房霧恣鰹冨]コ響◎
m 臓 魯恣 [墨

茫疱薔琲屏翼曇騨LI∫
蓼釉蜆冬 .

蠣バ顧闘饂鶉諫   :は書いている。今、リプ直攻撃轟i目立つ。_「｀
財 :太阪時で起きているパッンをグも、.宇部

-12-



や千葉と同じ筋のもめ規
・脚覇動酵調
・
:編のrll毬畠る.`ビ牙多ンがぅま

くいつてかなり良嗜列 ではおも走が、制かい

部分硼 退したり、あいまいな表現成 させ

られている。

厘国|:埼玉県で、さいたま市ぬ条例制定委員会

に市   で鬱頌野]|三千子さんがはいるなど
という成り行き力琴記滞tかり蒲剥太況もある。東京

文京区などの制もそうなので|まなliFh力ヽ

図憂l:東京の区部で⑮条剰制宕はまだ少ないが、

女性行動計回の歴史は古く、改定を重ねている」

その過程で、女性施策の何たるかを全く理解し

なャ頭の硬い女性課長が古いタイプ④審議会座

⊆ 赳 涙 糞 閾 襦 %仄 鱚 砒 込
た.少しでもまともなものをと相当強コ|な意見
や申卿 をしたが、後退麟 ぬがれなし＼ ま

た、基本法に基づくと称して女性センターを男

女難 ンターと改称し、男女が共同で参回す

る場所だから生緩学習センターと同膨ようなも

の、と同言したり、男女で回碁をしましょう、

プリッジをしましょうなどとの呼びかけをした

り、女性たちの抗議瞬 をかさなb鳩 これは墓

本法を曲解した恥ずかしいbl」でもこけような解

釈を融れていたのが現実となつた。無理解力憶

図画かはともかく、議会に極端な反動的動きは

ない割りに街せば獅尚?ヒが目立つ。

贋匪‖:パックラッシュは全国的に広がつている。

`α驚三百胞通輩υttT
行政の三者の関係を巧み腱使い圧力をかけてい

く。キ民のネットワ‐クという運動形を相手方

もとるようになつている。

こうした動きを見ると、政治的意図をもつた

バックラッシュであることは明白だし言葉の暴

力も罷り通つている。集団的自衛権口議論⑮時

に、喋団的自衛権は女が強姦されるのを救う

ことだJとか、反対する女性議員に向かつてゝ

鴨前が強姦ぎれても助けでやらなしⅦなどの

暴言は耳を覆いたくなる。また、昇女共同参画

′忌聰 几 纏
y[諏

木

存在自体が公書だ、という意見には膝を叩いて

共成したJと力Ъ闇詫轟熙猷動瑯社会というのを

先取りして東京都で最倒をもくるという。いい

かげんにしてくれと思った」と力ヽ    』も
ひどし、

女性センターの自己規制はどんどん進んでい

るし、公的な場での笏鵬は松井やよりさんぬ講

演金が「新しい歴史教科書なつくる会Jの構憶
で流されたり妨害された明していることに明か

だ。東京都の女性財団つぶしもそうだおこうし

たことは、重本法か聰み紀は違法行為だ。基本

法の%を 進めると同時導こ行動の違法行為を質
していこう。

M:向 感gぽかばかしい論理展開を一笑年付
すだ|すで止まらず、女たち春分断する動きにも

敏感になり、草⑪根の女性たちを味方にづけよ

う。そのた師に、女たちはさらに実力をつけ、

行政担当者1議員、N(M)° ロネットワァクを広
ば、輸fヒすることガ急務である。

下連の反動的な動き崚中で、[良識ある女性
の会』などという名称岬焦われているが、本当
口良識と%を 示醸國解を得てぃこう。

(まとめ  永井よし子》
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八凩2巡璽渕凩闊恣爛錮輻鈴と離の錨 :

|

t:      1    癬嚇アジア黄牲交流,研究フォ写テム 織圏由紀子

椰 年目写雫目■p.月 i響 l印 1南アァリカ
の事ハネスプ屁どで開催さ編る『持続可能な
開発に閲する世界音脳会議 (WttD)J呻準
備はゃいよぃょ無繕局画を越庭、さる5月 27

,口郁 月〒固`にはイン|ドネシアのパリで第4
1国準備会合油雹闘湯れた。lw駈抑_l■ 硼開年の

地球サミシト財 された『ァジ土ンダ21J

の実施を見直し今後め掛 を決めるもので、

み襲必鷺  了翼
柱にしている。

第4回鰈備会合ではtヨハネスプルグ・サ

書ッ時P採択文書でおる「政治宣言』と『実
⑩草業について合意する予定でわっ

た|しかし、『`実施計画Jは約1‐ 4分⑩lが未

J:
・スプルタ|ザゴ讐|:藤嗜籍七選された石ロピー
イングするチギ:シ累はまだね高と言える。
「実施計画』:にmiる交渉の金な対立点は、
資金、
・
貿易ング甲

j■
歩寺靴 Ъ時眼付きの目標

値峨設定、行動訃画の策定、共通だが差異の

趙「疱屎凸零n ‐

:そIT年■1奮》1曇郷条縮動曲≦申ジェンダ

グラフの数趣しては昔計31になる。逸ぬ『実
施計画」

::囀季llなつた.   ―ギ∵』偶月
11日‖踊では安性が13回亀|ジ尋ンダァが量画
しか言及されてけ蠅議かつたこ造を教 ると増
えているが、「アジエング軍1」の第醜章で大
性輌ζ持続可能を開発善鐘鰤する9もの主要グ
ループの一つとされたこと、。
にぉいて聯 Ъ鋼 など堵躙 12の動
冬題領域印融立した領域として特定されもジ
ェング畠の主鰯甜舗町ち出されたことから考

え働と、非常に不十分と言える.

最的に不十分なだけでなく内容において

闘ヽ題が多レゝ _先ず電性別の平等の実現こそ
ぶ持輪可能な開発日鍵でね局との明確慮メ|ッ
セー渤鯰昨、そして女性に関するがラグラ
フとも言われろパラグラフ⑤は筒困機減in赫
テゴリーロもとに姉 きまた1女性と子ども
とセットに時て言量き毎ている場合が6回も
あろ。勧ろん:女性働賓囲鋤苺深刻でみること
や貴囲囮題鱚機にテ尋ング‐□視燿粒臨 る
こと印重回性を否定する.も中ではないが、女

性を測岬犠誡 |ン讚いる尋と力響いと

'峰
る。分酬 嘲にもゝ 貧蜃蜘血:水慨 など画
然資線の管理卜健康Ъ教育などでは多く言量

誰勇聰饉祗轟象鯨∬m.①
題もある。他方、前進も見られ名。1ジェンダ :

~甲
鋼 楓 ギ干ング

L騰敏麒なとぃう言葉
が合計¶回出現していることは健⑪現ねれで
ありЪ率た女性と易性という順序で言及され
ている個所もむぅ彎.ク
すでll北京行動綱傾亀どで合意している

轟  言膊‐も含申で、ジ■ングト導事醐隷階に向けて言を
上げる必要がある。 i   l

回、ジ土ンダーは合計 17回出てくる。パラ
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F安陛国際笏 巳法

2000年 12月、東京で、日本軍艦融隷制を裁

く「鍵 睡動難鎖骰割E組嘲週動か閂訃詢期間がき6そして、
丁度一年後、2901年 12月 にお ンダのハーダ

で最終判決のため「法廷』が再開さな 英文 2遇5

頁にわたる長文の肉 決がおゆた。その日、

四人の裁判官は、出席していた結 女性⑮一人

一人に判決を手渡した。そしてゝ日本車により

残配に打蜘 れ た人生を錠 抜き、勇気をふ

りしぽつて正義を求めた被害女性に心からの賛

り
を贈つた       ・r l

『女性回      は、戦後連合国によう
て組織簿れた極東国際軍事裁判 (庫京裁判)が
価 なかつた同     を裁くために、被
害国の女性たちが申心になつて開いた『幽  :

である。

『判挽」の意義は幅まず、日本軍 曝慰安婦」

lll度は性奴隷刺であるということを、明確にし、

その統証の過程で、国際法の解釈にジェンダー

の視点を導入したことである。。日本国家が、植

民地や占領地の少女や女性たちに対しておこな

つた日本軍性奴隷制は戦争避行のため、国家が

公認し、細織し円 にわた輸制度化された強

姦で脚 、どのような形で運行されたとしても、|

監禁され、自由が奪われた状況は   』その

電置で警島kll理
『
ざ胃痣颯

れ自体が、欧米中心、男性中Jbで、また解別に

際してジェンダーの視点を欠いていたために、

過去の 順 国際軍事裁判』では、日本写性奴

隷制を裁くことが出来なかつた。■力紛争下に

おける女性に対する性暴力の不処割は、現代の

|ロユーゴ、ルワンダから東ティモールにいたる

武力紛争下における集固強姦を防げなかったこ

とにつながるこ日本軍性艘隷制⑮闘題は、きわ

めて今日的な、さらに未来的な問題をきふ、F判

決』は、それは、我々仰社会で、今、日常化し

早稲田大学大学院敵援  申原道子

ている家庭内跡 セクシャ時麟ヽラスメントを

通存させる文化と同じ地平:こ存在していること

を明らかにしてしゝる。畔喘亀はジェンダ‐狐罪

を分析し、断罪してお駿、日常的な暴力、とたた

かうための薩力を愈器になる。

次に『判投」は、法は国家の権力い讚域に存

在しゝ 民衆に対して超越的な支配陛して存在す

るというこれまでの馴識を変えた.そして『法

は市熙社会の道具』であり、『国家が正義者保証

する義謗を黒たさな磨核 、市民社会は介入す

ることができるし、介入すべきである』ことを

明確にしたのである。

今、戦争そωものが、国家の領域、国家⑪支

配をこえ、無原則に暴山的になつてきていると

き、鑢 申し立てとしての市民カミ組織ナ獨民衆

ざろう。

また、瑠轟勤 の責任者とし

て、昭和天皇をNし 、裁いた.暖緻論螺動 で
はアメリカの政治的判断せ天皇及びそれを取り

善く人力との協力で天皇は戦争責任を聞北輔鴨る

ことがなかつた。1辣Lば昭和天皇に有罪の宣
告をしている。選 の蝦鰤予列匿嶼 の壌胸癖論

じられえことは、戦後天皇に関する言論ガタプ

〒視されてきたことを考えると、盪くが趙貯ナ人

きであろう。

長後に、私はマレーシア日被害女性の間き取

り
°
をしてきたが、多く⑮強は強制韮闘動輸 出な

い、字が書けない、は たちの調億は残らない。

しかし、被害女性が声をあげて記憶を語りはじ

めたことが国境をこえて女性たちを怒りで突き

動か b、 そめ怒りで『法延』は始まつた.そし
てゝこの『判決』を支えたものは被害女性たち

の語うた証言であったD破女たちは話ることに

よつて、「記憶の暗殺』に競 したし倣 たちが

語つた記憶で歴史は必ず書き変えられる。
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jtt l～
◎岡山ロイヤルホ訴:ルで開催毎た第〒画自国

｀

シンポジウ占ほ 盛ゝ籠埋縄終了いたしました。
・J脇力くださつた暫檬通ありがとうごぎbヽま

bだ□           の青犠ヽ お世
話になりま賂準。お疲れが早くこれますよう
l砲     _.
◎ご参加の方節〕しヽ寄せら編たアンケー トの大

玲 は、今⑮糞醜 ,日事t,認囃岬中身に運鼈
1星で鍵姜:準導1晴時彎らく:は、ヤ■でロス
ケジ重■ルが   で気せ肺脇かつたた
め、意を思甦ぜ密な鸞薬二。こで協た彎特に、|
全醜錦

「

業:曇舞蒙ジ当ン準軌贅:もゃ
と1%眈濶き舞力零た量ぃ畳意見、一

ぎ費:幸ど留意鼻ψ電寄せ瞳れ事し本0

しま曝革らも  f
◎事務周⑮甲げ警機響:青暴期順吻き≒口を機

1鰊鱚讚諄鑑紆零
ンパしでき気轟奪簿鐸錯時Ъ象膳た。長ぃ間、
|むりが警コピぎ嗅彗晦1鴫 畿員ぬご好意些意
嗣織 魏 てこその1%闇動すれ
⑩鍛 ンポぎず    とこ:北康卿蠅の |
す     事警覇シガに向か癬`まF魏 :傘国|
,シンポジウムで議論され灘意見や提案、,要望:

など樹暗ま:えご
―
担当世謡A油芭こ禰 ≦場課題を

まと崚迅作業に入り
'まち 1獨鶴てくださ藝

:でいる方は鶴縮廠飩靭が3月輻1日蜻 、く :

れほ紀もJ翔熙震雄痺願い野通ヽbま
t九  ||

◎全国⑩自:治体需起きてし亀るパラクラッシュ

など   澤絆燻ざくだがい電 bヽ帰早し'端冊
変換によつて事聾⑩悪化を押しとざぬ6こ

『 北京朧 ヤンバ』
.■ =鋪
f曲硼

i    コ醐國l等 31Л 塾日発行
蛉 ・中行 ゴ颯岬 輸

場         ζ唖逸|
∬       ■

メ¶アド岬

「
―
「
―
―
―

「

―

―

―

‐
―

司

可

劇

刊

ｔ
ｌ

■
二

_ξ  ゴ眠話皿嚇菰燒毅ξ―

|★鋤腱畢□́厠嘲回 《[即

ち, 文京区男女平等センタい
i ll:脚■14:鵬

庭脱曇働彗・製:馳～18:鋤
デ種夢ヤロ》『爾ンプリ硼雛櫛罰Jとノ切夕 」
うシシユ』・・・:石国嫌 手

テー印②J南アの数オータ制』
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経ぺニジカレリ藝―D

O平和:0ゲロニノ雪リゼ=ション

<趣旨> 冷戦後の 19鰤1年代、国連は子ども、環境、社会開発、女性Ъ人闘居住などのグローバ
ルな課題についてサミット紙の0議を開催曙てきた。そ⑩メインテ

‐マは途上国の費国靱 iと

くに子ども螂 の人権尊重、地球蠣境の回復である。国連はその政策ぬ追求めために国家の安全

保障より人間中心暉安金保障を重視bも 経済囮発より社会開発に童点を置く様力な行動計画を採択

した.日本政府は人間の安全保障を外交の重要な視点のひとつに位置付け、国違鱈勁弔開畢薩釧刹障

基金を処出し、人間の安全保障委員会の馨足に寄与したo北京J tticは、この基本的な政策を支持

するとともにその実効性を上げるため、日本政府がさらは積極的に行動することを要望する。同時

に国内の選馴問題をなくしていくために国際的な人権条約を批准することが急務である。

以下、要望す動。  :
く要望事項>.   ‐
1.女性差別撤廃条約遜択議定書を直ちに批離すること。
・2.,IL0175`ポ自ずけ←疇トタイ占蜘M、 第111器籍陶鼈堀J器譴写戴)、

用終了)%を 急ぐこと。
・3。 人権擁軋法案⑪救済機関の設立にあたもてはこ国連の定めたパリ凛囲に基づき、政府から独立

した端獅れを劃躍豪ナること。

世界の貧国は滅働ために⑬画A予算、GDFttia7%を めざし、通明性と効果のみる『援助政

策』に改輔 ることもとくに熱 国峨強制邸延回舌費    を鯖 しt      と粍 、自
立につながる支援策を重視ヒ、女性と住民義加型の開発にすること。

政府|ま、岬 尋イズ、。結核、了ラリア対策基驀に抑出金額費帯キげし、MIV増碑墓詢明部度と

予欄昴績献すること。他峨先進国暉対。して、基金⑩mを強く動きかけること。

158号 条約 (雇

4.

5.

二 1-



人間の安全保讀委員会の政策罹ジエンダこ峨視点を加え
・
面上:働働きかけること。

的関係力塁証明され机ばよしゝ 親由な関係における暴胸′としそ:額罰郵ヒしやすく同じ性質警もら

モ轟bl.佳感を基にしそ暮
・
葛ヽ振どぅぬまはM係ない:

■・1111嚇醐⑩
i噛
Tと罰は確鞣竃

:画
防 の:目薄膨木覇蟄襲 鱈劇平年Ю月マス歯言発表)に

よれ置、都市融 ⑪継よ薯ぬ赫感輔
"が

帥:歳董ヒ制こ、1説 19蜀琶夫6パニ藤ナーから
の最力をうけている。ホ然防止という観点か幅も加えるべきである。

2)対象となる羅力 喘

懸理的暴力、性繭曝力を加える□医師、カウンセテーの4期があればよい:夫・パートナーか

己1義1囀為1時1熙岬申 げ 編 編 ているこ搬 樋 綸 醐 幅離 している。
これ幅を含めての最製れが砲揺警罐端割中動 る。

甲)1爆苧翁争|こ関して.・
   :

1寵 |、
  薄誓ξ贔勒趙鱚il琴群Tl]力 |  | |

繊li燻茉卜唖理勒滞劇鱚笏罹よ

塩    『ツf子 :甲ヤ押こキ切鰤l写「]「°|l i ●:i
夫守元夫な蝠 な関係⑮男性から女性への係力を防止じ亀殺人などの最憩議事態絶饉ちなtく

よう罰 な壼幅を迎るには、纂 をはじめとして司鱚 嗜
‐
匿M、 福祉機関など関係者の

にR趾鯰i   at輩雷際鋏颯椒y赳罐
i力がふるわれるという認識静警察に無いため、二人きり℃話し合いをさぜる理慶不適制を対応

かなされている海L嘔である。):画購に夫・ノ料 トチー申暴力を認識するためぬ:妻態に印しだシ

ミ予.レマシゴィド甲了タイレイ率ど輻 した研修を綿り返造ね|ぜならないこと:また業躊ヤ :

三ニアル赫作成をこ義務化す輝きであ葛嘔
・
躙 口実施等ほ厖雛でおΨ研修ではな職聴》職員が

研修を受け1己れき上ら懸褥絆薇備も侍慟表讐でおる。ヽ
・  | :ヽ        .:

「
                          量露 責昇邁   菫   鯰 曇  ξ[
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これらに関してめ条件整備が義務化さ札ること                    ´

6)実質的な民間シェルタ
ー ー

L

個々のシェルターfll用者への措置費が支給されむよう幅 た薄嫌瑚に、これまでの

減額するなどの自治体鋤磁ある力電、家賃をはじめ運営に関わる資金援助漁琶なけれは、支援にはな

らなし■     :
7)配嗣者暴力相談支援センターの運営の続■基準と実施要額の作成
各府褻が同地羊でなければt嵐蛾支援が不可能である。画治悴施策⑮ぱらつきの是正をは力hる .

8)爾 0母瓢躍畢朧趙匡覇婿涎鞭〕l明田到叱                      ́ 一 。        :
女性の安全確保と情報提供、資λなどの地藤マニュアルの作成と医療 志保健関慄者への徹自研

観

9b学校教育におけるコⅣ腿麟醒ヅ瞳議他    ―
成人になつてからでは遅すぎるためt子ども時代諏ゝら⑩人権教育などにカリキュラム可じされる

｀

べきである.1
lQ´加疇者向の暴向再発陣曇のためのプログラム開発と、暴蜘防立のため薗啓由事霙岬宦務化

t

2。       ットに関して
″暴力を受けた女朧鋼難臨剛蝋れ靖るように渤疇部糧コード番号が知鍋れなば う・な蜃慮が

なされるべきで満

3.     障害のある女性驚ど暴山徴受けた女性の状況に応Eたきぬ細謁罐対応の
高齢社会にあつて、高齢の女性の相談も今後ぃ費 づ増加すると畢われゃ息障害

のある女性
高

とともに、きめ測朧鋪議鋼醐簡動能になるような条件整備を行うべきである。
オ       ・

4.子ども買春 子̈どもポカノ処副及び欅謹騰の見直しに躙 ゞ
1)イ ンタ守ネット上の子どもポルノに飛臨できる定義と処罰規定面 らためること。

2)被写体的子どもちが実在bない擬似頑ルノやコミックアニメについても、その描写目的が明

らかに子ども     と虐待であるものについては処釧対象とすること。
3)テレクラ業者や 賠峰詢岬織プ ト」運営者仰行為につもヽて⑩規れとN量を見直すことき
4)単純所持についても処詞の対象とすること。
5)子どもの議 をジェンダ〒視点で見直すこと。 l‐  ・
:子ども買春に関するJ鰯康について

1)捜査・公判における子どもの人権■の配慮について、警察官、横祭官t裁判官などすべての

関係者の教育、制練を強化すること   ぉ L            “

2)国際捜査について観地の実情把握をい 、ヽ子ども⑪権利救済を目的とする2国間・地域闘⑪

捜査共駒・司法共助協定⑮あり力を見巡すこと。

3)性的被害を受けた子ども専門の心理的・教育的コノ》ピリ施設や回復支援カ グラム:を作成し、

子どもの総合的回復支援を構築すること。

0社会システムと文性

く要望舅詢噴>             ″

1。 配儡養酬除増    燿霧割廃趾するb
この変更が国民鍛負担に与える影響を調整するように鱚 べき点に0いては、印爾職朧186

条の基礎控朧額を大幅に引|き上げることで調整し、すくなくとも生幡横助の住錢維付限度額程

-3-
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3.

度まで引|き上げることが璽ましいと考えるものでわるよ|・
甘
:

2.利は4新部章田雌質              ・'■ ∵キ:

厚盤拝全にろ恥電ては、第3号機保険者制度を減 すm ●
こ口制度ω廃趾尋ご0たるではご野両パ■'卜で働く主婦lこついて⑩厚堕年坐⑩適用を大幅にR
保険料負担をしていない時華主婦の数を減らbた上で蜃度⑮見直しな行うことが望ましいと考

えるも口である高をおこ峨噂咀翡醒猾劇薗用を大蒲難亜摯芦劃際にはこユ:8:恐 :諏厠未満iといテ隧度 i

額卿見直し]≧よ:轟ぬでは撫ぐ |≪限慶額の見直し塵するとこ企業は■日
1●労働時間についてЪそ

の値の限度向に副颯するおそれがあるからである。い 1週のあ暉晰国⑮聞予算ml研月の所定労

圃旧:駒ころいて畑見直犠⑪鉤 こよるこ
゛
とが国ましいと考え葛Ъぬであふ息  l f  t

雇用システム⑪将来鰊方向      i                       l
雇用システムにおいては、口連女性差別撤廃委員会の日率政府鋼告書ぬ最縫国メ‐ン膿に,おいてヽ

暖圏闘部門において女性脚警画面mtる 纂瞳苧隻屹に■b:{で隕闘撥的覇差別を軸り級うために :

とるた措置につば`でも報告子典き守赫葛。』邊指摘されてし.、るょ
:ぅ にし現在は労働市場において

女性を結染においそ釜別するもiliO性な■1を場電轟tζ臨轟4動::F薦咄靱曲織薗轟藤醸畠:工轟y壼事,

m慶ゃ、家族手o制度〔そしてパ‐トタイ嵐労働者lご瑚守る差別的幽遇ぬ改善畿離描難lて1・
轟聞接鋼肌とな.はないため   鯰    警籟うためl趣      と,る

べきておる日

く趣冒> 90年代ことり沖けヨヒ熱●謝螂駄・日本で幅活発に展開遇胴できた      の女
銹 き
1は
li着   画案績を続ぎ国ヒでいる高しかLIれに先菅:制贔になっ

てたちはだかるぬ油彗1日申社会に鶉ける政治概念口曖昧きを政治意識敵希薄きであ
｀
輸ξ鐘机は

政治参画⑮仕糎み縫lt.鰻透:嘔でし=弓る.:はたして政治参画口瞳隕諄は鼎女略塾平か:選挙葬鰤会
の運営i≧問題はなレヽどろう鋤奪利虚場はξ昴女の範黎を政治参画推進めために以下を要望するも
<聾塁事項≫          _         ■・

1-

1.憲法の精神を尊重した店義⑩政治教育を小・中10高校に導入すること。人間関係⑩基本に |『政'

治Jがあることを児童・生徒が理解してご政治的視点を通bて言常生揺自見直す力戦身にもlil

ることを目的と|する. :11: ‐111  1 ■J:・ ll i。 声4  ■勢|■   li
2 flt      に申いで入籠0舅女準皐め葦壷讐喋蔭すsi濡臨皐⑮轟轟晰善ナ毬三1産

修麟揃硼gi t・ :

:.  1_:L   l 
・, 
‐
:; : :: :'I,  '  1]lifli l  l  .

3.政府Ъ自治体的責任で、市民と対等な橋力⑬も量t'1醒脚魏l麺婦珈欄練プロプラムを作成嘔亀ゞさ
幅lhぬ 場砦蜀 るこヒL…‐蜀 、li螺閥鞣鶉翻)f ょ              l
4.ジェンデー錢正の規点瀞ら1選挙制度を抜率的に見直すこときi・ ::'11 ぃ   三
1)参講瑕選挙における全国匡非拘庫名簿式叱例代ま制口見直し(自国区であり同時に非拘束
ヽi 率簿武比例代餃であることによって生じる不公正最正面た

甲|  |:|、 11__   lЪ ii t2)衆議院比例代表■のグォータ制の導入
3)地方議会選挙制度 (申 0大選挙区単証制)への制限連記れの等ス:中 む大選挙区単認封憾i :
日本に固有の制K日 本繭選挙を特徴弓1する地盤・・ :魃櫨|,:鞄憶主に

'こ

:印制度識Eつく憮出・し
こlた:も囲である意制限瑾祀制を導入することによるで

:よ
却饉礎眩趨挙が期待できる古|

― 違一



5.女性議員ゼロの議会が町村の半分に上る魂状に対bt昴女共同参画墨本法で定める積極的改善
措置G観点かL、 意識啓発などに努めるごと:(mm府、1総務庁)

<趣旨>
グローPミ熾 朧 を押し進める原吻向となった情報革命、そのECTの進展した情報社会で、女
性のICT環境p向上を推進させるは要がある。さらに、来年 IcTに開する世界会議が開催さ
れることもあり、動在の情報社会に女性が適応bでけくための施策が求められ層いる。ついては

以下のとおり要望する.

<要蜘 >
1.女性のICT活用能力1ま男性に比べ低むゝ 積極的改善措置の下端として、女性のF妥ェ籠力 i

を向上させる研修をもつと企画して実施する・こと□と鴨わけ、独居高齢女性の自立黎社会参カロ

o多 1奮 篤 鯛 胚 臨 鯰 舞 覇 職 暉 絣 鞣 翁 巫 蒟
れている志また女性センター職員のItCT能力もIcT社会に鑢態できるまでに至つていな
い場合が多い。政府は、女性ヤンターや昇女典嗣参画センターが女性の_ICT朧力者向上で
きるようなICT環境づくりをハードとソフトの両面で推進すること底

｀

3.子育て中の女性は融労機会があつても、託児施設不十分であるため就労識電難しし亀子青て中
の女性がSOHOで仕事ができるような高度なICT研修などを女性センターで実施するこ
と。また、そのような女性に対する低利鰍資制度を充実させること。

4.ICT世 界会議は政府代表国に、その分野の女性NGOで活動しているものの代表を顧mと
して参加させること。                      景ト

O労働

く趣旨>
度重なるILOやCEBAWか L⑪勧告にも関れらず:日本政府は男女の賃金格差是正のため
の同一価値労働同一賃翻園融製厠妍嘲蝠難訓嘴 ⑩措置|1尊撃組まず、r身分ギ霧案導で餞RI

l―金のが―トタイマTザ 有期躍月、悔曝非常勤攀攀員の女性が増爛 ナている」私たちは、女性
がその能力をのぴのびと発続 き、差賜Jなく鑢 な働き方を釧 として臓 れる社会で言ひ|

をもつて慟きたいと願っている。したがつて、以下の要望撤提出する」     .   :
<要騨 >
1.賃金の男女格差是正のために、 I L0100民号無絢が求める国守価値労働     .i
同一賃金凛馴実施⑪ための取り組み (厚労瘍雇用均等 0児童家庭局》

同じく闘接差別を違法とする措置   :
特に、コース別雇用、雇用形藍も就業膠懃が   醐こ譲当する場合□措置 (国上)|
パー・トタイム   改正 (Mm         ‐

去る7月 19日嘲 表され亀 レ≒訃タイ占労働研究会に終報告』は、パ早卜等の実想を踏ま
えていないので、次のは改正を求めるこ

(1)第 3条「均衡Jを『均等』虚すること

2.

3。

-5■



(2)・ M業の 睡努力    』1を『    』とすること 。

(3)K厘企業に期する実効性ねる割裁とパ■卜労働者□救薪機N□設置:

(4)労働者の意志によるパートタイムとフルタイム峨相互転換権の保障
4.I L0175号パートタイム労働条価の批離 (同上、外務省)
5:有珈辣酪日に,貯ナ輸用 は話J貯省蝠 獨 )

6.公務職場における臨時・非常勤職目の均等待遇 (総務徹
(1)審 睦     :        

・

(理 |》
:育
夕が本馨稟察m・  ′                        ・

(3)恒常的な仕事における雇い止め
7.I L0111喘詳細咆tl閲号条約⑮批艦 (外務省・厚労省)

0    。f ,̈t  Ⅲ   ,
く    ≫ ま   ` 「  :=l ド|     ド  1' 秦 」■i ; [)i ttて lよ」|■ :ι {11.l l11

1。 性0自己決定 ノ   ‐             ‐   ∴      .ト

1〕 性教育は国習にもとづく価値親の押しもけをなけ鵠自己決定機を理解さ悲るもあとすること。
2)に階案は‐方の性硼みに特定⑬疵疸臨を強要す轟ものであるIを見直すことc
｀
3)｀好 ども買者の価学齢化に対し成A男性への対節を講じ贔:ことg   l
4)通ども買春⑩IT蝶怖など■⑪対策と親怖』籍を検討すること恵
2.StTDおよびHIV/AIDS
若者を始め、広い層にSTD蠅懃醐懃勘油歳広がり電不妊⑮原□と́もなる.緊急口対策をまある。・

3. デ亦喘□国は彗支嚇訴      .       
‐                                      6

1)不妊治療の健康保険適用Mに 際し、隠妊治療技術』⑩透明悩捕鋼劃鱚ナ輸こと。
専P国家のプラックスがックス化を迎ける必要がある息
2)ドナー情報等に関する淮礼ぜLがは
3)es細餘瞬叱トゲノムなどの先端匡療技術につbヽて、透明性を高め、情報の公開につとめ鶴
こと。

く趣闘>: ,                ■:|     :iキ ■    -1      1

女性自身の僑動と行政の男女共同参胴請鼈器によ口、徐造にではある泌E、 R業 b農村に縮ける女性
の地位の向上と男女斐国参画は前進してきている。農林求は省の199o年の男女共同参画指針は、
他省庁に先駆けて、金省的で:瀞わ地方袋袋団体場に精いてお農成においてのRり組みとして捨寿

に漫置しつつある志しかし、はR之懃肉ぬMは もいまだ低≪ξ苓覇趾顆笏臨定に端醐祗拉も伸びてはli・
るが¬そ口臓譲潜了鼈鷹簗宴議嗣醐性妥こは疑間も大きく、さらに対榔U朝唱碇畠識竜太菱書い靡 寡劃髪諄で可壱るLi農業・農

村に鵜ける:女性口経済的社会的等ンフ導ワ■メント中乎法どbてご農村導こおける多様鍮女性起業が活

寵可LbていることMで あるが、経営嚇造して口自立度呻蠅女⑩共同参画口視点からすると問題
も少な電なし:Liさらに、地遥地消に向けた新たな流通⑩動きt食農教育鋤懸婁性」,農村⑮保養機能
⑪推進 (グリマンツープズム等による)、 食□安塾性への生産晰鰯 聰ゝ爾確保⑩重大性等が、大きく

浮上しているが、これらの新たな課順に、男女共同参圃ぬ翻点か描、女性の視点や経験を十分に生

一儘―

GO



（∪

かし、女性自身⑩ 向_Lをも図る必要がある。これら⑪実現のため、以下の地簾の充実を要望す

る。

<要望事項>
1.女性の農非委員、農協役員等政策○鰤 定の場にさらに飢 の参画を進める.そのために、
クオータ性の導入と、これらの役職にある男性の見女共同参画推進の必要についての研修を実

鯖 る。

2.日本の今後め農業の轟幹的役割を担うよう位置づけられている認定農業者に女性を多く認定
できるような施策を図る。

3.農山村の発展と農業経営合理化進展峨 め、男女の学習機会を増やし、経営合理化を進めるの
に貢献している農業改良普及員を増員配置するとともに、普及センタ∵職量の男女共同参画の

研修を進める.

4.一連の体耕 0転作政策が農家を圧迫していることから、一律の減反背節峨転換を固り、道地適=

作へ方向を転換すること。その際、集国営農における男女共同参画ガイドラインを設曇し、爵

女の能力向上に取ゆ組静こと。

5。 男女農業者の職業としての農業技術‐0経営能繭・政策提言龍力等を育成するために、新規就農

者 (婚入した非農家出身女性を含輔 繭嶋 学部あるいは農業大学校、、経営学部、教育学部、環

境学部等で、職叢教育を受けられるようち特別な入学枠を設けも罪学生制度を充実する。この

教育にlま食の安全ゝ食農教育、持続可能畿開発、遺伝子組み換えなど⑮先端技術を含み、大学

院での教育を含帆 もって、新しい時代の男女の農業慢継者を育成する.

6.高齢社会への対応のため、女性農禁者⑪農業者年盤加入の容易イヒ熾財窺闘颯刺の導入な鋤 、
農業従事者特有硼疾病峨治療の研究な壁 推進すること、在宅で可能な限り働き続けることが

できるような高齢者農業ピジョンのさらなる充実を図る。

7.山村や中産闘地域など⑮条件不lll地域におlする介護保険の供給基盤を、充実する。

●女性の教育と訓練

<i趣旨>             ′

群        譜トンにキ蠍疑ク
らまとめた。その結果をふまえ、以下の通り要望する。

く要蜘 >      .・
教育醐 女平等の意識づくりの基本とな葛。

°
その重要さを考え、家庭教育、学校教育、社会教

育などあらゅる教育の場で、ジェンダーの視点贈敏はな教育を積極印 具体的に進める.

学校・地域でも学校教育関係者、社会教育関係者や住民などに対し、男女平等学習プログラム

を具体的に計画し、実施すること。

教育のあらゆる分野でポジティプ・アタションの具体的数値日標を決め、女性の参画を進める。
特に、教育委員会や学校教育ぬ管理職、P¶眈役員などに対し、精極的に導める。
(以上、文部科学省)

すべての女性が 経ゝ済的・社会的自立ができるよう、能力開発に有効な職業教静 リキュラム

をつくり、実施する。(文部科学省、厚生労働省、通商産業省)

〇

2。

3.

4。

-7-



▼wHo FDvと 女性の健康調査』日本調査の結果から7
深刻な健康への影響 ―二 役割大きい匡瞭機関

庭畠1鑢議酵:‐非鷲言デ零ヒ鑓
ヽ

クトの生回と。馨暮調驀藝華轟こ華デ≦調輩事.

施⑩噸ぴか|ナ濶琶ありli直接には日本でも
種々 ぬDV調査を実施してきたミシガン

横藻論におし`て実施された。

覗迷曜E、 日珂点を催蒙嵯Fケ面
=瞳
家がう暉口姜ェクト

にご加し:日本及びプデジル、ペル∵、タ
ィ、パングラゴシ■1とおいて調査結果ヵ雹出|

てしヽる。第三世界ぬ国が多いのは、政府に

よるDV調重が実施さ都ていない回 (日本
でも日ヽ本調査雀

・
回の初期⑪時点では同織

理府調査は表実施》ということがある。日

本の参加は、女性の健康と開発・経済発展

との関係中国際比較という点からWH⑩
から重視されている.

日本においてlま、次の 3も田大きな困難

をクリアしなけれ:ばならなかつたG資金、

源文英語調査票口翻剛Ъ訪闘面機調査とい

う取,Vで時目率:プ倒的ない調彗方法であ

つたW皿◎彎シ可.ドマネーを、日事の事情 I
を理解し日本にも出してくれた.ト ヨタ財

団や厚曇省科学研究費、ミシガン太研究助

成金など晶ち星ち動まもかき集:あたが 赤ゝ字

である。日本語順調査票ゅ完成めために、

予備調査を2回実施した。

日本ではその性層構造からプラ
｀
ィパシ

ーを守もての微炒な内容の読閥面機調査

は国難でめる.嚇圃'o瀞らぬ実施状況視察

者に予備調査について歩いても嘔い、日本

の事情を理解 b:で椰
:Lい
調査方法め二部

ゆのまえ知子

‐菅胚霊計輩沐費霞θ曇≧1■
11ゴ而:↑鱚讚諄尋:露肇喜眈よ

のぼって)の」醸身印症状直:轟ヵを豊iナそ
・

いる女性油獣2倍近くお岬{精神安定■llや睡
、眠薬峨服用は過去 lヶ 月間に 2.8惜ξ医療

機関のrll用は同鵬く 168僣 :入院経験 (出
産除く)は過去 1年間に2倍という差が出

ている。喫煙率も現在喫煙率 (毎 日:時 )々

は、暴力貴受けて
―Ъ¬強い女‐性は四□.4%だが、

受けたことのある女性は 87。圏%、 これまで

叩喫煙経験率は前者が 30。5%に対し、後者

は 49。5%である。自級を考えたことのある

女側躙ま前者が 11。電%に対しも後者lま 31。 85%、
自殺未導は前者が 口。6%に対し、後者が

遇.餞%であ鶴。(いずれも有意差あり):確率.

:比をだすと、量5‐歳で暴力を受けた女性の自

倍になる薔 :札、   i    ・
°

'

7月 末ち戸塚⑮横浜女性フォーラムに郷.I
:いて、搬告1と医療機関の回,V防止役割に黒
す重要性をデピユルするIシ ンポジゥムを
・
開催 bた哺その報告は横浜市女性協会 (共

催)の Jfb― :ム ペ〒ジに掲載されている
(http:ノ加

"wowomttnecittlyむ
kOh糧血出・jpノ )。

近く呻般向け報告薯を発行する予定であ

る。また調査結果が職面提言幡動も予定し

ている。(二⑪調査に関する聞い合わせは、
_脚駆皿礼勿越鯉凱曲醜直諏 まで)

（Ｇ

る.舅他は開発範出国鼎窄曇耀il子甲予定だ 織を図る確率は:受 lナて昨`ない女性の約 瑠愚 1

-8-



ノ胃迪ノ写ラ 0リニさん

～報復戦争決識に反対けたただ一人の米連邦下院議員ん

日本講演金

酷暑の東京に降った面が上がリカゝけた8月

2日 の午後 7時、表記の講演金が東京の赤坂
プリンスホテルで開かれた.用意された席は 1

定刻前に早職と埋まり、それだlすで会場には

いつもとは違う雰囲気が満ちていた。そ鰺雰・

囲気は講演前に行われたミニコンサートによ
つて、さらに高まった。セネガルのパーカッ

ション・デュオのロロき出す鼓動は、この日集

ご 『[:戯 ]是倉:翁施霧獣「8冨念漂存醤
(

ように激しく迫ってきた。

主催は Fパーバラ・ リァさんを日本に呼ポ

会』嚇 呼びか:す人を代表して鶴拶した鏑 院
議員の申村敦夫さんは.ベ トナム戦争中にォ
ークランドに滞在したの時の経験を含め%バ
ーバラさんを生み、育て、支える地域④選挙

区の様子に触れた.

万雷の拍手の申、パーバラさんは情編のよ

い体を真つ赤なスーツに包募、満画の知 で :

登場ヒた。「8月 は追憶の月。こ④月に来同じ

て深い醐 を持つ。また19月‐は記憶の中に
焼きついた月…この月:⑪記憶は平和の鶯に利

たちが動かねばな嘔ないことを強く燒き付け

る」と静かに語り始めたバーバラさん⑩話は、

8屎ξ(亀『版彙『為還竃属海λ、制度、経済
に対する安全が侵されたことでも私た.ちは締

き、悲しみЪ:怒つた□当時は深いショックと

失意があったが、じょじょに囀 じつつある。
ペンタゴンは修復され、WTCの見礫lま片付
けられた。私たち自野がこれほど強いも⑮だ

ということを突きつけられた鶯に.防衛、運
送、エネルギニ対策などが強1ヒされ讐戒心も

強まった.確》に9011はアメリカや多くの
国々の人々に癒えることのない場を負わせた。

亡くなつたAi、 その雛 の議しみを思い私た

ちは深い悲しみに打たれる。私もこ
・
の攻撃に

怒りを覚える。しかし1報復のために選界全

体を戦争の危機にさら十べきではない。』
「9:o llから懇日後、私は1どこの国か、
どの人か、どんな人間なのがも不明なことに

対して大統領に広範な権限を与えるという決
識に虞対するただ

二人の議員になつていた.
渕躙或Ⅲ朧議むもなく「期限もない違釧麹、このよぅ
に広範な構限を大統領に与えるというこどは、
金額の書,レ lてない瑚ヽ切手を波晦たごとはなる.
実のとこぅ、同じ懸儀を持つ親 が何本も
いたが、悩み、慎重だつた。これまでの歴史
でもごく一人に近い状況で良心に従づた人が

しゃることも知つていた。し力ヽし、民主主識のこ

命lま、反対する権lllがあることを認識するこ

とだし、反対すべきと考えたら反対するのが

義務だ。NOを投嘘たのは正しかったと、私
は今でも信じている嘔

アメリカは言ロリストを法によつて裁くぺ´

きだ。どこの国1個人.グループであろうと、
この考え方を理解せず、テロリストを制

るのは間違っているげしか極ゝ だからといつ

て不用な軍事行動で無事の人々の命を犠牲に

すべきではない口'平翻と薫義⑪馬の国際澤動
の感要性Ъ地球の将来⑮馬の対話、自分たち

の作議詠めために、自由のためにょっことJを
提唱してt尽きることDない平和と民主主義
のため中熱ぬこもづた講演を締め<く つた。

残された30分は、
‐
喀合意子さんが聞き手

となつてのインタピュ中。落合さんは 『ゝパー

バ:ラ さん暉考える世界正義とは?J『反対の

1票を投じた後の日常は ?』 『危険な状況に

対して無関心な人々、講めてしまった人々硼

開ざさ絶たWを どう開くか」「あなたの信念
|まどこから来るのか』などを尋ねた。

翌日に広島を調れた後帰国と影ヽうパーパラ

さんめ来日は短かったが、きると多くの人々

に開気を与え、同時に『たった一人でもJと
いう覚悟の種も確実に結いたことだろう。

(永井よじ子)

-9-



す千葉市で何が起通むたか ～千葉市昇女共同参画条例'につけて■:マイ

今年尋導 申華雫紳卿市景岬千藤市で.『男 ‐
女共同奉画』ごに叩す尋:義岬鸞郵 ツi口月1轄議
会上糧するも:藝尋表。し平習ら,テ義市は韓ス
ピードで1窯倒ず` .響

9費
甲坤:時寿|十書にわ?

た『千葉市場女轟厠奉画番語翁』,から暴名毒
行政法暉専門黍員を加ネIP□

`名
で¬条例の 1

『検討部会よ―警つ罐つて『等倒岬毀即l粋むギ :

さで轟邊:脚L重:メ.Tかな,どによる,「意見聴
^

取』が特:ゎれ直.、結果っ:意見は21団体を含撥
由5件とぃう妙なさ霞島るたこうち国怖とし
て ①『贔け曝さ.1女 51bき』を■方的l二薔

|

重要な標罰警巣たしモtt獨 ||や「専華主婦J
を否定するものでないことよ輸

.ど

讐臨

“

込ん

響霞霞1登1暴詈ill「i:墓曇」:4砕璽亀冒雪
嘗二:ま

1理

奮謄竺冬警言聾禦曹言楊盈轟雪E警
ができる。、i     ・:

出納 いず募

8月 91日 、昇女共同拳画課は千案市めホー

ムベ■ジに [千奔繭暴基非厠参同■写宅皐T
条例要縮(彙≫』を出し亀:見てびっく鳴1 前
度にヽ『女性:こ 1昇瞳岬事:家庭彎申fいとしT律会
のあもか轟活動lこ

.参

:面で|き ,最1曇
「女共同参口社

9日 、会のメンパ■怪罪急彎集1ま り
:を呼び
・
1

かけると同時に市内t市卦ぬ制うてい蜀鍮ぎ
りの人;にユ⑭事想を知嘔せt特にこの3密⑮
『薗Ш朧Jを求めてもらえるように呼がかけ亀  :

そのiメニルがi転送されt′ 東北本鰈本学院助教

授 1淵崎発生からの抗議メニ′向痙最後に『千
‐

葉市辱■甲事情ギ響苧費尋めて』
:≒ されてお

・明、口激tし'た』太賑府立光学の需圃教授もメ
マルを進むて:く :だきつtご自分の

1生

飾学峨轟

―ム武ニジに千葉市め琶め限 をとりあげて |

くれた:‐『量らしき:欄 感じさJ贅成脈も心≪

め ・ゝ200通余め譲見が鑑まったそうだ。
こ亜経過は5月1理 l● 日ぬ東京新闘の全国順t}

千葉版應|『聖鋒́
't董
らtき ti嘉らしさ]、 藝i｀

方針をかえた」 ■
｀
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石原慎太郎都知事の 堕む ァヽ』発言を聞い

たことがあるだろう漁ヽ 『づバアア』? 私
のことではないゝ関係ないと思瀞ないで欲し

しヽ   ¨
―一人類趙 亡に向かつて急ば いるこ

とを認めるの1まちよつとつらb・ 電`嘲贅乳  Q:

電               島  |
Rζ馨:瓦譜50け1貯
界は 80、 910歳でも」蛹絣三カカlあるlすれど、

_

女は聞経してしまつた愉子供を生静力はな

い。そんな人間が、きんさん、ぎんさん鉾 ‐

まで生きてるつてのは、地球にとつて非常に

悪しき婦 だつて・ e。 。なるほど:とは旧め

けど、政治家としてはいえないかね詞 《『週

Tlj飩 鋤酬年 11月 6日号『石原慎太郎知
事吠えるコカゝら閻

錮醜年 10月 に行われた「少子社念と東京

の福祉Jの会議では、Fこの間ナごい話をし
たんだ、松井さんが。私は謄きたたいてそ④

通りだと。女性がいるから言永ない lナ、

ど・・ 0。 二』と発言。また鋼01年 職月ユ1

日口都議会会議録でlム
ず
『賭 山節れ という、

Q騒 糠 『 菫書糧 ξ冬 鷺 慧 嘗
行く
'と

いう、これは年をとった女の人が、
~他

の動物の生存⑬仕芳に比べれは、か献り横暴

な存在であるという表現印、実は逆識的な 1

つの記左で脚 ま・して』と、跛 山節考』を

出解し、訳の分からない弁現を譲 ているき

一連の発言は、松井孝典氏の発言として語

られているが、購 をただいてその通りだ』

と知事が公言していることから、私たちは石

原都知事と都議会議長んでに調罪と撒口な

どを求める翻 間状を印曜讐輝月即 日に

難 した・ 質問状とともに、脚昨儀 1.在動・

在学つ賛同者を募つたところ1週間最らずで

劃師人もが名:を動 た 唯尉終的はほ馴錮人〕志

しか咄知趾漁新動割曲濶羹都知事は藤ヽ通しく
。‐

ち囲 に着ぇる
・
ことllitt等馨巻鋳・ヽ、議金守答弁

しているのでそれがす式てであると回答. =

孟 鵞 卜 戌 鰊 軋 計 警財 こな
,

選別しt子を産まない、産めないt産ゆなく
・

なつた女性は社会的庭無用だと書ちているょ  i
女性は更年期に入る、と襲椰でも闘経するしま::

ξfi付裁[テ製た電騒■
ひどい発言細 ないと怒リフップツなのは

事実だが、実L轍はすした起加さも持つてい

る。新球扉纂に鱚 蹟鱚笏賤費手渡したとき、

近『   眈
集輩るメンパTを 鱚醗藝り と自称♭てしヽる01
米国年嘩》澤卿さ机珈 哺 曜を一括し :
て回復さするクラスアタ:キヨンという割度.

が設けられているというなしかし日本ではЪ
劃 表現を用ルやて糠差別集団を排躙 るよ ―

うな畢力を撤回事せ爵人権繭綺割暉嘩未ギ
に確立されてむゃ験じ為私たち (仮称 :石凛都
知事のレジドァ弾言』鴨懇iり、謝業を書申尋

軌還1:歿鷲趾ド髯|こな[｀
考えて喝 心fぜい参加しでください。

轍E田嘉白‐勢

☆☆★☆☆昔☆☆輩費☆背十☆☆ ′,:
・
石厚都知事の Fノむ ァヾ発言』を激ml謝罪な |

北める集会 9月 13日 (218:ao7_
池袋 エポック10‐ 麓醒i唾勇女    セ
ンター)・
は
」R池袋面白

lメ

トロポリタ.ンプラ

ザ10F i費鰤 :́財 円 ♂崖 石蒻 :

事の 階≪パア発副 1こ想場も‐謝罪者求める会

(仮赫}蓮掏先 `まふ鬼雛ん婦人民主タラプ
Ъ9剖暇4駆動8露訓B■農頭mittQiC江叩藤繭曜『   :
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樫謬鵞蒻幽瞑緑隧脩鰺RI
ミ酬鱚萌 :鰤叫 )と脚鱚輛撃帥

|

牌 :議い備議il卸蜘¬トギ鑢言事晋幸
b端闘判事.しれ 、:  _

る       著てい6とば`える彎■  li
・入     ピi醐中国蠍    して
ぃる鸞[彗酵凱[羞義産ジ

:]繭鮮嘲磨春と同曝く: ・

順腫二予算配分蛭が動靱題がMできて¬いるいろ

ご    i
障にRψ細な    時刻れ と`なつていくこと'
MI距 藝璽η楓昴bゴ : |卜       : ■

OMBGsはklmlc醜      こなって、
重要性が高まPゼ蕉|ろ:|‐8絶の下標|lm岬貧
国とJ駆脚嘔馴闊贈短鍼魃了趙翡聯罰彊灘]型

゛

―           蟄

柵][薔層
『
曇[1目豊[]1檻:3暑][彦ё%警増番目を曽艦群‖獣童[齢筈:ti

発⑪ためログロ"デル・パート指やソプmと 鵬型

*j p ,. ffiEgc[ffi]frf EffitfiE@]kffi mpffiffi ,#-ilsty h

& fs*Tlr rT. gotE ry@F& L-(t,'6fisr
:{

E6E*ffiffi,ffiW#,ffi'eq1;'rffi6t*' I

' vfi"7.F iirT''ffiEeffi* /.E7

!l-'tyfx (rv-s- -h" Jk+#tffi) t MDG s EH#FETJ

ffi'ffiflcffiL.@e56, 
i :''

開発腱Jと lm発 報奇書』:なiどを通:して書F
もう活動tl闘指曲國闘晦:罐蠅鉗蠅画延り:組みをす=

る。硼輛P陸姜織隧時t⑩つ靱 ぼポJ臨 3・

癒鰤焉ブ嵯勒趾膿鑽レ毎枷ぽ|と蝙   [平和膿蓄製彗』謳書・三

守〆珂ボル聰鋼ll:通園闘榊 llこ限定されて‐

いるよあるJ瑕動蠅吻圃譜mヽうとt」ホ画趙藝J.

濃霧懃D"予ab_瑚 判ヾ麦        ・罰翠摯士暉昨挫籍
fi

訓陳ぬ問題kl珊礫尋‖麟岬闘M等竜モロ地域口聞圏

t「多薗的にやふつと思え成 11鱚酢で
U画画R鑢導嘲訓Dなるよi. l l  i

41日本とmt罐 聯Fッ訃ナ中ップ:

0日率政府が画動醸調は回血資魃産開発資曇と:し

◎

17:[!|:[|:|||!|][|]|][:::1:|『

|]|]l]:li]::||]ill::|:ll173:|lil::liIIlili言「
::首i]:盲甘::曹 :甘甘::::li‐

   1.  ‐
藻めるJ〕はね亀|・しろし元離治がしつギ典躙を:
鰤耐 bゃる申、1剖度をポぽ静風翻剰慟 [ヽ華勁載:|.

・咽 Gsの中鯛   :紗鼎民閻 ・蹴ン蜂蒙島::「
とi健皐てい遠ご 畷 ‐

-12■



」醒
餓
％
に抑蘊
隋
詰
秘

一一一　

　

　

煉

・孵
講
醒
舅
軋
不

一

自
・
:新 聞 暉

“
調
器
瑠
一
魂
「
器
増
鋸
鎚
静
調
詰
〓
鍵
曽
一
一
嘴
認
調
４
濡
瑠
”
囃
饂
計
器
計
端
鍵
〓
認
掘
調
器
調
器
〓
誌
器
銘
鵠
¨
〓
鍵
“
認
”
喘
畑
喘
“
一
端
霊
喘
器
¨
器
一
龍
　
一

【
卜
‐ｂ　
卜
　
Ｐ
　
ｒ
　
‐
」
い
・
卜
　
に
―
・‐　
　
―
　
　
一
ハ
ウ
ス
産
魏
日
し
ヒ
っ
　
　
´

9,5

…15-



ありがとうごさい議した。

i;l

ffi E, b#tufffi{,r"w3ffu ffi:
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7ン翼り畠

2oO量年度要盪撃墳で回ピイング

**草粂*自周量ヤ甲_¶
2も庫年*lt,

マンスリー64号鵬掲載した要望事項を,′
心としたロピイング蘭電、3月 27日亀参議院

議員会館会議室におL｀電闘諏颯まし経◎午後

⊂

個)1時から5時 15分まで、力渕畢   た|
要期 は、12省庁ガ順番l遣    鵬で
行わ机ました。省庁側のご出席は60%憫
ぇ、慰臨 会員の山席者は、議員会員⑪代賦慇

含め23名でした。     '

項目だけで¶量4にわたり三中には同じ項

目でも複数⑩省庁口見解を置す問題もあ叩ま

す瀑ら、Fピイングの温上にのほもたもQは

150項目にも上り窯した.したがつF、 4

時間という時間は不売分です。
。そめため、

N00の多岐にわたる要軸 を各省庁に書
画及び回頭で伝えるという齢 的な目的な暴

すということにするか、それとも嬰蜀事項を

○鶉I≧電仄馨苫輛笙/渕熙
い問題であり、全国シンポジウムで回議論を l

経て醸 されているも⑮が多く、絞柳込勲こ

と自俸が難し颯蠅 ではありますが、今後⑮

_櫨副課題です。また、・省庁別に嬰珈 を提

出することで、重大熾題領域や分野別の問題

点が拡散あるいは薄よる個向があつたこと奮

どう乗叩越えるかLЪ 今後画劃璽言九

形式的攀害券やt鰺退した姿勢を示すもめ、

あるいは何年越しで逃屡醸て亀勢 もヽ暉審ど
多事ありましたがィャ以下幅酬略を当日の順番
で瑯 告いたします。.慄事事慟問判齢

10月号 錮唱集1□月 1圃発行

0蘭輔 会知繭軍会議画を経由する創業

あるたが、女性⑩能蒻開

発支援といいながら女性支援⑩観Xは特

になかつた 1.1        ‐.
0イロ覇□原子脚燃料鑢岬ヽにつ崚河:L原子力難

壕難鐵誕b時 lと嘔キう吻瞬仁iイ豚賽夢囃楓妻隕

ァを8‐器後に3‰、地咆Q』戚岬%を目媚
すとしヽう。          ・l
雹醍盤から原子力政策0転換を要璽した。

A内閣府ム              :
eW法見直しに関して、超党派の共生調
査会とも遁動難した時ヽ との表明があつれ

020羽のコ師連絡会の行つた省庁交渉との

量槙嵩避lすることとした6鰯閻 告》
ODⅣ怯適用対象炒璽偶者としたのは、口鯛

者鯰    評醐持あるためと口こ之。、
肉則中ある権律でおるた晩

・保護命令申し真て要件に市町村の相談諒

口を含め動のは、すべての市町村が対応で

きる油せいう問題があるので難毎しゝ

:・ 保護齢令の対象を直げるQは鳳保な命令の

性格上、議識する必要祠ある。
・

・贔去齢令の2個間は議論した結果のM

-1-



.厠rm   に黒秘―l
助成畿fま自浩俳任せL回は特別慶付金で対応
していると印こ1とふ。 '        1

'ご′
鋼害者再稲防止プ白タデムは今年度腱調整研

｀あ

亀 どの或階曜加害者を把握する湯ヽ 先発固

の割用藤・硼夢嘱 源彬 乳  鑑璽

『劃 馳|に問晰匈 励巻まれる遍輛

=赫
|プ、岬岬尋と暴ゅ事|二 :弓

・女性ゼ咆:
鞠朝郡浴的措置について現状 17曇 場域凱陶ヽ 日割ま#雖奪億準す濁こと◎

臓町じこ1・■V極・刷ぼ肘5硼        謝奮
… … の 4項目を守もで散 しいざ

諾外国産違うから趣消極ml鍋 甕諷ヶジ  Q「と年捻面パ‐卜のG5万円とぃぅ線履|き fま
三墓懇 こ載していと二11号についてすら、現
行法ぬカバーしない広範む部分|こ咄 }て検
討中と後退高  ':
・同T価値労働同一貫祠 Jめ lm号について
も同様、隋 岡iを挙げる

「
に自まる。=

0労囲におけ輸1闘酷劃測にもぃて、依然磨して

定義ずら社会的コンセンナスがないという
まま。男女差届りについて、今秋、    会
蓬鐸諷晴夕し喪塩 5詢葡前藤顧千静繰舗金調島iこょり掘剛鑑秦靱。
0有珈踵亦剛ま産叢構造による。現在、労働政簾

審議会労働部会で審議中志慎重に対応する。f
O家族手当印世帯韓辟件は現状では女性差別

とは認識はていなし、 :′ ‐

・DT法関理は婦人相讚所訃m・ 保護の観薦
かい協力しぜLヽる。商齢女性b:暉書萎性も婦
人爆護事業、二獣黎書委謡封慶贅詩応する」
0厚生年金については 力ゝ陸ど午貪ポ発会報告
について言■、1第ヨlm酔譜靖凸題は自年後
⑪見直しに向け総論的な議論釉 ぜ懸ヽる。
O労働問題を中』じにξあまりに後退盟るぃは消
極的姿勢辟日幅余る激してもlJAcか必強ぃ
意見開陳ボあゎた。三者審議会守識論申の課
題が多ぃが.を響吟ご⑮綸論を⑩かとし亀う問

慎重|こ行う、こと。笙業員抱とからぬで雇用的
切り下げにつながるおそれ講3ある。
0'轍判艶褒・先鶉山殖技術ぃっいてはもドナ̈ 情
報養ど暉ついて8年以内の   直碁,日途に
陥 傲 b走む  ・
・食の費金にりいて、金酷安全法    を
表務イヒした上での流通であるξ輸入時機査も
ある」情報はHP上で提供して感ヽ高。 ||

△浩務省△. 1            1
0女性差馴撤廃条胸選毅議定書⑮批艦にっぃ

て鰈 の国答どおりξ日
.本め司法の独立、三

審制導国内栽蒜制度警滉乱させるとぃうめ
渤鶏電獣翡は
‐
L輛制度は国内的措憧を尽くしたか

蕃かを瞳飩理藤が判断するのがM題規 した
がもてな鑢慎重に検詞ずる占先纏側は研究中。
・人権擁設怯の救済機関ぬ独立性につけ`ても樋
来め警鐘羹動ま畿ξ・。 ■      :
・子ども費春ぬ濃覺直時にもいても欄が中3■
ンスリユ6函學轟1典ニジ人権4め

-1)は
サィ

ト⑪闘設Ъ
｀
オ■プ劃蘭盪幽醍餡j罐範 漏れる

ものは検討曳 鬱》制定時には論伊分かれたも
法め観点は実ない児置⑩保護におもた。稿諄
残し購辣蠍 識》:隋 だと蒲臨忌申。鑽 ⑮題もヽあるも
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自由、風営法との兼ね合し■4)厨編論あり、 幅
広げ観点から検討中。

・5)子どもなジエング|

―で差別Iましていない。
0同 5の 1)当然のこと。全国検察庁|こ峨 害

者支援員を置いた。特:こ裁判官はケ‐ スタ

ディを本年度の新任判事田行亀 理)J滞
生に対する買春は児童買春禁止機の値に強姦

罪を適用、高知県の例は重く処罰した。

・堕胎罪について、国民の議論の変イしを見守ろ

ているところL母体の生論とともにMの 生
命   る意識が強レ亀男性もれ詞の対象
にならでいる。

0いつ胎児の生命を保護することになbたの3

カ、国際的価値観との関係ほどうか、また、

男性が処罰峨購 になっているというが、妊

娠させた男性は対象にれ ていな嘱 統計上

の男性造はR胎を施した医師暉Lそのような

答弁はおかしい、とJACから抗議した。

▲警察庁▲

・DV被害者への対応は充分被害者の意向を尊
重していう。被犠嗜諭瑯印醐け る悼向がある

ことも研修に入れているcス トーカー法t｀ D
T脚 当者全国専P∃教養会議、カウンセリシ
グ講習、意志マニュアルなど行うている。

・子どもの人権に配慮し、自宅訪闘験ども行う

・こども算者の円 罐郵まゝ 赤地趨鷺隠捕固曙て各

国の断 を知り現鎚曜悪渤蝙顧予劃脚頼して

しヽる。在涼5ヶ国担当者0議、ワニクシヨッ
プ、国外犯全国捜査会議や東南アジア会議な

ども行つた。 
・`

0子どもの心理画のケアは少年サポートセンタ

ーでカウンセリ
‐ン      を行うし継

続的支援をしている.

0心理ケアの人材育成ぬ機関かなし亀盤 を。

▲文部科学省▲

0すべての項目にわたつて 曜鵬りl鋤抑嘩)りな

くJ「男女を問わずJと li nぅ考え方が貫かれ

ている:男女共同参画社会基本法④趣副ご答

わない。この減 は重大な問題亀 隠れたカ

菫楔%木賽呻鯨穏響T鶴
15日の概算要求までに翻 してきてほしい。

曇     △
01場に競 る雛 の嚇 離 瑚 れ は躙
毎に目幅な立でクオータ制を入れているとこ

ろもある意眸年全部道府県で実施、毎年見直

Cを行ぅ。威霞瀬幅媚蠍顧削こ紹介、推奨して
いる。 3月 10日醍 山    の目亀
・認定農業者は 1.幅だが、配偶者,女性争④結

極参加を呼びかけでいる。

::盗   鰤な文立ち島た。
ニーズに見台ラ米作り、米作りのあるべき婆

を幅はK探つていく。
・女性農業者の午金鯛入要件は大幅に改費さ

れた。保険糾も女性を想定して設識した。

・雛 の自鼈 %    に甲0椰◎ 
ト

0農水省暉女性施策は種極的で評価する:

絢囀

・ IL⑬条約につ頃 はいずれも困難、∝
・ネ権数請機関Q独立性について注彙ぬ枠内f・
1女性ぺのODA・ lま顔ぬ見える援助をめざし、

積極的|二進め轟。
0ニイズ、結核等の対策基金には2億限 の一

部を出した。増額開 していな聯鳩他国に

は拠出を働き力ゝける。

・人間の安全保障委員会は来春炒具体的行動計

画を出すL今年6飼ぬ第惣国会議ではジ革シ

ダー視点を含む観点も出された。魏  「意見

変換を行っでいる。

00DAL人間の安全保障もジェンダ=視点を

憶鑢蜆il量財ン鞣鱚

中3-
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y76rp6ffi@

n]$ffifH" T*T Urs sD
@ffifr6ee*#w, ffiffie@ffi&EmL"

' 
gm@ u,.'{flr@ffi- #itr#ffi*@N G 0 #fr,&,

曇総務管墓‐
1産≧阜多二当ニド蕃嘉薩暴蒟綾害者め安全

に

DΨ 曇報告■

趣

てほしいとの答えだつた。自立実援にっいては、
国獅は力せで、、4勁な星暖には隋 bl=と
が曝碑叫 が1規 :

,申閣府は本彎転れた平鴨申
iし
立て織蘭!:曽謄

櫃「E観飩判髯恙瘍準
レ
lザ

暉号嘩率人甲史.等、電鍮国でも事異ら聾ま`すと説明。個人情報漏洩⑮危欄感|こ答え尋も⑮
では事つたくな脚P■た。

「会
場かれ申菱操典穣住 〔外国人》女性l≧対す
る暴力にもいてIdi、

′
二れら⑪女性には郵立臓蛇

ヴ 誦  言 鍾釉 ポ
:

闘国などでも不利な条件が重なってぃること臨

鷺趾漿  蝙ぽ
改中毒時会華群け準耽l雌鼎発言力ヽあゆた。

9月
・
21G曰

◎

-4-
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目J婦颯事瞬 eサ昌ッドⅧ醐隠購つJ鰤爬?

即鵬午8月 鯛 曰嘲 月4日、ヨハネスプル薙

おして観膿された 鴫蔽詞朧慮開%に関する世昴首

脳砦勤 鰤聰Ю :甲ノ可幕スプルゲ・サミット)R
ある
‐
『ヽ集施討画面と『ヨ′蘇 ス

プ ル グ 宣 言 Jを 採 択 し た
)。 孤

リオブジヤネイロて鯰赫ね 、口薩盆識誠鱚膿警議蠅

#   警 :
議であつた。しかし、環境と開発に関する炎議とは

いえ、コ′‐ スプルプまで醸らた学点の半鈴以上が

貿易と資金であつ丸ことが示すよ
°
ラに、熊点は捨続

職 珊調ピ l蓮機つた

主     ある 民餡縣鰤動 は 全部で l10.
章、圏 ノ《ラグラフ瀞らなる七

ち i   ア      0研 究論 ―フム.

｀ ・
・  げ

       麒 晰

① 職鍋調軸 ¶臥 ジェン詢 劃耐L路 ジェ

ンダニ[軸 ジiンダLに雫等など、帥年代の女
性層珈輔頸野鰈 せるi蝶蒙去弱ま肛ヨ鋼]らも

女性⑮            る文言導電入った
という点では‐   を見起 Fジェン    S
潟』サ ンスの基礎である|ことちJが日匡善罰は 'し

かし 剣瑕輔嚇動巫 劃幽導赫・る懃 ォ憫捌ド
ータの隕集をとすで拒『アジ塁ンダ21』に善勤コ%で
bヽ趨 跡畿壌観噌さていないこと1晒瑯躊肺堰Fく 、
この19年⑪歩みがしで

ユに選々ξルたものであつた

賞麗節:鸞鰺   滋汰
lム ジェンダニも女性もよったく電及さ肛 おらず
ユiれl蠅 鰺趾題である。す.
②剛ム静職錮胴醸識戦]のよう1範翻略職 だ

ろう詢Ъこ測躙 つで皇部に言及するこどは

できなv¬⑩
鮨Q書師論婦謄きまでもつれとお臨

サ‐ビスにつしヽで逃べよう。こ朧   『国内法や文

イ回蠍鰐轟詭腕到闘圃親と■装しなから    ⑮
龍力を強fにするこ』といぅ表現爾澱ま.りそう

°
だつ

たところを、女性コーカスの全力投球で:鰤罐きり

弱まった鋼割動がら印嚇橿格ょu隧蒙榔均自由慶釉

しJとの文言を入れることに就動したものである.
こ   稜耐ナこと1眠 女性⑩渕解教 特にメプ
ロダンティプ・ヘカプ ライツは依然速し軸

であり、戦ルヽつもlすなlまれはすぐに押し理されて

しまうとしヽ:うことである。

サミット
q翻
曳 以上      こ、鶉疎文

t・lよ ジェンダニ・女性に関してはFアジェンダ圏珈

と比べて、どのような達展醐あり、何が認圏とbて

残つた輔 ヽ通測こういては、① ジェン井…餓
の文言がどのよう     ヒさ鰤 ヽ②山性め
関心事がどのように枷 ヒきれな力、の2個願識島ら

考えたし、

19月 4日付けぬ齢譴剛詠L血嗣 惚就 によゆ織田

が強えたもの。

毅 言う′‐ トナーシッ』恒瑾翼〕く―
ロジェ

クトのり猿卜が作嘔薄載亀饉睡 ]けで蜀 帥 ぬプ

ロジエクト自拘束している。これも含めて、今後ジ

エン    投らその実施   ると共にゃ経
醜            8本 枚にたつた特続
可能な闘発を進めるべく、実施主体として女性グル

ープが何をするね欄れれている。

唄罰醍糠動 の朝
=てIはじめに

Ⅲ創鱚鍼

Ⅲ 訓寺鵠騎詢騨な畳報璽と場霧記冊臨鰤の
「
画竃

Ⅳ 経済および社会開発の基礎となる自然資輻ω爆ちと

製
Vグロャ 切 愉 賭 側 確 脚 騒      開発
Ⅷ 候醸]と    麟

辟夢‖1糞諄3櫃堤y餡
玲 そ     イエセ7テイプ
Ⅸ 笏 面の概

X持続可能な開発のための制度的枠組｀

-5二



昌劇需異顎コじグ・サミット ODA老噂慇肥

3月末力科ら開か鍋縫ョノヽネスブルク環境世ミ
ットに出席してき載し走ょまたよ:善警百二歩
囀 ξ桐本がむDA:(m繭魃鯰璧動 として
響調二L汽事いる       デ縫ッタしてきま
した基目愧         上を集闘2
③:⑩備輌田鸞囃尋:③國億円行管理竃ま瞳たシ申身
:底 粽 :f悧胴 輔 鱚 颯 iF  琶
高い崎 も{伺率はミ贔近まで申鰈裁燎にあった
モデンピ■クに裁して、_ュ 5旱眸はよユ5備円
もの食徊増摩援助を

・
し下考事:し]鴫:  ■

「
   ‐はない勁 とゝいう熙 補難
::      に0障臓備轟書赫る餞まになって
'島》るこ般鍮だが指摘iされ薄いますも

｀

卜1期限な過ぎると金(鐵兆(馴鑢らなく趣りま
ずれl:      オキシンが出るし、処分する
∫l割準郭郵鋼郵弱醜岬いりま魂iアフ脚力で処理
する嗜 :.同駒帥なしつ宅副抑弱博鵡 i

|'ぜ
1-繭テム書を持もていく人がいろ:と興雖ぬ蜘
G⑩が難もてしゝましt    1  1
■撞廂軋醸義磨義向證恣乱差さi童
|1塵:裁者て撮

・
・まし起 :画輌 0コ:A癬無駄茜脇る・

だけで唾く、有害1こなもている口ではなげ端ユと

鼻り曜範諸じましt_日摯暉鱈ウ官颯輪嘲颯訥
11聞題密抱え      印まま酷国粂⑪BA‐
避して帰 bてt_という面と電1日jttc中では ,F

毎薦訪ま暴再し事つ轟等非事弄馨口Dムとして

‐
                           」        

・

閻警ち     「
荼警富|

に明慮しました。
:画
ご⑩ Fメコンウォッチ』ぬ

スタシア、・夕轟アロリンドテ電"電サウ○ダ時 こi

イ:ン時 ガ 回熱    入醜 な    ■

鼈證魃辟覺鰈0きな飩量2・19
隆亀
´

|ヽ

孟    ・
いとしヽラ立場¶動きました。違
いでしょう渤ゝ         : :ノ
適儀澤組み換え作綱について『ムヨーロッ

=ゝ

て人 日々配ると、Wで⑩lこあえられるとし7うこ::
とが起きでいま鶴「t曝荼雉は離口ためにある峨i¬

…

2

価 まb亀 自窯曙よ星とい曇動き日暉罰こ力強
°

いもmで協L

鐵゙距祗隧鷺為貯盤屁隊∵



ョ几ネステルグ ザ̈朧Ⅲ卜守□硼帥 爾滴勤

くはじ離 >
今年Ъ3月 郎日に始まつた 鴫蔽珂隧慮開発に

°∵

関する機罪薗脳会議 (ヨカネ累ブ蒲 ・サミット)』

は『ョハ串スプルグ●動 と『案繭葡動 魯辟典

し、疇鍾車立翼動とヒ噸醐解計D薩0竜誠動嬰其ン議で

取明組む事業をまとめ、9月 4口開蕪絶]≧ こぬ

闘、先進国と途卜踵郵願威証重転国益をも識 武塞覇語論
｀

力壌難ンされ、その結果、種案■寵罐当L環境鰤

させて、211瑚嗣勁門闇雉興蔚魔に立ち向かふう新

Oξ 璽鰤 踵 衿
この会議には、191の国・瀾幽肺Ъら政陶代表団・

け らず、蜘 や政財界などきま畿 醐

の地 華〕6万人亀参加したという。日榊 喝も政

脚 礼 m5oo人、N― ・隕 硼 瑯 動 団
した.関連の主な会場底 サントン・コンベィシ

ョンセンター、ナズレック (グロ守 ウ姉 民フオ

…ラム)Ъ ウプントゥ村であっ亀

くN届0嗣 と麟 >‐
NGO lま どんな活動をしたのだろうれ その役

fllは大きく分けると二つあつたと思う。交渉に対

するアピLノL直ビ■幡動とイベントでの澗動報
告ネットワークであ貌 釈たちの諸動としては厘

省するところが多 補St世昴や日1本りNmと 情
報を変換し、共有できたことG     項目簿
正に向けて共に慟 bなことの面義は大きく、ロ

ーカルと凛翡 間国がt実      が鳴と  .
意味を特もていることが確認距きた

く脚 理問動‐醐 アプ殉踊錘翻胞・研究フ

ォーフム 盤騨懸D‐ >
(1) ワークシヨップ女性と環境 囁語帥雹l識し

L可 の開催 けズレック、ホ¬ル5)8月

27目 脚 1面 :脚～18:圃

北海州    風l硬館転L藤うた女性たち
④闊動をビデオ観珈胴嘲駒鴎 借ぜで厠副W
の醍額騰圏調書じ脚 躇。との幅購懸職亀

圏躙脚としてはゝ醸;ま醐編艤晒敵くして、

開発なし』を醜

定れの参画tそのための条件づくり、ジェン

ダニの赳 躍鋪選亀 参加した南ア岬 ゝ

ら、ぜひ交流|したいと口談 ヘンドの男性か

三鵬佳子

ら女性悲鼎性が■緒に融より組趣ことの重要性

などについて回意見があつれ

帥  掏師調醜蹴鵬l鋼酎いる司断

『

ガ 蠅

ワータショップの開朧 けズレッタち女 _

順 ント)歯月露 曰 峨帥 14:閲717:
閲

ットワニク    J臨
北庫アジア    ットワーク
輌騨馴馴呻、ア灯 女性交流〇硼究7オー

.ラム 賦ポ師動峨掬腱で 鴫盪副離慮開発に

おけるジ暴ンダ¬の塾澁1に :司瑕 ジアにお :

け翻 とN證]昆野謳弓P[こ日本電岬%台
湾       警レザ イスカッシヨンを
行傾越 そ口酢助珈暉雹アル・イヴェント

は匡春で、各国から持ち寄もた『士舗脚靭

や自幽贈全員が輸に安つて電薬の韮をお互い

膳投げ合つてネットを作りi地顧口脇力門れ亀風

船をポンポンと鮮慮亀 終了後、大きなド

ラ轡叩きながら醜 ちが地球を救う』瞳

.脚       密塞んでいるJなどのプ
ラカードシ警 を悩つてナズレック中を行

進軸製鰤誡瑠魂握爛覇善じて取駿j阻もうと懸ヽう

強b嘘幅睦ア鬱Tル瞳聰      "
申)        ロピ→闊動
⑩ 各国囃 グループと共i   画甲
刷 に際して健康に関す蜀条頭につい

てロピイングを行い、「人権及び基本的
・

自由と訓稀珈⊂層疇夢を飾 ることl聯搬曳

り 同榊 騒ら参加のNttD13団体と共に「自
ノ博スプ婦夢嘔蹴璧葬ヴ覆l踊貯するNG③

声明』を発表鷺各国唆府に要請:また、
‐

に関する冒ノヽ

ネスブルグ・コミットメント荊 に対す

る女性度レ プの声明を各国政府に要

誌

<齢敵)りに>
日本の側酬D爛 動 をつけ存在盾が見嘔
れるようになつれ ロピイング榊 1`多くの会

議虚主催し、日本政府代表と意見を交わした」国

な超えたN□0の役割は侍後も増していくことと

思う。

-7-
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9月 1日 の定例全体会では、極右⑭台頭で

世界を驚かせた大統領選以後のフランスの政

治 0社会Q動向について、鼈 春婦闘題を

中abに以下のような報告をする機会をいただ

いた。 .・ ‐

日増え続ける外国人娼婦たち、

ベルリンの壁の崩壊や旅券なしで欧州諸国

間の働 を可能したシェンゲン協定の朧 以

後Ъ巫州では東欧や両アフリカ出身の移民娼

鰺 輩握撃♭軍ソこ鶴意≧糧|こ磯写F髯言警墨
れた女たちだ:現在フ.ランスには2万人近く
の娼婦 (半数はパリに集中)がいると推定さ

れ、うち60°/癬外国人、30%が見娼であ
るという。

□衛娼迫満圏動き           :
フランスは売軍春を蒻 上しているがヽ

露骨な客弓|きや公共の場での性蜘露出を除け

ば、売買春行為は雛認されているも  。
年

だが近年の街娼増加によ番環境・治安の悪

化を前にして、いくつかの地方都市 陣新鮮

首長の都市も含む》
.は条bljを定めて、都市の

中か部から街娼を追放するようになってきた。

_大統頼選に続いて行われた6月 の総選挙

の 櫻 鱚 鍵 能 八 忙 澱 澤 は 文

(下院)議員が、フランスの売買春政策の矛

盾をつき、オランダやドイツにならった規mll

主義の立場か%、 戦争直後に廃止された売春

宿の復活を提案した。青少年のための最纂凛

売春婦たちの労働条件 ρ保健衛生状態を改善

するためであ.る。この提案は、売春を牲触隷

とみなす廃止主義者との間に大論争を巻き起

こし拠。

12002年春よりt未成年者の買春は処鋼の対
象になつた。         1

反動のグローバルギヒ?
―フランス移民売春婦問題をめぐつて―

石国象仁子

暉ポピユJズムに剰用される移民館婦たち

しかし選挙運動中からすでに、衛幅増カロめ

鱚 を受ける周辺躙 ⑮住民甲不安に応ネて

『街頷鷹躊卸爵%を約束していたサルコジー
内務大臣は、規制主義と廃上主義が対革す通

こ口論争を利用しつつも、ポ質的強議論を避

けて、売春をめぐる間題全体を移民街娼婦だ

lすの問題に置き換えてゝ移民規制・治安強ゴL

政策の申で処理しようとしている。フアン晏

人売春婦と外国人売春婦を分断し、僕者だけ

を客口|き・性的露出⑮罪で取炒縮まり、違法

滞在かど。うかな問わず、本国へ強制選還、入

国禁止にする止いう法業が準備されているの

だ。.移民娼場をスケすプゴマトとする点で七

このやり方は、機朦謡貯便靖賛を嘩騨窄澤華藁し、国

内労働市場産フランス人対働者に解放するこ

とで解決でき通とした、極右大統領候補者の

失掏 策によく似駆謁:)る囀実はラファラン内

閣3は、少年法を強
=し
て、刑事処罰の対象年

齢を18歳にまで下げたことからも分かるよ
うに、厘動的な体質をもっている。

私の報告を聞いていたKさんは 嘘 動のグ
ローバリゼァションね !』 と大きなため患を

ついた。、教員のKさんに日本峨教育現場に押。

し寄せる反動の波に日為身をさらしているの

だ。 ‐

暉政治不在に怒る市民団体の支援

それでもア露ンスでは野党が売春婦救済の

ための法案を準備していること、政治の不在

に怒る市民グループが売春婦たちに支援の手

をさしのべていることを最後に付記しておき

たい。

2再選されだシラク大統領は、有権者が大統領選

ピュ夢ズムの機 を内包している:
-9-



朝鮮⑩闘□害考える

6月 rデ
‐
繭
・
菌載鰊轟選:硼なか

に越えて自寄と朝鮮面新liや蘭係者縮ぐ厠売
軍制睦■の■鰤畿⑮み出すもめとなり議した。

が、孤方⑪基本的利益に合致するも口とな尋

通轟赫暴通繭認懇即購斜離と

''う

画期的な
内容でした。

ましまぅごとくに自本か搾菱ロカで翻状ぬ打

露

[3「業撃猾饉 i桑雪及
[雰

蓼
2飩ダン燿臨趾
意喜重量嚢富彎熙又鸞 _

喜橿鰺贔珀青苧ザ
1攣
i糞燿i%覺軋謀褥腋専
暮量憲灘慧藤趙誦群
又蠍F洟呂飩聰凩盗綺帖 ,

テ彗  磐
きでしたが、これら口行為朧miらかに国家に

.  : 「
  :よ

よる『蠅 色鰯 亀聟L守赫ることに輸 蜘
はありま社為

=・

1%鐵鰍繭⑬輔闘こ瓢 真相
を聞bかにb、 横害者色家族に対して謝罪し

補償することが国際社●縫驀ける 1`礎藉mt守
ぬ鵠、道義ある画礼 るたさ遭だと考ぇま
九    /        1
し力重曝tいつぱうで‖ζ籠臨建轟姉鰤嘩顆痛を

メ

がえに共応し殖うも、正常イビは必要ないとい
.

ら発言やtその点だけを煽るメデ¶アぬおリ

方に、国本入社会を覆う朝癬康視と自分⑮こ

としわ錯え紳 日本人凛疇笏織圃国製劉見、そこ
キ i

に危らいもぬ警顧ぜずにはいられません薔
‐

その異常さは、プッシュ政権のゴヒ肉鮮政策

に影響をもつド予鮭ド・グレップ元駐韓夫使
:

さえ 瑯硼ごされた人薦■蒙麟⑪気持ちはよく

わかる[だが:こ う:ヒた閥題を譜るとき毛力ゝ
らで朝鮮半島かぃ姿勢ω九議が墟致連行され i

たことが直とん出綸識されて藤ないことモこは

正面驚熊`そ1ヽるJ二と龍謳ないるように:昂測れ ;

韓固の人撞⑪J醸理に満思喜`を容せ葛入圃性湯電:

ほしいと鰤 ま九  f
祗蔽亀もと早く画交鵬正常ギヒしていたも:

今回⑪ような拉離事件は起きなかもたと思囁ヽ :'°
ま観 繕蝙 鶉 戯 眈 絣 灘 磯 耐 ‐

なりきせぬまた(ll動師直f割脇は、101□咋薫■|

か彗自素遍電嚇 則踊メたlgm年まで⑩錨年 ∵

間にわ甦る    書ご嘲癬軌風1釧えた.:

数々面機書に対マしでご日
｀
本⑮芳顆謝罪醸償づ

て過去を精算し:画朝関係蕃正常化する義務

と責任を費もている問題で輌る尋とを忘机て
1

はなb藻感電葛副糧魂ナ

硼えは、日本涸言アジア太子洋に侵略戦争を

最関して野,卜骨蝙寮:Ъ :甲申甲讐道やデ■準霰l l
あるいI載白や浙 ⑩mと してD脚万本i

会の釧鮮人を去生運行し、奴隷労働で死に追

…lD‐



it

いねれる朝鮮女性を『日本軍慰安婦』として

性奴隷化した犯罪、あるいは旧日本朧庫によ

つて期 的に顕 された。躙 篇縮鵞柳劇勁虜

孟視員は、戦争犯罪裁判で FE c級戦争犯罪
`

親 として裁泌寸ぽ 駆狙名ヵ喧罪となり、
°
つ

ち 44名が刷 を鰤 されるなど、植民地黄

配と戦争という国家い行為によつてもたらさ

れた重大な人権侵害等々、それらを今日まで

放置してきた責任は日本の側にあるの観

しかも日本は、Ю闘年には、朝鮮半時の半

分の韓国とのみ同韓条約を締結し、当時の朴

印     に政治的、経済的テコ入れを固
り、北朝洋に対して    を取りつづ眠
朝鮮半島の分野固定化に協力してきたことは

否めない事実ですしこうした不正常な闊係を

1日 も早く正常ぜヒすることが、日本の平和に

とつてtまた次ぎの世代のためにも鼈 画課

題輪 るということを考競 けれ曲 りませ

ん。
｀

また、敗戦後ロロ本と朝鮮半島の関係はち

植民地支配の解決もないままアメリカとソ連

が冷戦関係|こなわたことがら、朝鮮半島に韓

国と北朝鮮という二つの国家がつくられ、朝

蒻 をはじめ戻麟薪祠Ы岡事事的ゝ齢 的に

対立しt相互に増感と協立を深めながら、金

大中氏曜巳聟劃牛Jもその二つであるように、_

激しい政治的謀略事件が繰り返されました力雹、

日本はつねにいつぽうにのみ加担してきまし

たしアメリカのアジア躙 によるものでした

が、このよ・うな政治抗争のもとマ韓国の民主

化闘争で散つた著者口数も多く、反共政策の

弾圧による犠牲者も少なくありませれ とく

に抑鋤年代半ばには、アメリカ⑪強腹派は、

雛 のイラク攻撃④口実と同様、lL朝鮮の作

lllそのものを外部から崩壊させることを固論

み、日本は安保条約の再定義を迫幅れるので

あり、同迦事態法や噴事淮制化とも無関係で

はありませ≧ 1‐     5 ,:― .。

いつぽう韓国でlま、民族爾和解を履う金大おぃ

中鰤 が嚇覗貪購向を掲げ柵 し、四Ю0

年8月、韓国の     めて平壌を訪間し
て、性工日総書記と臨司ヒ続―に向けた『60
15共同宜言』に署名するなど、南北闘ぬ対話

と%の 憲を開き議した。今年のワリドドカ 
い

ツプのナツ左―競技や現在釜山で行れれてい
‐

るアジア大会に、商瑚しの選手が続■旗を先頸

に入場するなど、分断を終了したいと顔う民

族の感情は深まつていま丸

鹸 中大統領は敬虔なクリスチャン乱

』L朝鮮との対話と称麟を一貫して主張してき

たために政敵から8慶も倫を狙われながら、

不覇離論のように集き麺翼民    を実行し、
小泉首相回訪朝を可能にしたと思いま九

政治が対立と戦争ではなく、和解と平和への

意志を貫く:ならは国史が変わるということを

重P事に言レ砕例だと轟}lま為 .■・
南北朝鮮懸琶年     している鉄道、

T露貪燿扁鷲騨冤
縦断戯置とシベリア鉄道と     電嵐シ
アを申Jかに進められて燃りt可騰圏等新醐囲済

的な機 をめぎして大きく動き出していま魂

私は1白本も三日機な逃きず lo月 に購
・る日朝交渉で、過去の精算に真摯躊 き合い、

け を果して国軸 Lに靱 る
・
とM時 lご、

拉    峨補償も地行して解換し、
・
両国

:

の間で犠牲になつた人々に思いを寄せ、ふた

たびこのような犠牲者をつくらないという決

意を表明してほしいと思いま丸

そして日本と朝鮮半島め人々との間にt真
の胸解と友好精神が生まれるようにl日本は

過去の歴史を誡めとし、在日朝鮮ξ韓国人の

民嬢教育を学馨薩利を渕障し、就職差別④撤

廃懸ピ:° 日米人と平等な市民的権利め保障を

急ぐべきではないでしようれ 2i世紀こぞ、
｀

近くで速い朝鮮が{近くて近い隣人の関係に
なることを履って守みませれ

~117



認曰中

『目   鶉 』ξ:|11七 :.l
k調餓蜻を結こな|    は、『日本戯府⑬
T    て、     妻蜂猷颯た莉星と事

趾餡暉p珊之守ITI]「IF:l
藝 珀

兌
賦 魃 衆 黎 友 啄

)・

判 蓼 け 等岬中 下Ъ:
動つく電岬 bttmず稗晰 l木ンつちi

瓢 む輻 鮨 胴 餞 鱚 螂 ♂ ]日輌 の
部燎匈    lゴゃプがテ黎蜆蜃れい 。
①重零嘩鑽i指摘劃園

=]と
は、日率硼朧藝加者にと

つ耶駒導藁く辟吋動の酪 亀

lなうJとθ蠅闘贅ヾひ鍋 案剛鰍
=し

略の地
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さいな窯市⑪男女共同参画条例をめぐつてだ薦薩鷲魏蘭写覇声

現在、さいたま市では、男女共同参画社会を

実現するた輌 条例づくりが進められています。

今年5月には、市長画諮闘機関である Fさぃた

ま市男女共同参画推進協議会』(会長:矢澤澄子

氏)離 書をまとめ、市長に提出しました
提言書では、「さいたま市発幅 女平等ルー

ル』は日本国憲漁 女子差別撤廃条約、昴女共

①]瞼吼鰤鯰驀]「≧&盪量
‐

Illがつくられるものと期待していました。

ところが、一方で、提言書に異論を唱え、基

機 県繰潮Iから滲封離れた「男らしさ、女皓

しさJを肯定する条JIJをつくろうとする人々が、

3月 11日 i準 100人規模の集会を開くなど、提言

書にプレーキをかけようと。する動きも始ま凱ま

した。

このような動きは 国的に呂 ヒしており、

すでに曲抽県宇部市で1ま、男女⑩役割分担を肯

定する僣集赫
:『事ゃレ

“

キ墨摯レく』という考
え方をもとに 饉 市男女姜国参画推進条例』

③
t制定されていま丸         :
私たちは、さいたま市の条例が後退してしま

うのではないか、政令市となるさいたま市で後

退した条例ができれは、その場響は県内外の担

の市町村にも波及するのではないか、と危機感

を持ち、その集会の翌日の 12日 に『男女共同

参画条例に提言をいかす会Jを発足させました」

さらに、8月 28_日 には、提言書をまとめた

協議会会長の矢澤澄子さんや内鵬 男女共同参

画会議議員の山口みつ子さんを紹いて緊急集会

を開きました。前はT割院題護汁師精詢嘲診子さんか

らも全国のパックラッシュについて説調があり、

会場ならも活発に意見が変わされました。

景日の呼びかけにも力効 わゝらず,さいたま市

内外から約 130人がけれし〔集会の最優]こは、

提言な活かした条例が制定されるようアピール

を翻 しました。俳せて、8月 31日 臨 め切L

れる提言に対するさいたま市●意見募集に意見

を選ることや、私たちのこの動きをさらに広め

ることなど爾 き力≒lすることとしました。

集会の融 日には、アピール文に 1帥人を超

える賛国人名簿を添え、さいたま市とマス壼ミ

各社に割圃すました。

9月 定例議会で明らかになつたところでは、

こうした一連⑮動きが1動を奏してか、提言に対

する意見が 1儀件にのぽい、主な内容lま、提言

を尊重して 163件 )、 明 らしさ、女らしさJを

否定囃 いこと 臨墾 件)、 す男女平等、差別解消

ぬ蠅  (17:件)、 れ のようなれ に (14件)

というもので腕に また、4人の議員が Fさい

たま市場女共同参画撻鍵条例』について買闘を

したのに対し(瀞側が は を活かした条例を

つくり藍すJと答弁したことは画期的なこと
:と

受け止めていますしただゝ来年2月 に条例がfll

定されるまでは、提言をいかす会を蕎続させ、

協厖緩銀調電麗蒙割♂聴するなどして、見守りた

いと思つていま税 夫婦馴姓やジェンダーフリ

ーなどへのパックラッシュが全国的に広がる申、

さらに埼玉県では、男岬 l学の公立高校の共学

化反対運動も活発化し、共学反対署名が、野 .万

人を超えるなども産だまだ予断を許さ.ない状況

耐 .
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茸眸年11月、哺醸畿もの|ま

麒 試鮮 な 閂 切 鱒 彗

≧朧 用 ピして馴 なしヽと 臓硼群醸颯靱 レく

バァ発着]・ に栂駿亀鉤案を求めれ 。力電.0月 18

日|   、発曾⑪洒財員:i識罪脚 慟会を開い
亀 鰐 号臨珈 醐

集会ではЪお茶峨ホ女子大学教員の成能民にさ

んが、        御 ヒ寸調ひよう根孤がこ
怒りを感じると。「J飢蜀勿論言議もて初めで生き

る意味があるという印は大変な問熙 Ⅷたいうめ

は、神奈」ll光学教員岬曇胚澄子さん□躙岬W‐

帥      よりさんlま、
女性蔑視、枠インズムが結がわいていると現状に

響鐘自鳴らL謝案を求める会のW崎光被さんlま、
印璧と同じ年でもんなえ    を肺 ている

北M・IAほ嗣台|

が離l通生き長馨える灘格ギある,でし事う脚性と″

訴え、人材育成コ.ンサルタントの幸燒玉さん博t最

後lょ ほ優鵡鏡は証iぁる国率共桂剋敏も鰈
も障蓼薯亀いなし嗜

1大藝なぬ圃戦争ごつこなする

男峨器鱈ちにけと厳いЪtti調爾話瞳聰 1 ] 「
弁謹我鰹申時麻羮凄んは電機差別輻す畢ての華

別l珈 しЪ饉鉤 嘔賀鞭 科安脚酬蠅議囃褒

饂 ぽ 膨 馘 岬 響鯰 遷薔

趙嘔仄ドに記蓄乙幣
より
'①

同調罪する会ではt訴が提個の方向で準備す石

他恥人権救済⑩申:し立てきはじめ、署名融 キ

ヤンペーンを無つていく手仁撫どを決めていら
。轍嘩瓢詢

や

ノミッダ計画講ジ覇ポじ砲夢
曇纂 闘 講

。1国参鰯1蠅曲円

p警中 +申 ++幸 +++申 苧 申 +中 +幸 中 幸 キ +++中 +寺 中 +++中 学 幸 暴 幸 中

I:脚艶
~

鰊 lナ寿べて13:30轟 16:□ 0
会場は他台市 戦醍砒興記鍮館

i       l 董回通b5閲岬
□第1回i02年 9月 民ヽ9日 .(日 )
公開ρ稀ルディスカッンヨィF費嘩甲華押で
政満峨巫鑢 るた回鞠  ~ 鵬了)｀
(感 まヽ議員1起求められている

:も
回

塚 1こ鯉鍾/瞳磐霧書と1歴峨i:l i■す:

|― 肺展騨シ⊃く橿還貪ミとl鋤 :‐ 丁

に1輔Ъ嚇輔鰈1目胸幽こつb)呻

奮涎也趙雖予甲甲
―

齢 互画
‐
びし準tti月‐i畠 :画 ==就

・
:‐
唱 薇 靴 胸

:と
聘 笏 勤 il

昌、:14も 11 5⑪L鍼 ○□第4回 :ユ 昌月7:
力で重憫卜や

公闘ジンポジウム   出す人t=1曲葛人■』
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:[・■  ′
:    :ワ基ンシ蟄ップ li    

｀
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=部ら

1・ デll■  回収堪れた !!『 ラプ&ボディ囲皿』

亀 非'現 子
財団諷x『冊矛衛     囃 労働省蔚管》が作成膨た性栽青謄予 輻 のため崎 プ&
ポディ囲眺』はこ各都道府県教讐などを通して中学生に国おされた.
しかしも文部科学省はこれ細中学生に薩不油椰』との夕眸 ムをつけ、いくもかの自諭憚警

:            薇騨1.生きていっていいと思う』という祀述L首をかしげる保諦者もい局といデビ塵醐簡瞳睦され獨①
[      瀧   刷  ・
入柳て詳しく説囲を買 いることも、タレーム嘔
までも性教育でコンドームロ使ぃ方を教えてきている。学校がし経いからくで嗜ないか葛・」し》[崚 民

主

間の活動グループが性教育講座を開いているところもあるがbいっも理臨虚詳それほど情報が少 .

ないつてこと鵡む ` ″     神

|ことを悠れているとe・ F。 ぞコ』ヽ 鬱簿薄越先漏 ■

胤鰯 せ鯖剰 L鶉鱚職酵 舗      |
いたことに、家族からの性行為の強要 (つまりは雌 回こと)の対臨睫ついで調渡されでぃる ‐ニ

》峨翻議通や、『ラプ&ボディ自爛則 で学び幾語 1

してほしいものと感曝ろ記事であつた.

++■ 中 幸 幸 ++中 キ

口場  所 ● 日置目園回園コ 藤□繭瞳龍轟創躙融n
'             T同 87個  鳳 藤□醸田回

0圃 □ 圏 錮
α翼顧闘画電逝壁聖療覇日=14    

‐
1画□L酢理剛国回酬

自憂酵料 3鰤Omtt c榊 囲蜘帥

口:勤法濯翼習予環捻蠣覇輝零駆醒蝙翌 藤

:〒駆騨m闘

鰤
叫壁鶏鍾鑑R「

蜘7纏

…

 崎価 ・ フ1蠅

E‐側距1    儡典脚口剛自田向運層剛剛地b  .

由直
卜 嚇醐臨高品血耐御
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で回要望事項を基車にしたロピイング節雹終

わりました□沢幽⑪要塑事項に対する12省

原に予膀鉤不
卜
鰺吻饉鵞ヅ

｀

又識麟 ヅ儡可■
ロビイ:ングを実即齢範も中にするためにも世∵ i・

忙躙瞑【蟄恣鱚饒嘲な二|
予颯    郡摯刊意すれ事去8P甑ル露lσ :

○ ∵f・

署側諏醐 協理縮剰鐵 鰤 まゝm.蟄鐵 ‐十

は間れなb｀そうですが惣む嬰し菫すL絋
下きる方は⑩91動■T′興轟5‐言●29儡 (出

納)までご一靱ください。  鰍 井よし子》

-1日―



71農り1北威鳳ぽ

男女共同参国に闊する」器箇庁の来年度概算要求

に対する面ビイジグを、1脚ll旨日i3時から17時鵬

δ 爾 炒 鶯 鱚 祗 鼈 灯 仄 労 恣 珊

腫 全員I測壇雌 、   、3メ贖理屠、熊
本   員を含め清淑 e橋本0永井0石田・斉
爾許椰鉢・上国・申国が鑑 じましれ
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ら口順脚彎測される.

0劇長割麟讚繭用⑮冬劃動制こつ懸ては

剛瓢欄癬蝸町鍵予囃躙閻師薇硼lこつい

を1、 2ヶ月に1雁予顆罰齢予礼

蹴
0輔 12蜘月力』ら勝誠台さ胸麟理劉性露り嚇雷ポット
ライン⑭闘調隅鞠が強趨鯛康轟販l     ヨ昨
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胴 難
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・詞判麗珈鶉靱hな副こと」齢融麟酬脚陶プロ

グラム守幽囲伴⑮申諭 島朝 曜鞭壼19伴椰

鴛 予摯硼隕靱輯融鼎向朧 富鼎 甑躙

郵譴軽晏く日臨輻竜鋤ゝ    。
○コーロッパ諸国のように原子カエネルギ■から

の軽換を肉るべきたとM期 したが、鶉 ま

考ネて町準むず、赫 咋 、離 %吻蒔泰,、
ルヾ〒⑮閻究e槻閻鋼膚裁辣胸鵬力をする』と言う

回答3ヒ心Lし 3年間で全纂ネルギ∵画翔繰1鼈を

3°/ol載る稽藝義
°
晰 蹴つてⅧ畔野ヽ 冬蠅期鱚亦し
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なく、最も備 回ひdm瑳穆猾譴絨機副卜亀きと指
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揃    

。

・民間罐蠅劃埒建荼萎爾鐵認灘□懸)も錮曳 蜘 カ

ウンセリングアレプ暴纏褻叫昴鉤譴鋼饉

府県讐祭膳委咽願 いるため利風 相

剋   叫幽 蜘 7判吼 諦 臓 厖 嚇 岨 ・
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｀

bll      錮 嘔鰹笏鐸驀きも
とされている。被膳少女繭相談も少年

サポートセンターでやつていることになつている

が、少女醐購調錆 き抑 端称にすべき。
｀
   (橋 本ヒロ罰
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珂箇試J ACIム 0月 雹7日に12●庁へぬ申し

入れ逸葡詭唯』ヽや咽とりが不充分であつたため、

標配について10月 日囲10時わら11時までt i

申曲鰤磨し通
|:聰
、揚

省¬師融鳳列雛総赳闘鳳帳繹酸及嚇 、

」Acmt,善理鮨鵞熙酬彙断乳i:|:‐・
長31く不況と櫂薗鵬岡D夕和国電バリ幾多喜罐ンコンQ加

速口なか彎幕産業嘔幡鐘改革:と  ゝ   、隠
脚涎唯藉でい観 築滲曰翔

‐mく躙 電ゝ既
に安朧順圏碕働膚の半鋳を超え、夕≒ トタイマ‐、

は農錆澁量とっ有期M用闘

莉 り́:襴轟:三鰤動』はFttCh鶏礼錮壇山
さん囲仲腑憧意抑、

‐     :′         l: 1_: .     、

≪寿慟庁6>毯務職場におけ萄臨時t非常勤
卿予蜆鱚腿 情に 1:審靱 2.

割囀利 .郷3      嘘鍮 咄ぬ
:1,.         l  j ::｀

:卜
1   ,`   j｀

主として      、夕雪甲鰈翡叩翠ヽ
1%年 も議靡隕識趙財 ]¶蒻 ている実誤 賃
佳は大件費ぜなく物同費f計上されているとしヽ9

鳳ξ鰍飩χ巡凩兆プ祗鱗君
粉、:実懃維掴議はぐ時ヽl驀癬繰玲    ぬなぃ
と証菱tr曲爛 蒻向き,曝襦鵬見免職力錦亀二

然し 6月のIF』鋳聯駒m・■ ::しぼ峨謳田囁 二

非舗動のは,日 曜動鯰辟鶉 喘眩赳:聰穀馴蜃軸:

についで輸力をす部⑭弓ず醤厠閻Mb｀うではな
し囀融鐸刷醐 :曝   彙薇≧‐瘍礼ξ⑩

凩又鵞設髯□饉襄懃瀑
騨蓼Ё纂忍虚ぎ蟄彎

祗議盪鷹灘靱緋l当炒礫繹
址めにも尋るように安睦

諸慟者ははずし亀:鐘鵜を考えぜ甘ヽgかけ彎はな
ぃ三と、 で己⑬i羞略鼈 器 応そ署楚舗 しず
しヽことよ:      醸竜こと底できるピi

も戦 鰤 □ltとtW問囀邸‖霧董ら輻 も変
えて考え                  i
さらに集膀顆彊が郵肌非マ幽来てなしヽ と懸}う こ

と1調はRヽ ①32万人%を Q胸労が行いて
い鰤準
:晶 1lM≧毎輌 疇鵬訛剛饉識趙鶉野裁

□ とし‐ゃコ論岬鐸脚晏=そ
σは:    i

卿躙mp蓼 軸卜甲卿岬彎摯躙ていろ曖}

諸 宦 墨 :"粽 夢 璽糧 躙

肇許爾撮ること強く栽唾威鶉 鉤 違黎脚

鍵、:虞憧睦廂1と%で きれ るヽが、lhil非 :

朧蜀 [晴陶 底‐目洒t子 1雹轍鯰趙醐散叫さ
れている。また、        1∬ 鰈鱚ま塾011
の問題とされているととなどbi匙正を求めた

これ↓こ対しで次D逗と力言明巳力鶏こなつ亀考熙勧土′、

会における          あり方曝飩す
る横膨ち、すなわちに創調に予lりしいっ多様:

創讐楊崚欝卿巫けて』剣鵞櫛獅 でしil轟

■

艦1  脇曇 、〇
有る口で、とこ   前向きの対階はヨ|き出す :

ことが世帥勲帥発竜ζゴ 11     ・: t =

しヽまこ腰訃聖労腫褥瑯朝端議会諏誂癸
｀
『饒渭ど特 トウ:

ィァーm     をめどに審議が進んでい｀i
る。         ルτルロ実覗鯛ためには、
企務職場こそ倍の親範となるべき地     :ニ

呻 岬雫甲平嘩亨螺職しきはね鶴押ヽ 嘩携膿た

を、・儒調餞九ギぐ1ご鶴繭動能を慧うよlt' IF■
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WSSDに 参力国して

○

くはじめに>
さる母月26日から9月 理日まで、前アフ

リカのコィヽネ不プルグで開催された『持続可

能な開発に関する世界首脳会議 輌鴫 SD)
に関しては、すでい何人かめ方が報告なさつ

ています.今回lま、唾 一つの実施計画が

まとまつた』といわれるように、各国間の利

害の対立が激しかつた会議でありました。し

かし、9つの画 配G蜘叩岬【Ю中の中の女 。

性コーカスの一員として活動し融 経験か

らすると、WSSDの「実施計画J二文書には、
まだまだ不満が残ります。「実施計画文書』⑮

ジェンダーは、Fァジェンダ昌1』の第艶草な

どで言及されている内容は追認されもそ呻実

施が確認されたことは力≪評価されれ

ところで、文書の関係すら各所で、女性は、

受益者、社会的弱者としてのみ国鬱引すられ

ている傾向があります。また、ジェンダー・

女性の文字が出現する分野に偏りがあります.
「教育J『健康:」 「農業』『意志決定争の御 回]

に関しては、合計 38の準パラグラフにおい

て言及されてしヽますが、Fグローパリゼ出シ

ョン』に関する章では全く出現しません。今

後、国際経済、労働藤動、貿易などに関する

国連その他で開催さ机る国際会議に私たちが

日を光らせて、『ジェンダーの規慮』を入れて

いく努力を重ねるは 』tあると痛膚
°
しました。・

く撲釧断計画帷量騰:ける2≪期野Ts>:
■ というのは躍鱚醇 (痴剛

'日

曰 Pと 硼血e

(時期)を指しま塊 NIG日の立場としては、

文書の到るところにこの二つのTが入ること

を主張していました。しかし現実に二つのT
が入つたのは、ノくラグラフ7において『1鋤15

年まずl厠 な飲榊氷と適柳な脚 態を手
`‐

厘 ひろ子・

(アジア韓 変耐 研究フオーラム)

にしていない人め数を軸 るJという部分
。と、パラグラフ8において『m15年までに貧
国水準以下にある人回回数を十分になるよう

に努力するJという2ヶ断を含め数ヵ所であ
つたという点哉         ・

・

くダムや浄水場をつくることなどで⑪企画

段階以前からの監視○評価の必要>
『ダムや怖水場をつくることで広域な住民

すべてに清潔距氷が山綸できますJといった
プロジェクトが立ち上漁竃っていくでしょう。
1その場、lhな住民すがて』浦旬鞄かをしっか
り吟味する必要があると思い誡

ダムや浄水場と黒 承ヽ道管に水が集まり、

地下水の水位が下がること力雹わゆま霜 .曇持

ちや工場に麟 道水が履くが、貧%の 爆
が使つていた井戸の水位が下がつてしまう場

合もあり議す。すると水級みのために女性や
´

子どもはより遠くまで行くことになり、労働

強fヒになるとともに、貧富の差による鋼

力蜃係の差も強訓されることになります6

だか%といつて私はご浄求閻 道をつく

ることに単純に反対bている印ではありませ
i

ん。共同のよ道タンタなどを一定の間隔で調 i

置し、廉価な量綺者負鑽 きれいな水が舞

もの人の手に入るように蠅 工夫が生活者の視

点から必要越と日う申です。
‐
.・

く抑 冒刷罰≫

珈 3年 3月 の世界瀧フギーラムを始ゅ今

後に向けてどのようにジ土ンダーの視点で活

動していくか、国の内外で繭私たちの課題は

大きいと痛感じ薗inます

「

粘り強くしなやか

に画 を動 ましょう.   ‐
・     j
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第目:画詞L車アiジア妾性環境会議⑪開催

.第 2回北凍:アジア動躊瞑贔礼要よ蜘醜 年

「ヲ隕旦虚ヲ議顆冬営蜃に不‐＼
能な社会づくり

・絶中

・
1子奮了幕呻椴11騨 1提業,

と言うデーTTI鋤アジプ    研究7オ :|
―ラム藤卿鰤脚雹主催した会議で動ヅ

第 1回の北東アジア女性靡境会議は、昨年9

月 16:■ 151メロダウルで韓画素瞭プ境連帯:]

優W冨%の呼がかけと主催Iこよ卿都中国凛個本 1‐ i

かいぬ参如轡得て行おれ鯉音ヽこ⑪囁 i帥アジ

ア女性売流:百 嚇錮蒙静■テ憑直 1融 ょ馴交 ‐

流のMもた電劃樋面|よリロ本の自■ディ:ネータ :

‐段を依頼書乱自
´
論ぬ鶏警署磐羅謂

°
しれ こ赫

魃胚呻呻S:、飲蠣履『仄舞 .

五  拶詈蕊盈:R曖饂鼈ζ
馬聾最濶

♂》瑞トットヮ7Li夕の拡大:胸偕硼な嗣〕幕こ月計ン匡ギ却レ

鍛:][FIWTヒ茸1尿
を共有ヒそぬ実施に向けで可能性響模索するこ

と
呼
ξ島饒 韮儡 哭 饒 1では、

:

剛 蟷趨鰊鱚勿翻笏畿闘蝠鰹鶉子蓄

ん嘔甕鰤 、晰 靱 屡氣夕によるヨハネ .

発言者な咎めゃ延饗岬躙本⑩参加者があつち |

東京lこ移動し盪腿したi俳 軍甲鹸 議ではす
よ藤 女共同参画局長、檬率隕境咎調鼈官にご

挨響いただき、関西以東からお願いした専P5分

りでご盾躍中⑪発言者やコーディネーターが、

幅広い蘭Jかを持つ参鯰者と共にゝゴL九州:練京

.共通いず|マ |二提■せ 3・分科会に蛉ふれて訪議し
|1呉覇皐抒霧『翼堤褻糞黎肇霙     |
いのも輻 ′       i     l
第 2分科会『大気

O地
琲闊瞬 f母下人と聾球甲 :

ふろしきJI I ,■ 「   二i f i Fl
第3分科会『ゴミ「非勒続的費輩産と鞘費―ギ‐

人とR瞬山笏   l        ・.:
最優⑩全体会では、今機の地域のネットヮT,
ク⑬強化輯展を誓biヽ、実鼈につなかりをうな分ニ

野の思峻を會んだよ言文藝巖鋼した。:これば輩 =

ず、各国ぬ代表からなる宣言文起草尖員会をぶ

置し、嘲ヒ九』‖篭V覇齢畿簾難穿融意した。1北脚螂けで |

働討議結‖などいに東京の会議守提示し、会場

鯖1島面
'1備
子警テ女性廂に会憑二| 

ノ
:

‐司し脚仰0颯′躁 争
i  ・ :ヽ=:::1=:｀  。  、̀:  =lP i: '|

私たちに =第 3倒1硼鰊アジアi鄭陶劇嬌艶潟:

での話喘 bヽに低:とり供、ジェンダ∵に平等で:

持続可能避権会づく「炒t⑩だめ⑩農意を重言bま

ち
私た場は、持滓河陶仄鰈蝙翻製路と・なる靱 t

男ヅ巡詢盗眈煽る.三 .とを麒 しま亀
:私
た

ちはまた、冷続前は離開発を追畿するに当た

'7
女性暉趾醸事が曇流とな葛べきであるこ■を強

調レ窯ル | 二  二 ■  1
にR進舅凩歿:]R又罠釉重
ぽして神 るヽことに着回し、れたちは、単なる環
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%で lまなく彙鰊籠尚軋銀
三
:≧舗逮でどは |

異なるアプロT零警菫るべきであることを提案
します。

私たち|ま、人の生論と健康に入瀞せない水か も

ぼ省Γ楔鶉鑽辣鰺瑾TPttP⑮
近な蒙踵動ヽ 地球レベルまでの水に関する意思

決定過程に女性0平等な参加を要求しますふ私
たちはまた12硼年3月 日本守翻催される第三
回世界水フォーラムにおけるキベてい決虚鶉よ l
び成果文書④内容に、ジェシダ轟日視点を主流 ri

d臨贔絣  凩なな
どの環境災書のもた酪す脅成と:そ机らの国境
を越ぇるmを 憂慮しています恩こ的よ_うな生
態的危機を克服するた論は、利虚らは、各徊脚亀

風力、太陽光、バイオマスなど⑩再生可能厚ネ i
ルギーの推達に数値目幅を入れるよう提案しま

す。私たちlよ、ジェンダーに敏感に考野ゃ事轟
決定への女性の平等な0加Q曇勇性を強く提唱
します。

私たちは、貌在の大量生産・大量鶉費 0大量

廃棄の生活様屯は変革ヤベきであるごと、こ日

変革をもたらすような制度的しくみを導入す表

きであると認識していますじ穏たちは、特論的

な鞘費と生産⑪推進にあたり、女性脚S意思決定
・

過程lこ積極的に参加するょう推築しま魂

0た ちは学の根の活動|ま持続可能な開発に
向けての実はは不可欠であると確幅しЪ練 ア

ジアの鰤 、N80tそ%の 主要デ汗 プに対
しま魂懃劃呼硼輸叫すます。j瓢たちはまた、過にな

物質的繁策を鰈 し適切な結費活動を行け、男

女およU岬邸覧闘C嘱胴閾、人間と同鋳の調和l「価

値をおく新しい期しと倫理にオブ喪立てることを

呼びかけますL私たち|ま環境教育の必弩性を主
張します。

私た弩け〕世甲尋叫申りヽ イ暉アジア岬 ::

境ネットワニタ 癬画躙匡画輔 め活動を強化推

淮するために、螂 な稽国鳳鷺動m5議蝿醗要 「

であると考えきた 二、三め制を上げますと、

/ ｀

関じtジ主ンダ‐口観点にたったプロジェ
クトやプ蔵グラムの道制で具体的な良'い事
例を募集し、それば机的国端 蔵する、  1,
③ 鉤続苛能な生活様式にかl‐fてぬ教育プログ

ラiムぬ開発|[当たり、ジェンダ…⑮視点を :

主鋼研断ナるも          l     .
④ 瑚腕 アジア地域滑こ掛け慟環境幽節をジェン

ダT⑮擾点かれ調査P明発し、地方自油体
を含蟄あ醸ゆるレベルの政府にその実践を

慟慮力Lける

などで七

私たち第2回ヨじ東デジァ女性環境会議⑮参
・

.

創者は、地域爵こおける実り多いネットヮークの
ために、さ幅に行鍼    るぺく今後・も
積極的にか姉 ゆます。

m年 1曲月rl_E日 (ゴヒ九州)
[:   量閲露̀午11麒月‐海 日 (棘)
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ツをめ畔極{曇窪i醒機鋼

報暮書1こも、
i「

女性の生涯↑き瀞た葛健康Jとい
|

母子一俸轟医療翼劇壽皐∵し下と・幅えてiヒ ,〕る,.・
これ幌》醤プ甲ダクラづギ:.´番〆ライギ∴
め概念とは異なり、「黄性の豊涯にわたる催 :ヽ

康』とも相反する。また、前述の『テプ0ア

ンド・ボディ』が実は ,『きわやカミ親子21』

かい刊行さ机でいる事実を知ると、日本に盤|:

。
けるリプログクテオブb♂冒レス/サイツめ定

°

着にはtまだま冠時間が力動二ると思おぎる,費
・

えない。
・     `´

艦
・回一堀

2・  1きホ嘱が日畢テ:露‐1』 l l iti‐
日本勿時(R饉愧蟄晰暉頌笏Я第5回瞳府

一日二



魔穆富y太順府『覇董糞圃善□攀造龍由廊薗守惑

バック‐ラッシ手にみまわれた大阪府男女共

同参画条例 (以下条例)であるが、8月 20
日、第 12条に基づいて、「大阪府男女共同参
画苦情処理制度Jが聞識され、3人の苦情処
理委員が任命 され た .制°度 の詳れ は

で

参照いただきたいがこ苦情嘲 関的条文は、

ぼ 冨 種 Nコ 鷲 浴 毀 書
。

あの時、私たちの F充分な権限をもち融立性
i

ができるだけ概保された第三者的な苦情処理

機関」の平請はt『条文の大言には入らないが、

第二者的な機用と同じような機関をつくるJ'

という当局の説明に押し切られた。そして、
J

今回、行政峨言う『同じような機関」が、予

想通りこういう中途半端な形で姿を表わした

わけである。    ^
市Jttω問題点をいくつかのべたい。

5二重
大阪府彙Fll第 瑠条で、人権侵害に関しては
『相談』t大阪府の施策に開しては『蕎情』と

文書が使いわけられている結果が鑑的に現れ

dtF鱚尿趙裔猥財蔵鰺蠣
け付ける形になつている。

でその22_ぎ 借遡塑聾資♂に限さrぁ静Ъま
ルヽ、ガb諄士分であ5」ど
申し立て受 lす付け憲回は、男女共同参画課

である。苦情処理委員は、男女共同参画課削

調査を依頼したもめについでのみ、『書画調

査』もしくは幅 要に応墜て事情隠 し、『知

事 |、こ対してJF意見を具申Jする日具申を受け
た ,『知事ざ』「処理方針を澱定』し、「知事が士

申.し出入に国纏するということになつている。

手尾となるスタッフや予算がついていない

状態での 蠅 査』lま、担当諷が準備した資料

や意見によらぎるをえない。F懸要に応じた

事情聴取」の権限があるだけで、資料提出命

爾問題点
―

請欅分急撃
二
t世界妾艤 議ネットヮーク関配

令権も開覧権もなbヽ状態で、行政の縦割りゝ

前IIj主義、理蠅婆壁義の壁れ ること口軍珈藍お

ぽつかないであろう。そしてt委員のできる
範囲は『意見具申』までで、

`勧
告でも助言で

もない。最終処理を決定する⑪は、あくまで

,知事である。薔情処理委員は、結岡は、行政
の手の上で躊ることbかできないであろう。
でその3≫ 意見翼中し庭瀞躍幽理はどj
ナ覇のだろ夢

例えば、大阪府ぬ昔情処理委員が、知事に

抱策④是正の意見判 をしたとする薔その機

の担保は、どうするのだろうむ埼玉県で感馬

F勧告、意見表現についてlま相当な期間を設

けて、是正その他の結置にっいて報告』とい

う規定をかろう曝て設けてあるのに、大用

にはこの規定すらない。委員は、「言いつぱな

しJであり、その後をフォロ宇する権限も低
務もない。

<その14≫  曜舗藝隧箋聾悧鍮銅ξ慮する_ξ
働 _          鱈つレ1ではこJttξ

‐

3置%で ルヽδ
:「知事が善1晴処錘委員会だ調査を依頼チる
°
ことが適当でないと認める事項」についでは、

調査対象外である。つまり、何をとりあげる
:

のがは、苦情噸 員ではなく知螂 撫める.

当局は、「運用⑪適切さ」をいうであろう。し

かし、昔情を出された側がとりあげるか否か

を擁める 匡苦情処理蜃度』など、こういつて ,

はなんだけれど、指稽に近い。知事か喝不本

意な国答しかない場合、申し立て人が次|こと

れ動行動は、・価なのだろう。行政訴訟力、「昔

情処理の制度ができた」と希望を持たせた分

だけゝ以前よりひどくなる。

今回の苦情処理委員制度には期待できない

点ど多す毒予0.結局は、市民甲善情考嘩策評
価、
.追
及、提言にまで長華する NPOな どの

市民の活動を満強化することでしか、物事は

進まないのかもしれない。

-9-



鼻』夕畢1雫業製事静|

饂
れる見込みである。   L
なず、岬0,怯ムイLする⑩漁鵠ぞ申目的Q第 1.
はももつと多くの履⑮女性たちギ量性の闘題警
るいに載,劃日諏匡蝿躍魏國睛員甲鷲ツトできるよラな岬
挙を作るためである。その第2は¬購動作でも

あり事業体で懲あ輸:よテな組織噌メ:ンパ
ことし

て、11参檬漱実践に参力Πするこ
|と‐を地じても女性・

が長体的に能カアツプしtエンパワ■メン‐卜b
合らせ静ぞtとを目指bでいるよ1踵mには理論
が不可欠だし、学OL必要だb・がξ

・
個々の女性

がエンパワーメントしていくに大⑪契塚 醸

に赫な意
:

てし|二奉け押ビll辱勲囃轟甲窯ゝむろん鋼こ―とヽ
特続等せていく手とも覚真戯〉)、ゼとい象‐キう_警
危機感曲 籠口で、組織hな弾ぜ陥:み等萎緯曇類
ぬ識題でわる、世曇‐D口  :i・ i l l
も,っとも悲観的撫状況はかり電なく元気の出

るような話しもお蜀。そのマつはご,起業し、新

しいビジネスを願師堀ずしと
｀
経祗摘瞥としてそ市中崚り

の星場警築さ罐わある1女性たち力爵増えて時ヽるこ
・

と寺ある。
.:こ
ぬ人たIちは、1挑戦方、実行力ぬあ

」

る女性で。おりご今や仕事を通醸で経済ルや社会

的費言力も持ちろらある暮そして、新
iし
む竜ビジ

ネスを展開す動な力までも多くの場合ti男社会で

侃義理М
や
撻簾瓢予

MD法人化を製機に新しい舎員として多く参加
しそ巌だ:ヒい人|たものソブレ、ラとネ嘉ドン≧
夕|:よっ:|:世界女性会議ネット71ク苛画のし
活れは新|レ藤暴甲び可龍ll学彎Lタア

な組織に
_

発展してぃく,ことを期待し丁町る`|

霜 [卵
上記の集懃瞳灯剛曝職権鸞二撫は、1:北京J腫三隅

佳子共同代表の非常戦お力機え・で実現できたも

ぬで、昨集1■月にlL九州で開催藝れた「女性

200③年会議汁二.≧■ヨ出:クか:し乱年Jに引
き続ぃせ、『国

‐
違針剖渕艦醜讐ゴm20⑩ o年余

議』:に向けて1『巫京争5グ
・宮とバルフエミ尋ス i

トシンポジァ』1警闘罹した北京
:脚
C④地域幕ッ:

トワニク鮮連携活動⑮雛 の一つだと理解して

しヽ6。

今向は、
1『

第
12回
嘲L東アジア女性環塩会議』

:暉

がに頓「I"了訃茉贔甲「

れて}｀静‐申国Q尋ギマ奉Tから噂■F持続可能な

梢費と生産Jというコンセプト鍮]提起事れるな‐
どゝ 男性も含め鰤□名近く::⑮参赳省が繰七爛心

と興味を持もで聞きいわた占_:書 blこ『環境致策

にもいて:ジエンダ■印視点か幅の提案を穐 ,こ :

と、
:そめため権政策決庭ぬあbゆる過程に女性|

が,加すらことはもちるん¬
1実
行過程にも女性

が参加千葛こと口竃要さ』
1・を強調し、轟鏡問題

に立場向かう韓国の女性たちぬ潜動を紹介しだ
:

※鯰 之 饉 』菫咤 舅警[尤T守

-10-



%の要螂 とジェ多ダニ蜘 鰯 葱M聯 冒

写 予焉 』熙 鮨 熙 Jテ彎「 懸プログクティプ
gノ¶レ乃

参加者は 13名」喘堕ξ計とMぽ)脚升口を論島勧  ○ インタこネット、ホ■ムヘ
L議
シ
゛
を熙予めでα≫都嫡竃読硼れテム

② 晴者の性が危なt｀絶これが色碗螂晴を考えぅ  ?1男 性よp女性の方が迦□品を含む性感染症
～』瑚ヒ村邦夫さん嶺催麹耐鼈 会クリニック所臓》|    :m)を 目|き量は警すしヽ。_理由1まt身体
つ 国の 唾華顧輔幽許綸調査』に関わつている患    

｀
の構饒址糞珊鶉駄 女性は社会的立場、男女

, 今印リカでは、禁欲載青脚虚んに行われてい    問わ経済格差。珊備やタラ亀デT感搬症力雹重症
るが成功している1とは思わな,貯ゝ『圏庭 は    化することが少なくなしゝ 緊急避妊法 (緊
あせるな、少しでも発延ばし時よう。』とい    急避妊ピ帥は、甲時間以内、3こ甲黙脚であ
う性教育曰メッセ責ジ犠送つている息      れば卜8%に下鰤3る」G rm曇攣撓軍出二

・

峨箸鳴離国口と開 め聯郡馨等::J出配されるリフ
゜
国瑠

部分でのバツタテJれにもいて報告:      :

i

濶言椰財 勒/」
える。)女は生物摯的に被害を負いやす膀ゝ
]をどう巻き退舅ヘ ダ:シ変えてもく。か、ど
んなメ蛇嗜
゛
を送つていく⑩力ヽ まさに 時

゛

ォダーの問題」■である。    二   ::
これかわ予どもを産綸親たちが産み育てる

洋  範躙鳳恙  穂
性に影響を■ぽし苦し中て彎.I尋1)郁中ぬ

教青が加園しされている、性交に実して避
妊法がきちんを行われでいるとは言えない。

①li脩瓢霜祠靱鶯鍵鶉
I の意図を知らせるなど、『メデぽリテジ・の間:題』□男教育の中で増ントビデオが及ぱす影零  ◇第4回学
ははかりしれない。    l: 

・f   
テーマ 「

・ 愛という言葉で、圃Ⅳ、望まな%に 向  ・同 時 ■!

からてい.く。どうしたら愛という言葉を使
わなしヽ    量できるの力、        会 場 真
・ 経験|き徹鑢 じ1を1墓判こおい鱈朧鞭育視   内 容‐,1‐

し1  ・         |

腎   量聘

臨の+4暮亀』れ到二鬼ン。轟事麟.②ギ靡乳靡焉守I■」
ン

※

ギ 11‐―



卿o3年度のゴヒ京

・
署jな文舅下陪釉駆]彗欠茫重
:流などもl赫・りまけfi苺鋤持■選さいる|::
61走基典■ジ直、:rO拘 I・守景   予算
{概算霧恭|こつし`ての価告醜 :事準ごi4ペー

|ザ面総務摺嚢捗欄孔 0月 画ごイングで⑮対応

①

fatrffifrBer;: [ffigffikFffi
H*E+tEf.I L* I ilfgF &ffiEl##ffi 6##r
,emg =ffiffi eAffi

'ffirrffit r#f'#ffmft

71回〒



J: 世界女性舎舗ロピイングネⅢヽトワ‐ク
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12月号 鋤唱年12月 1日発行

騨蒲讐瑚理到ば・・̈」・硼岨Pの日本叩 轟■の統鯰合に関れるよ申し入れ

去る12月 3日、瑚ヽ宮山洋子議員同道のもと、清水澄子①橋本ヒロ子共同代表と永井よし子事務

局長⑮日名が、外務省仮庁舎を調れも伊藤伸彰外務省纏鑽協蒻閻国際機構調長とぶ闘淑子同課長補

佐に面金、要望書を手渡しました。日本の顔の見える海外援助 特ヽに女性け自立支援のた帥 個田A
を廃止しないよう、日に見える力ゝたち輯 してほしいと申し入れました。

国連開発計画 哺硼Ⅷ)P》 の日本M基 金の続廃含にかかわる要望書

司L京 型LC lま、国際連合第 4回世界女性会議におしヽて採択された FttL京宣言鶉よび行動綱領』

に基づき、その実現をはかるため、全国%の ネットワァクをっくり、政策提言のため、調査、
研察、ロピー活動を行つている市晟団体です。

U]剛〕Pの日本Ⅷ D輪 は%1905年 の第 4回世渕甚螂瞼錯轟 創ヒ京)において、当時の野坂
官房長官 (女性闘題担当大臣)がその代表演説で途上国の女性支援イLシアティプを離表さ。れも
『瑚は京行動綱領』ぬ日本のフォローアップの目玉として設立されたものです。国連諸機関、途上

国、ドナー国、そして日本国内においても、女性支援のための鱚 な緋 の実庫としてれられ

ています。これもひとえに同基金の重要性に鑑み、一貫bで処出を鼈 し、その執行を所管して

こ・られた外務省めご尽力による成果と高く評価しております。

また、外務省では男女共同参面に係れる施策⑮一日の推進を図るため、副大臣を本部長とする

『男女共同参画推憔会議』を2001年に設置し、男女共同参画の実現に向けた国際社会会⑪協

①
[苅「Mi幅]鰹鴛甕父[瞬「21巫軌ぅち儡P叩椰轟
基金』を廃止し、他の閥連鍵金 (『人造り基金』および『ET基金』)と合わせて新たに「パー ト

ナーシップ基金』を測識するという方針であるとの情報に接し 私ゝたちは、このような方針は女

性関連施策の大幅な後退を招くおそれがあると考えます.新しい レく― トナーシップ基金』:構想

では、wmノジェンダー関連案件について一定の割合が用途指定 (イ ヤーマーク)されるという

確価はなく.ち 現在の施簾環境のもとでの『日本閻 基金』廃止は、「蠅 |ジェンダー案件』の

激減につながることが十分瑚 されます。
‐
私たちは、この点に深い憂慮を覚え輸ものでありますQ

したがっても私たちは、蠅 省の来年度女性関連施策予算i亀おしミても.こ剛圃Pの 日本側 D基企
を存続させ、本年度と同等額の概算要求及び拠出を行うことを要望いたします。

日本WID基金の経続を要求する主な理由は以下の通りです。 
寸

'

(1)内外で向い評価を得ている国ホWm基 金を廃止すれは、それは日本印 WttD∫ジェンダーに
対するマイナスの政策表明として重く受1す上められることは必至です。「嘲L京プラス 10Jにあた
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諄
竃

る2005年 lこむlサて、各回はれ涼行動綱領のプ廉

ります。その重要鞘範目を目がにしてい日cず WI]

ない力Lと祗ななれ遍lti        t i

鰤1赫陶 盗 緩、議が国が手甲間審熱■おづ■しモい遠t。〉躾 躊 こまた、
国連機関が常駐していない多くの印においても支援活動を備

ことができ、かつ F日本M墓

雪ぜζ誕鼈驀轟醤量輛尋曇誓旨
・
1言不 ξ蹴施又讀=

参席されてし`金サe l  .          l l    
‐
 |

暑る11月 l i11 4国 にンウルで国連女性ぬ地位向上部譲開催し
lt『‐女性師地位向上のため

′

の%涙蝙赫滝と轟曲鵜爺萎
孟
馨蟄 書処鱒鰈

霧
レポ7翠
颯鰤 i馳闘DPWm基 金により、リトアニアの 5つの地

奮盲Tに製繕呻魃癸軽1竃t廷∫賣笏鰍覗理はR薫炎
p

他の車ヨニ懺ツパ蝠普及していく手挙で 失`葉率のM｀こ⑮地域暉女性口雇用機会を大き
く押ぱ

す三ご漁ξ驀き轟と期待しそし〕奎
:し
た。せし、W面基金譲漁―トナージジ

lプ
基盤に統合きわると、

このように晟黒碁あぱせいる事業に支援できる可能性は減少するこ赴力
言餘念きれます。  ´

幅)i日本Wm基金の重点分野1こ曜、第平回了17リカ開発会議ぐ皿鯰卯運)鸞択された『東
京行猾計画」ilのシ寡急二妻嘉ナ億含まれて書り、案枠蜻笙くllit、 さぎぎまな国憔的な政策表明の

プォ白―デjジともなっていまず:またt比較的新
Pしし
・ヽ
分野て歯、管国と貿易≪WI蜘ごI密哩趣DS、

ジ皇多ダ■亭鼻)に鮨itモ tl斬新理手緩め蘭轟持、薯デル構築を目的と
1し権案件を数多く

ヽ
支援し:

ており、世界的に
:も
1注目されています。

:○
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臨□守邸曇塾書魯提出し議す J豪調盟雨田1に・m□・

・            2002年 12月 5日

要  望  書 ・

平成 14年 11月 付税制調査会の「平成15年度における税制改革についての答申』 (
以下 F本答申』という。)においてご『当調査会としては、配偶者特別控勝は廃止すべき
であると考える。』との結論が出されているが、貴調査会におけるこの点に関する鋼 に

関し、以下の通岬の意見を述べるものである。

I 当団体の意見
当団体は、本答中に従つて、平成 15年度税制改正においてはゝ配偶者特別控除を廃
止することを求めるものである。なお、配偶者特別控際の廃止におたつては、育児 p介

護等のために就業不能な状況にある被扶養配偶者に対する政策的配慮を検討すること.

Ⅲ 意見の理由
配偶者控除・特別控除という制度は、世帯に郷ける女性が専業主婦であるということ

を前提にその世帯主である夫の手取り収入について大幅な税額控際を認めるというイン

センティプを与えるものである。また年金においても第3鉤 険者はゝ被用者の機
養配偶者において、年収 130万円未満であれば、椰金保険料を支払瀞なくても基礎年
金受給者とすることも、世帯における女性が専叢主婦であることにインセンティプを与

える制度である8

これらの期度は、世帯における女性に専業主婦であることのインセンティプを与えて

いるだけでなく、女性④再就業の際は、税制上では夫の
°
T解、年佳_Lでは企業⑪都合と

いう、自らの判断では決められない要国に規定されることによつてもその収入⑪額につ

いて影響を与えているのである。
。この状態lま、男女共同参両社会畠本法 4´条に規定されている『男女共同参画社会の形

成に当たつては、社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役割分担等を反映

して、男女の社会における活動の選択に対して中立でない影響を及ばすことにより、男

女共同参画社会の形成を阻討 る要国となるおそれ力まあることにかんがみ、社会麟 け

る制度又は慣行が男女の社会にお1する活動の選択に対して及はす影響をできる限り中立

なものとするように配慮されなiすれはならない。』とあることに反するものであつて、

国法15条に1まこ『国は、男女共同参両社会の形成に影響を及ぱすと認められる施策を
策定し、及び実施するに当たつてはゝ

・T女共同参両社会の形成に配慮しなければならな
い。Jとの規定に基づきこのようなれ度は変更されなければならない。したがって、税

制においては、配偶者珈 囃瓢麹割廃止されるとすべきである。   1

当団体の見解 (SIJ紙 )

1 現在、雇用者 0自営業⑮非働き世帯を合わせた数は、岬性雇用者と専業主 婦の世惜

数を上国ぅてきている。

しかし女性の就業にお:するM字型カープは依然と存在しており、出産
0予育てに直面
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す尋年船であ慟山率は低下し離職する女性が多い子とを示している.一方、再就業時に
おける雇用処遇状況については、女性の30～ 44・歳囀未就叢からの入職め過半数1まパ
ートタイム世l陸轟彎動,|てこそ岬姉率‐も共晏陸蟄 縛1特曝邸:団鐙勢聾慮聯碑監性の成

業形種の過半数はパート・アルバイトとなっている。

しかもこのパートタイム就業が多数を占める状況において¬女性労働者峨間li、 賃住
0年収や労働時間力t一定⑪水準を超えないよう調整するという現象力事起きており、所得

分布上も需興190:画甲彎手前に中力]できているキうにヽキ年闘畢みはゃ子のほ挙おギが
:0‐0万甲嬰下準‐なITいう。ずね覆0   1                  ,・
2.学撞基本調査によ尋女性躙大学進学率は、4年制大学では、マ平成8年度から毎年約 1
%ずも増加しており,、 平成 19年度においてlま 87・ 1(約 二③2万 6千人)を占める
に韮うている。こ編に短大の女子25万 8千人を加えても、高鮨 を受けた女性はま
すます増加しつつあこのである。     i
=;就業面では、20代前半女性の予割り労働市場に参入して鶉:明 t新規学卒者ぬ8割は
アルタイム

'嗣
典型的で:勢

=性
1と大差力まな懸ヽ1'ず   -        1‐

ほかし上記⑩ように女性のテイアサイクルとしで、学校を率業して二旦は就業bでも
、出産ぎ子育てで離職子

:そぬ後の専就業の時点では大鼻た豪ィム労働薯としで:調得分
縮_iL七年靱遷ioふ方角ぬ

t撃
力IL岳網寺きぷょぅ心、費曇:年最や労働時間節t上艦ぬ水準

配偶者控除 ?配儡者特別機除等に?いて

告撃
ねは申岬煮鞘昨 1:特卿響除中問題は、ぉそ⑪連れ合し)であ極夫に関すら所得につい

。ての議税上の投朧であることを■視すべきてお懸嵐

専業主婦である女性が働き始める際には (通常は子供が小学校に入学した後)iゝ 配偶

者搾朧■M暉鐸赫祓剛劃除岬猾 限を越える賃金を得て働く場合電:妻 lこ対ヒて、
今
夫の勤務

先怪興偶者の動機先ぬ届け出を行テ:こ ととも配偶者控躙「M儡者特肉控除⑮不適用によ
柳夫峨手取蠣入が減額する基とについての了解を取る必要が生じてくる口であるLもま
駒妻が働き出bで収入を得ることについて、妻本人ぬ判断だけでなく

―
亀夫ぬ了解が必要

となることが」妻⑩再就業ぬ際の行動1≧癬響を与えることf哉明らかである:

きしに、家族手当麒度か採用bてしヽも企業が多数に上り、ま定め'讀盤策における支給
基準を配偶者̈ 収入としtそ融基準を103面口にゃャ1でいもとし

.l'こ
どは、毒の収入

がこれを超えるときは、=美め手取り収入のうちぬ家族手当分注寺雹失うことになるもあ,

菫季甕馨會』冒[宦電雷IF墨禦藝温RT憲管香喜種曇量層逼置繁亀ぼlTP翻熙F軍
夫

・
これらの点から

°
もれ が輻 において、10③ 万円の手前に自らの収炉蝙鱚量を行う

ことにつながるのである。
1を
しそ社会保障llj産に轟レtモ :も、厚生年金|ともb`ヽそは基羹負漉蔀分があふぬで.'現状
のように不況が深刻な際は、年収130万円を厚生年金⑩適用基準とするとt盆葉にと
名せは整羹負担磐抑ぇる推務に:女性パニトタィム錯働者ぬ虐廟著縫もいては、こ峨皇
嘩以下にするというインセンティプが働くことになり、女性のパ‐トタイム労働者の収

-4-   ‐
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入に大きな影響を与えることは明白である。

このように、女性の再就業において税nllゃ午金yll度が影響を与えている要因は、世帯

単位の年間収入の総額睦いう問題とともに、llj度そ⑪ものの内容が、税制では夫の了解

、年金では企業岬都合と_い う、自らの判断では決められない他の要国に規定されている

ことが問題であるといえるのであるQ■
°「

4 北京女性会議以降、女性の社会進出についての問題が大きく融り上げられてきている
がミロ本は光纏国の中で強とりおけ女性のエンパワーメント指数が低いことで知られて
いる。しかしその背景には、このように多数の高等教育を受けた蠅 が、出藤 子育て

でキャリヤを中断させ、しかも再就業⑮際は、最低賃金にも満たない収入しか得られな

い状況を余儀なくされるという社会制度が存在することも、そ⑮大きな要国であると考

えられるのである。

5~よ って、これら女性⑪社会進出を抑える制度については、できる限り廃止していくペ

きでありゝ そのことから、今回の本答申において  ゝF配偶者特sほ降は廃止すべきでお
ると考える。』との儡 にいたがつて、平威n5年度税制改正においては、配偶者特nlj
控除は廃止することを求めるものである.

贈5回アジプ燕甲畔典画蓋護帽鋼す轡嚢畢議
lLttL配も賛同団体に・……¨

2帥4年月に開催予定囀 イロ+loの地域会議として、第邑回アジア太平洋人国会議 屯嘔]PC)
が、2m2年 12月 11・ 17日にバンコクで開催されます。そのための第 2回準備会誰が 10月 熙ぃ31
日に関催されゝアメリヵ政府は本国からも含め6名⑮代議団を送り込ん囀 たとぃぅことでた ア
メリカ、イギ脚ス、フランス、オラングなどアジア太子洋地域に値民れをもった固宗主回は国連ア

ジア太平洋経済社会委員会の域外メンパーとなっていまれ 攣備⑮議に6名も参加することは異例_

峙憩ぶヴじ量2量雪等[1‐ユ璽珀璧轟
=l鷲
な文了辟写嘉I雖「

と言う用語を「男女の平等な取り極い 幅岬戯艇唾attent配 蜘帥鰤d輌 甑)』 に代えるようにと
発言し、まつたくバチカンと同じような発言をしていたといい誡 このままではゝ12月に採択さ

れるアジア太平洋人口行動計画順 イロ行動計画よ憬も大幅|こ後退する融ながありま亀
こは う餓 畔 鑢 ■ 夢呻実奏堰夢舞裏ツト

」ili暮爵r亀翼 羹 熙 瞑 楔 瓢 眩 ン『ジア太平洋人国会議における国     の [着
厚生労働害などに提出するこ。とになり、北京通臨 も嬰望団体として参加しました。 鰤詳:ヒロ子)

第5回      国会議惑輪 職る  。・

同   日

日本のリプロダクティプ0～レスおよび人口分いで活動を続けているN帥 有志―同は1鋤醜年 1露 月 11
日から17日にタオ・バシLクで開催きれ島鏡島回テジプ太宰澤入画会議 硼爬 軸 農由n田耐:=P澄面範
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Popub鰤 Q耐睡帥同:斑P動に出席する日本政府代表面こ対し、以下めことを要望致しま九

日本政府は、               `
1319酷

°
年回国際入固σi魏臨籍潮■ザプト〇カイロ)で日本を含む 1憎 iヶ国が合意した『カイ由痴動鰺画』

を遵守し、リプロダクテオプ・ヘルス/ライツを基率理念をして、
'番の実蟄に向け馨1き続慮諾政策を

罐筵鐵ること:を調職こ表鯛す慟迅と高

2.メ プロダクティプ○亀脂累ノ人固分野における日本咽途上国握助鶉よ醐判酔機関ら卿れ出を減しさな
いこともまた日奉囲国際援助喩 駒イ甲    』に潜つて推鐘籍れること警明確に表鯛すること6

要望理由 :                                     ―

日馴 は、「カイロ行動誹両』麒扁行動計画とmの 成立にあたつて重要な役割を担ぃ嗜その後もり.プロ
グクティプ毒_■ル尋/人目分蛎⑮霙動に奉先して露り組んできたと理解しておりますЪ日本が国膿機yおよ

蠅 動 にと輝 曇曇下蜘 轟 魏 諷 に
意 ポ 燿 鑢 %軋 鍵 写 響Ю

巡 陪 縄 ittlk鞣 鼈 魯戊 繭 縦 臨 蝙 馘 Ⅲ

…

夢プな

発揮することを期待致bまへ                   。 ・

カイロ会議ではも統計曲 申Jじ甲人国政策力1騨、カップルや個人口健康と生活向上を重視す働視庶へとイfラ

ダイム輌繰辟術われまb起 リプロダクテイプ0ヘル轟/ライツをキーワ‐―ド起する衛動計画は1オペで⑮

カップルと個人が、空理を通して性を生贖に関する健康豊専受脹、いつ伽典子どもな瞳むつQ麗菫
‐はし帥)留選

択することを基本的人謄として初めて位置づけました。
e鑑
拠嘩合意した固夕には、リプロダクティプ・ヘル

ス/ライツの実現とツプ甲ノクティプ・ヘルスOサーピスω充実が人口問題颯解決につな力言ると的共肉颯講

があ柳ま1した。行動計画はもリプ白ダクテ却プP争ル尋/デイツの実現1越対する国の責任にも言及していま_
亀  .、

曰率の指苧的は割をな摯健占しにアキ ルナ曇
:ためにもも目率麒Mが確固なる姿勢でЪ

満る行動計画国連ポ費睾覇すうこと費晦≦・要望致しまち
国際的な合意文書で

= ■ 藪  J菫 口亘曇菫頭晏顧嘔]甲襲肇甲亜曇専専頭夢  ヽ ■ヨЦ
“

菫尊頭頭ロロ由嗅車中国
=尊
嗜車車薗顧D  鋼

〇

盤

「

じ誼
一
じ・卜
一

・眈
一
一つ
ト

■             ■

量D(遇 年 :11月 25日

に止飩].閻判麟り/麗赫軍雪贄:壁貢」蜆鷲抒眠::'  :`i::     ` 1  ' ‐「 : ′.f「    :・         _               .,   . が
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調査、研究、ロピこ活動を行つている市民団体です。

この間、堂本知事の「日本一の条JllをつくりたいJと の方針による、千葉県の男女共同

参画条Fllに私たちはたいへん期待して鵜りました。武ヒ京 JAC会員④中には、各地のモデル
になつているといわれる埼玉県⑮「男女共同参画推進条yll』 の策定にかかかわつた者もおり、

各地で『男女共同参画条例』⑮策定に市民として、学識経験者としてきまざまな形で協力し

ています。その意味でも今回の千葉県の「男女共同参画条例』へ的取駿組みは、・閲応をもつ

て見守つてまい慟ました.

ところが¬千葉県議会開会前⑮ 哄 札の参加資格審査における男女共同参画の融 組率の

考慮』や「家族経営協定Jの文言の肖J除という2項目⑮修正要求にくわえ、最議会開会申
も各条項に関し、反対意見が高され、仕⑩結果、12月 議会へ 嘲齢滓論議』になったと伺い

ました.

私たちの拝見すると'こ ろ、「条Fll案』は 国ゝの基本法に沿い、また堂本知事が強調する「地

方分権Jの精神にふさわしく、千葉の地域性を生か bた、よりよい内容⑮ものと考えます。
特に「女性の健康支援』におlする『男女が、互いの人権を尊重し、性及び子を産み育てるこ

とについても自己の意思を尊電されるようJという筒面は、1ヒ京会議の 。『世界的合意』とな
つています。たとえカイロ会議で一部のイスラム、カトリックの国などが反対したとはいえ、

私たち|ま、国家や宗教がひとりひとりの人間の生き方をしばり、ねtllすることは誤りだと考

えています。

また『教育Jにおける FttBljにかかわりなく、個性。と能力を』という箇所|ま、男女の性別』
を理由にして起通るさまざまな差別をなくすことを目的とヒており F性差否定』をめざすも

のではありませんe

独自の修正案の提出や『廃案の意向』などを仄聞いたbますが、これほど理想的な条rll案

Iま―刻も早く採択されるべきと考えます。

ぜひ この条Fll案を 12月 議会で成立されますよう、順つてやみません。

母子寡婦福祉法の改悪xx率覗 萱扶養手当大幅plJ減×xxxx

赤石千衣子 (しんぐるまぎあず・ふぉ―らむ)

21日参議院厚生労働委員会で母子寡婦福祉法および児童接養手当法の改正案が 採機され、

22日 本会議で成立しました。Mゝ審議期間でしたが、母子福社の根幹を変えてしまつ法律浦t

通ってしまった通とに深い危機盛をもつております。

審議の中では5年後にさらなる児童扶養手当の減額措置をするとしている条文が、まつたく

根拠のない、所得bll限を越えた人の平均立給年数が 5無に近いからという驚くべき数字を出し

てきたり不正受給が多いとした根拠が過誤支綸中数字だもたりとぃうことが開しかにな駒も非

常にでたらぬな法案であつたことが明らわになりました。   1
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しかし、それでも、民主党の修正案は否決された後、与党と民主党などの賛成で法案|ま成立

しました。以下に、しんぐるまざあザ¬ふぉよ
｀
らむね声明を揚付します:|し ろ`いろな場所でこ

のことを問題にして聯ヽただければと鶉
.も
います.

.これから自治体は母子家庭等
'(父
子含む)ぬ就労支援策などの自立支援計画を定め

・
るとして

いますので、こちらへの文視も也要となります。

倉敷硼 死した少女の躙 は、逮捕されまbた。母子家庭のMは 、子どもを見なせてしま
つたら犯罪者となる。なんども考える鰹ですが納得できません。

申帝中脅撮ウ脅ウ喩中申詣争中き由士中ウ中中鵞曹悔由曹中中會由由申由ウ申緻ウ曹争中中由骨曹申帝申争膏中舎中由中中中学中中中帝帝常喘中帝帝申中常喘中士中中中中脅申曇中士

母子纂m福祉濃瀾ょび児童犠着手当怯『改正』案 参議院委員会採農に際ヒで口‐声明

私たちは母子家庭の

“

事者國体で、会員数 800人の全国組織です。

本日、参議院厚生労働委員会で採快した母子寡婦福祉法稲よび児童扶義手当法「改正」案

について、当鞘 団体として意見を表明bます。まず今後⑩母子家庭の生活 を左右するよ

うな¬また戦後の母子福祉政策を大きく変更する法改正が、たつた3週間余口審議で決まつ

たことには、国会がいかに母子家庭を軽視しているかな颯じました。審議中町能な限り母子

家庭の母親が仕事を体み傍朧しましたが、出席議員も少なく、社会的弱者への関Jいの低さに

abが寒くなります.

母子寡婦福祉法については、|またしてこの法律で十分な就労支援、子ども支援が行ねれる

のかは審議を通じてもまだ見えてこないところです。正規雇用が地え、賃金があが駒、かつ

量子家庭が仕事にわけ輸ようにするにはとでも十分とは鳳えません。現在峨母子家庭の母親

が量瀞れている雇濡⑪状況の厳しさから導て、今後国に母子の雇用を制関するような積極的

な努力を期待します。またも自治体の就労支援計画については、自治体の意識峨低きに危惧

を抱きつつもゝ今後⑩奮闘をお願いし、笥団体としては、L視と同時に提言を行いt全国内
なJ情報提供をおこなつていく所春です。

しかし、なんといつても児童扶養手当の制度改正がなん⑪修正も経ていないことには回惜

しい思いをぬずいきれません。自ら進んで自立を図るとされた母子家庭は、9割近くが今で

も十分自立し、働いているのでわつて、自立圭手箇停止のような文書が入つたことに大きな

危惧を抱しヽています。まな、5年後さらに一部支給停止を半額を閂度に行う条文は、凍結と

す魯ぺきでしたが、付帯蠅 で一定の歯止めがかかり、国会議員の導なさんのご努力に感謝

しております。しかし、現状での日子家庭⑪□期、主悟困難を考えれは本業はそもそも肖J除

すべきでした日また正当な理由なく求職活動をしないときに支給停止とする 14‐条⑪規定が、

調査等を倍増させ、そ⑮結果意歌を奪い、プライパシー侵害などを巻き起こす危険からみ

ても、間』除か妥当でしたがこ今後の運用に国会⑩協力も得て注視が必要です。養育費の市1

度イヒにもに も民事執行制度な脚 進展が本来先行すべきでしたが、所得算入については、

なしとするべきでしょう。

総じてこの機案を見ると、政寵の少子イ臨対策は、ひとり親に育も子どもには無緑である

としか考えられません。働lナ働けという厳しいゴ吻 ばかりを母子に当ででいますが、母予

には曖かい応援が必要な口です。今年 9月 t檜敷市で母子家庭の 11歳⑮女暉手が餓死して=

発見されまし走。こめような楊 が成立することで今後第鳳、第 3面陽子ちぜんを出してし

まうのではないでしようか。私たちは(今回、母子施策を靡 支援のrllのもどき切叩下げ
。
られたことに大きな危惧を抱きます。しかし、今後もこ⑮遣用をめぐって、縦言・情報提

・

供・相談など可能な限り⑮活動を行つていきます。

-8-
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世界情報社会サミット.侮ジェング‐曲視慮を∫入れる

国連および国際通信連合 (ITU)などの主
催で、鋼 3年 12月 にジュネープで、また a10051

年にはチュニジアで世界情椰社会サミット《W
SIS)が開催される。これら疇 での議論
や成果勒にジエンダーの視点を入れるための会

合が行われている。

その第 1は、毎年 3月 に開催される国連女性

④地位委員会 (CSW)で、CSWの議題にあ

〇
鼈 蒻 図 雛 亀 夕 予 霞 鶉 t菖
催して議論し作成した報告書をCSWに提出す
る。鋼鯛年の議題の一つが女性の地位向上のな

めの情報通信技術の活用と影響で、そのための

専門毅 合が回Ю2年 11月 11-14日 に韓国ソ

ウルの韓国女性開発院で開催された。主催は

D劇叩田臥 および国連 I{rタスクフォースで

ある。この専P5家会合に先齢 て、自剛 年 6

月 17日‐7月 19日まで⑪5週間オンライン会議

が開催され約3閲 人が割 団し、その都告書も今

回提出された。

2番目ltWS I Sのmp羹 邸mmにジェンダ
ーの視点を入れるた嗣 会合をすることで稲 。

たとえば、11月 にポーランドのプカレストで開

○饒漿聰5善∬    蠍l
が開催されへ勧告を採択しれ 働歯には、爾圏

の政府代表団に女性を 帥%入れる足となどが
入つている。アジア太宰洋地域のp還印画曲は、

2G醍
°
毎 1月 13-15日 に東京商輸プリンスホテ

ルで開催されるこその前にジ平ンダこコニカス
・
を開催してアジア太平洋 mmmで 仰成果に
ジェンダーの視点を蜘 ることで、その儡 申

である。

3番目は、210鵬 年5月を曰職にマレ…シア政
1 府、UNЁ SCAP, i Tul韓国淑明女子大
学アジア太平洋女性通信センターなどですすめ

橋本ヒロ子

でいるICTに関する女性金議であ亀
今回では、議か参加した韓国で開催された 1

の専門家会合について紹介す醜

上のため暉情報剰信襲師嗜 蝿

と跡 鱚 る割 確熙書合』

主催 :国連黄性の地位向上部、Πり、国連 IttT

タスクフォース

団皇:躙嘔年 11月 11日から14日、11日 2

眼の授業を終えて出発したため 1ゝ2日からオプ

サマバーとして,加し、14日 の午後 3時に空港
に出発しれ

場所 :ソウル市韓国女性開発院

参加者 :専門家 :アプリカ、コーロッパ、アジ

ア珈 など世界の地域か幅10名

オブザニン準 :F蠅のアジア太平洋地域ジ■ン
ダーアドバイザー、画軸抱≧に 人口続計下長、

横界銀行ジェングで統合担当官、カナダ女性の

地位響tカナダ卿画面鴫pa画の代設、韓国女性

靱 な観 甲率典臆祀一人であつたが、授業

めたぬ 2日 曰力Lら参加し、最終日向 も住曜曰

に会議が入つていたため、報告書の検討申の 3

時に退金して帰国した.(全体会ではオブザ∵
バーは発言することを慶 止々められ走が、グル

ープ討議では対等に参加できた。)

Fイヒの期闇凪とM
この導P5家会合ぬ開催地田韓国が選ば机た⑮

は、世界でもトップクラスといわれる輸国中 I

T化⑮状況がある。四Юl年 1月 に情報通信省の

提出で国会が採択した情報格差解梢法では、 1

CTにおけるジェンダー平響t特に主婦劇 C
Tへのアクセスを増力国させることを定めている6
さらl邑韓国女性省は、女性の情靱化のなめの墓

本 5か年計画を策定した。内容はⅦ睡垂ぎsI鶴

tの情築、女性⑩謄報ムのアクセスを増加する

ためのポランテイアネットワークの構築、 IT
産業   雹長く動赫られるょうに   、

-9-



様々 ∵駐翼翼  ζ轍象
らである。

そのほか口議論

女性を手ンパワ〒するためにラジオ碑テレビも

襲         i
ICT政策を作つて電尋中はまつたくジニンダ
ー認識働なぃ昴叫でゃり、女性がみり込むこと ,

に極抗がある。̈政策担当者面意識を麦えること
がきわめて重賣

ICT暉副l躙に女性でわるために入ることが
ある。          '
ICTど諷 呻♂曜れ出にどのようll役に車っ

遜讐曇瞥写F警霞了言浴肇巡尋彙言蜃要糧輩抵
役に窯たなしヽ

み為[雛 紺 騨 聰 暮 嚇 1'I
ウガングでは恥農村女性の準中のCpttOMプ
ロジ土クトが成功している口   |
1軍 国甲午後なら1思 国には中■キンググループ
に分塗新曲鵡銑筍直卜

=1感
黒驚靱青業としてま

とめ、輿凛に轟覇輸した燻稿山輛榔⑬に中で聰国
口たぬ鍮 :

膏
T貶笏磋:鼈鑽L真ンタi
― 捏̈点を入れ|る。

1碁Im5群尚鰺八量3fジ言
.2・ 副鰊略す蜀環境⑩構築:、

畢・
｀
II ttTの祗用を通して女性ぬェンパヮー

メント・を図石       :
..|・ 炉却隼舎呼やけ骨率修中峰済委れぬ撻濾11
5。 .情報社会に鵜けるジーェンダ■平等塞推進
すること̀をi鰹発にする起と

I「F敏策がプ三ングニ率集めゴールを確羮
に統合するためにジ生シジ■活動蒙悪まwsls
暉プ甲セスに活発1竜参れできるようにすること

機狡覗ピ1言門青費貴守T号

|〇

昌
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Ell会報告

諄替:冒:朝薗係を考える|:i111
」 貯 ホl置 苧

贈月ム:7圃 :0回蜘竜圏曇麟でコ率典鍵曇闘鰹嗣舶蒙きれ叫 ′郷ホぬテレピや守尻謳

ミ印、陶 道』や『硼即回隠辟爆颯刺騰翡肇慶肇羮鎖通』鼓酵唖副〕
°
報通』臓も連□こ北朝鮮汽の殴じむ―Ъ

や

欄懸と戯嵐をあ争わ悔曝ヽ 寄脚職□鶴
・朝繹ふ鷹身帥守く勧感いを与嵐ている島瞥炉ピ印穐 =l

会者やゲ累卜の発言ち7倒こ同申と馴齢の近代⑭過去と翻他の睡喪む露童腿無拠 b慟 自園
地 岬醐 一山であるぃ

東ぷ都働葛隠椰麹肇麟:曇 1月 10印欄峨蟻雄テレビロ器糧看『あんな野甕槌北朝鮮と国質 :

正常化彎すべきで書Lbン糧鯖興力で剛けなけ拠曜日撻虐濃崩壊†ろ酌…等や二輔 つ暴と」
だ』あるいは『魏致被壽者の子供を取り,齢ため:こ融案は饉動と戦争Lねつていし判 など
という常軌を通した暴言ギ穆ずね愚G馨藻斃識1こ藝つてはな:こおかぃゎん進がも轟維のこ・
のような発首のま翻には題繊鋼弼賭猥柳郡ある.ま筍、国斐正嘲咄濶瑚圏除者餞霜鄭副輿融して
いることであ衝爵国変正常化とはも節ザに懺幸が3□年圃も    最軸上して曳醜Lt^
朝鮮腱艤に書太鋳摺審脱毯軸瀞他♭Ъ経こ計らぬ謝轟と艦しもでお愚¬回疇韓戦縦馳T鐸固IF′

及尋輌欄闘硼ぶ正職な関儡を正常希関係腫改馳輌というP縄とで轟讐も́脚本にとつて欄鋤て

腱史的で連義的な解決ナ採き酸稽課題な口であ静。しかも、噛■幾き
:晶起戦鐘磐理とも与え

よう。極騎協力臆その責極を最たすためロニ嗜の順式であ駿ら。方法守泌Jで瑚ヒ硼酔が非燿 ′

されたり、織判を載晴晉融向鐘何ち蕃確曝むむゝ ,ただも
:中
国、縦靱鮮縄↓蜀彙器入場醜事

件ポ写1奪起こされたこと認bいミ⑮鰈 邑咽いて円    横審昔    薄ゝF輸甲 |
に曜旗者昔ぬて調弊と輛備を求ぬて昨■《とい枷劇申倒暉躁田が生じてい義辱蕃は自:晰のこ

とである⑤したがってぅら曇申絆峨処瑞維国費顧嚇他壺渉と並行感で伽鍵琲棒錯事柄であ
・

るs正常化の費渉をす製きで臆鍮肇。も上の鼈雌l批滉む一つ亀憔醍できな缶`罐費聾和ヒ北朝 i

鮮鵬壊論:ユ立つ瞳醸て麒治的な意厠といわぎ曇轡起なしゝ        lヽ■11・

それにはても、メディアで榊 泊機で場れも同軸 過義も理縫朝鮮に向むして奢たか、

また、ら致申仲購枷眸苧場働いかなる機滉下で発ましたかについても番軸歴史繭な蜃論と

背景について知る蕗要があるうゃ

日本と哺ヒ馴鮮轍脚齢はユ邸G7年峨識力む曹量に不平等条約讐強薯b.回濃ぃ日置軸争の
大朧進行時腱場iこする目的から始まつた吊暮r3.05年には同ぶ寧朧が自轟菫審:こ鍮だれ贔 :

ふ・:掘躙議〔曇秦ぴ枷む疇颯囀そ曲韓作を曲疇し騎仙む愈は電幾くという自脅む衛鋤鯉こと

も、朝岬民践に瞳轟れがたい鵬辱⑪歴嚢として焼きついてい高。日本部行った値槌地成飾

は、朝鮮品蹴の上地島氏蕗島霊蒙、文字警奪い零畠彎ω自越と日暴則氏はな
°
りき轟こと奮

強制し錮雁いた。そして、日本人働侵健性と期囃典譲礎翻轟府些撤雌しも逮副験瀬密強化

Lれ ・10ュ 3祭中間藁北爵臨時lこ ,、『朧 ムが暴働そ起こす』という寧都騰醜bたデ守で

6,700人も磯鄭洋ムが巾蟻申手で慮殺された事鞍密みおぼ当時中他舎栽腱がうか譜Gえ
るこ                        _.

また、慰安酔や二〇0万人にも.上る強制逃術薪攀蛉ヒ朝鮮∴ほ圏ホ帝□案暑によIFil犠癌b
た柳睡と薮背の下宅識散峨曜奥密強い魯渦た。              c    ｀

19魂 5年二回本部耀鵬鞠齢噌敗れ把仁とで朝鮮纏□撒されたざしかし器ノ論戦醐始まり
19攀 翻年には轄圏と北朝紳⑩墨鶯○惜嚇薗暉邸感由・ウら二

.ぼ
ホはアメ野J昴ナジア鴨喘

に劇朧し、1965年牌は日韓暴胸む鏑繊膨で囀国に申み鎌漕協力を行いb締率疇独裁改

―』ユー



黛曇 詈ど 告徊 鰊 蠍 蜃 鶉 儡 饒 ド 蠅 蝠 呻 趙 糧諄 駐 墓 難
た。もしも避靭酢也嘲陶羹正瀞響Lが時わねていたむ輸属:今回回ようなら致事件はおき幾

かもたよ量肝ガ
勤司計あ雇塾|三そ爾犠戦国に織1瀞畢聯曲出弱権鯖郭辮療機學舗癬薔踊膿新春霧』で

自ら⑮鰍覺碗樋弊曇遭警田irtた。そして.爆主絶占繭吼晰鮮噸祓怪懃鏃設哉感島無運動を
弾願しII酸敵で諭む豊大学踊む薗率⑪ホテルか輸5致 b翻害し避うと量でたら'しかし、訂‐

本政府はこ   論恨樹らで朧徹底臨把躙壺輻宥縮f藤識山磐奢童昔L費亭倖鬱ヤミにJ
丼駒逃つてbまつたのである.

回申ム嚇鍮讐絆鱗榔響力貯'卿年代から田樹年代血棚酔半島は離ゴ綸職め量繭線となも拒¬・
轄国む測躙 対立紙渤憮底電粕苧廠藤卿劇魂を組争         臨。たと書‐奮L「
′ろ8Ъながなでご:当時韓圏青姉噛輛麟

=停
直当通iゎ通工通葛鄭よ歯瀑糞馨嚢嚇瀞機学者む

さしモ球薦旋鋤騎漸炒動機響き器こになろ鰹衝:讐描繭|し電話るこ基薩轟倍毯名感モiミ葛と

いえム罰普
1を動憲蠍鶉 :亀でも亀目拳威蔚轟輸義横蓄者覇義唐対面は健礼券断ぬ轟±口■

力喜こ抑無i喝鑽鵬もよ1回靡輌頓ね測奢檄争中借無に鍮懸嗣典階提絶鷹つぃ毒は毎ゴ鼈起自か脚虞

省もじ讐いなし:竜 彎 L膿てヽひたナ   繭『武軸l蓬引朧雛嘲断にい尊窯襲警魯拳に遁 :

き督瞭神腱柳ゝ 糞脚酬謳瑚諧暗割躙圃霧逗き1鰤 れヽ 噸ヒ■‐お1節酬躙購鍵土ふも:こ畑士だ

北欄癬罐犠翻畢鋼電轟□轡盤寝懸て神嘔ば罰b瞥かこ1'靡蔚価宅越ナどЪ電ヂ脚硼向職螂問m‐

:織簾警■が認灘貌騨P∵1闘唖鰊:鄭回鐘を自ら間ぎ暮てい腹事だ、こ炸費□畿蜘といえも中犠
たよ1:          脚醸傲華嚇鶴鵬賦 む℃RI喘繰碑暖級静鐘囀件に句いても
固:麒幽齢腿幽握榔囲鶴枷雌地二1盤山申           鬱噂心高ご|い●もぬ尾とと
曝翫ヽキ       聞陣繊b亀:学    して鵡串薩戦裁脚 覇炉デル瀾タンタ■ドで
お仇 :議i貞∴:ll榛鐵幽蹄鋳Ⅲ録画層九という:A曲勧尋験脚黎響智轟囲東蔚轟騨回機韓膚囀
面間腱為心讐せ毅騨ヽお雌撻咽澤聯鍮峨Aなと面駒鰈贈颯輌幽園懃響島鍮とl寵便

l露
裁庸庁戯 _

層定や枇曲蠅郡露判問い直ずまたとな告留濃翁守編 こと
゛
著懲儡電撥なら酬 七二1  1

覇出¶帥 』呼卿樺華棚肺岬i『m‐ ぬ紺澤診嗣醜。日翻馨需纏職啓戦闘噛梶臓魯ザ
嘲鰯麹謳ml轟榔撤望』軸静啜 伽|    :錮蜘蠣雌雌 ¶劇野嗜爺購 載輔でき :

たふモ与て11謙嘲粋縫み癬磐卿重駒⑪鍵憔はユユ詞で鑢結す4g‐婢鑑鐘彗:じ胞志b講町し、
ヽ

北     却 lシユ峨 .最歌頸口珈1呼樺和孵乳 職腫齢ま     ぬ駐ラ轟と⑮
繭 こ1鰍島櫨 鍵蟄1調計tD喘贋詞H取蘭属赫尋諮』普顧菫調顧静1二竜ぬ直と

―
議Ⅲてい疇勁」

|

プメ誹鰭暉小攀轡爛痢調錮醐脚量譴藤鶴尋藤電悩能でい腱にもか経わはず%正常化塞りに
入輔醐艶鈍迦酷鸞身麻姜ゴ綱珀げたと珈赫翻

°
もある二1豪通liプメリジ扁 暫

絢摩鑑iじ鯉輛噛趙麺なで織鐘廟酪逓がだ轟直題む鷹絲ぬ地嚇耐由□伸艶響鰭ぬてい葛:醸に
ギ'

対ビ亀・調貯ξ:i臨躙蒻熙轟羹輔警飾ぶと11臨静感凱薩面韻siiし通年白鼈胎瀬 '

難ビくな争
Lu斌
藝卜1彗蝸義⑩尋とはLせ

19嘔鑢籍きず
:チ

エ酌誠働鏡向と祗蜘   帥協 .｀

力郡饉熟む1静1畢鶴籠義龍劇飾暗範農渉度曲ゎ≧′遍鳳赫華繭彎轟轟彗:Ltは耐愉キ轟名:
甲颯詢騨自躙醜機懃償ホ痴由曲排藤雲脚重幡きた□毎む っヽ嗜中鐵始自続朧轄帥臓北翻鮮
とは目暉瓢郡瓢瞳蟄警鵠 躊麟醜竜遍野感テ:黎燿酬発蛹露1曇量償睡増幅簾黎酵清顎酵申野|:獅亀こ ‐
と密馳鶴危饗宥心備‐ぬであ曇。しかも、そ働グル■ガ曜曇曲早彎唾節妾壁曇L青懸¶嗜猫ヵ
と同E轟碕働鼻準奪むムで響轡賂ておきたし、・組鰺こ二ず:同癬藤臓雌鵡』や→自乎懲窪計む≒.

騎みな量卜ご動夢圃囮囀聯聴   て『i黎卸醐割珈債慶動は融伽糧輸出犠瀞亀iでけ喝ニ
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内閣府男女共同参画局 性に対する暴力に関する姜ジボジア=
に,力田して

ゆのまえ知子

11月 15日 (月 )午後、内閣府男女共同参 l

画局主催の表記会議に参力猥してみた。少。し遅 .

れたので、
・
最初の女性に対する暴力に関する

専P鍼査会会長の島野さん (つくぱ大)の配
偶者暴力防止法施行 1年の評価を聞き逃し

た。しかし法律ができ、DVは覇E罪となる可

ゼ    L
ている。

保護命令lま眸年 10月 13日 の法施行から
今年9月末まで、申し立てlま 11∽ 件、発命

896件、いうち接近禁生命令 635件、過去倫令
3件、双方の命令露58件こ平詢審理期間 10。 7

日だが、予想以上の使ゎれ、審理期間も迅速
であるという評価であつた。種々の制約のあ

る保護命令がこれだけ利用されてぃること
は、本菌はもつと必要としている人たちがい

るということではないだろう力%も う少しflj
用しやすくすることと、緊急性からみれば:

審理期間ももう少叫短縮されることが望ま

しいと思うのだが。限界として子どもが鰺

祠雹  y讐三嘲胤嵐
17,585件にのぼる。府県により格差があり、

職員のスキルアップ研修が必要とじヽうこと

であった。

今後の課題として①繹護⑪対象拡大路②支

援ヤンターの範囲の拡大、③目立支援の問題:

をあげられ、法見直ぃに向けた意見を出して

ほしいとのことである。前田雅英さん (都立

大)の F女性に対する暴力をめぐる近年の動
向についてJの申で印象に残つたととはゝ
職姦』罪が 職 準』罪ょり低い並測につい:t

て、人権の観点からおかしいのでラ|き上ilずる

方が望ましいこともそれは真④鰐女平等を示

す象徴とならこと、bかし刑法改正は困難な
ので何らかの方策が必要という点であつた。
この点については卜瑠閲 年代後半から性

ヽ

暴力反対P女性運動洒S華張してきたであり、
・ミ鴎 の女性に対する暴力防止法コーカスも、

当初はこの点も含めた女性に対する暴力鱚
止法制走を目標にしていた。ようやく政府主

催の催しでも言われるようになったという
逼とである。新たな問題として『盗撮』をあ :

げられ、女性蔑視の象徴でぁり対策が必要と フ
のことであるり人身宛員の計式ネルディスカッ
ションは、「女性の家サーテーJの武藤かお ヽ

りさん、京都 YW    め吉田春子さん
朧 士)に前国さんt,同会は林艤子さん (弁

~

謹士)。       _:
武藤導れは、サ…ラ1■力Ъも見た傾向として、

現在雛 lこ課せしれる借とは団o万円、コロ
ンピア人は観硼嘉蠅 o万円。女性は蹄

携

なのに、偽造パスポート、不法入国、ォ曇バ
~晏テイゝ不法滞在などで落ち度ばかりが責
められることなどを報告。吉田さんはゝ日本

には国内の人身売買に対処する法律が無い

ため事実上弔放しになってぃるので、人身売

園禁止法をつくらねばならないこと、なぜ買
売春・ポルノがいけないのかという軋 慟t必 _

要という間燿聯着巳をされた。日頃、このよう

なテーマに接する機会の無い人|こは間き取

りにくいことばもあり、辮 の条丈ち出てく

るので、パネリストのレジメや資料が用意さ

れるべきであ雹。恐らくこれまでにないほど

開散とした会場で盛り上がりにかけた催し

だった。               :"
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:  北東馳 カレンダ■

2:002年 12月 露0。日曜鋤 媚雌

t直はM鑽文ぬ儡躙ぃ嚢
最逝lα勁理懸幹ら:曲恒]頓疇躙画を

1  1考えるた   しi

20013等讐1月 8‐圃 爾

躙戦淵贔ナ嚇継
靱 礼韓卦̈咽時新喜

fh畢艶鎌飽で
融 o・   mヽ ま亀
‐ ・理婦乱崚鍮動      しま九

剛 鰤 1ヽ 愧 馴 19

.    ‐ 昨覇瞬燿義1町‐lF ‐

_■
1、論_鰤: 鶉

5ヽ向津      軸 申Iし齊凛くだ磨ぃ
| ・ IQ融躍:にせ翡顧曲静たし醐

・

T■
嘲藤 辟旧事貶所にて

鍼 こ]劃頸鯰な り1.ますЪ[麹釧誨

嘔]illi][i]][::][]言肯∫き:lll[[]][[:サ ]l]」 !|][]][]][野記1警よ|

~ヤ
ロ申到涸載躊卜締結野周年 0日中

田0周年を迎えて名固・中女性顕集いT』

2月 21ロ カゝら里
『
同t_中は駆雌劇鴨表艇帥嚇日

しますじ本年9月に固は M麗 からも多くの妻

月22日 はJ中予定せ九 魏 囃    己i

竃涎
=は
尚炒仄露1議鑢鷺]・

′
とい量彎    金 ([動剛茉1挙・ん、    :]
さん、橋木眸口子さ蛉 .'か聘⑩軋願還鸞 亀

A曰 7号はた:く さんの要望書や抗議文書ご紹介
‐‐

す愚号となりまし亀□:動装樅閻鳴珊率厨起き
｀

ている女性唾鎌顕鍵遇嗣こうしだ行動に祗権

ち:を薇儀なくかりた守感といぅ三とでもぁり
まTヨIL・ 2月 に『層ビ|』邑凛蜘[)と lど′¶冒層鼻鷺築讐等晦甚ζもJi}こ 遷彎芭F

蘊削彎屹 寵盪圃鐵腱亀    ―
ユと師ヽ|え%男        ともどづくジ上
ング進
ll関
す輸施簾脚据野は広かりっで争雪 .

キ:課丸子Ⅲや薄乳形ポl理も中で警くゝ典夕Pi

L薯
‐

えて1｀ はヽずです旨簡単でな野l長質は事実です 〇
が¬― ―もT寧牢飩ね柳を羹れてし,て し諏コな:

い,と考えていま九  l.

島鱚薇東京都卸事峨 Fノセ 鞠ヾ に対bて損害

艦航を求ぬ雛訴識⑩準備が踪んでいることは

鋼:暑咽踪れ鶏lb醐ヽ人権救済申ヒ立てととも
に躍月1鰤 日1顆魏繭碇鳶け

準例呼のと:織鵠√il幽曲年 1‐月は輯行を離ませて

いたださま九″婦懸場緻摯拘ぬ発行時 4響地
嘲袢睦J鴎譴《1憎鰤七

T :    1:
△笹ぬ申になれ癬べき

｀
荒れてし`ますヵζ、1ぇけれ'電

・

マ:堪輻金:星:峰を瀑釧ぇk絶れ、
ニ糠 躙 蝙
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堪壁予訃ず電促艶≦彗謡読白ピイングネットワT―ク

昨年は、日申国菱正常ギ脇3③、周年⑪記念事叢とbて、申華全国婦董連合会から0よ
ぴか:すに応じて、日榊 風ら4嚇 0人の女潤錮壁司ヒ束を訪れ、女性の立場から平れを願いゝ
ま嘉詫闘鼎めることができました。北京脚濾幡 員も参勢自如じヽたしました。
今年は、そQ成果をさら臓発展させるためt中国からの代不園を日本に迎え音九 行
事は以下の通りですじ匈 いただきたく、ど案内いたはおれ
● F回 申友好とアジア・世界の平詢、女性⑮役割と馘
2月 22日 (D13:30～ 16:30

0「中国      レセプショ判
2月 22日 (』 17:◎ 0～ 19:OO′
共に会場は東海大学交友会館33F(チラシを同封しました)

霧鼈必聰醸鐵へ回Nツシン驀甲T日甲日彎□脅轟密翼く

副騰 8_割圃鐸冦鳳口¶日 ⊂出 61闘  ¶3:側鵬lo 8回 m_
曇曜仁8棄嘉躍□轟翠轡センタこ (旧文京区女性センター)
地下鉄丸の曲線・大江戸線∫本郷3丁副丙 縫歩種分
地下鉄三田線・南北線『春日I譴 『後楽園駅』徒歩5分…7分

鵬 冨

、情□璽薗審昔ん Cジセーナ叩翼鵬》
コ中ディネ中ター 橋申謄□手ぎん 嘔祓蒙』:凸尋    ‐一

糧田:a国
ふえ尋冬颯忽屍菫グラプ

°
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サミツト

i卿⑩揮脚醸ロジアホ辱瀞繁エアプ7?粛アフ曇卓閻 フジ

去る1月 1卜 15日、沸蛎調師稿鎌譴プリィス事言

ルで、W鵬アジア          雲|
催は日      、外務a)と口違デジア太

抜けてしまつたという結果になつたb

爾朧 は国連と固剛
‐
1%除圃闘曲m.1の匁催

で醐 年 1態月にジ璽ネユプ守しまた閻 年

lこはチユニジァで闘艦さ杷るがЪШりが主鶉的

葦蜀遺懃]轟鰤渕  ●:
凩
霞雰藉蜃ζ冒驀  Fに黒峠111

卜沃武祗霙屁翼さ
=賣
票零]

|::1_=|~1編
酵緯ビロ子  ・・

m-31代 表・北京翻圃共同代歳〕

センター 嘔鯉咽皿幅)碓所長と国主   会

脚銹鯰露晟も理
ず

在費めため面資坐録しをし亀 11鼎 申旬に国連
‐
女性鶴同吐向堕部炒韓国女性卵発院で開催した

|:吻悴顆 曜鞣判尋袢鶉彎

「

り:庁醐 年厖
1月号鋤 はな知め際もうちあわせたが、明る

懇ヽ見通しでは鍮かつた。ところがltユ昌月5日に

:::世賽独街夢饗ジア麗詣銀行蓮どが4開発途上国

1舗輔陶 ]囃輔菫めにゝ 爆置を出すい う`齢
1警がメ‐ルでスコ趨:またヽ lmmP安どが経費⑮

負担をして、国連大学をサイド・イベント鰯帥
|´ 。など印会囲 に提供するという情報も入つた。

:,そ杷から縞おわらねで、聞醜∬ギエンデーと

開発課に運朧抵女性とIttTのネツ|トワータを活

凧悩で、ガレヽポ√晶1凱 |ラン脚電嗜:レーシア、香

曹ヒ下Ⅲど胚膵瀑蜃蒻750
ま膚闘館ひしており:ピザの発券など遅れた。そ
111緻贔轟鎌:価勢動:臨餅1螂口罐攀るまで、インド
ギやスリラン知撼蝿⑮蝙 :調鰹匁|こ劃甲できる
｀
撮・どぅかlliv勒としヽ夢状況であもi亀 日本から

の結 かないので:寧月
:圏
国に女性とК理に

| もiヽて醐掴oiぬ会な出ど|こ参加され、ゃ制ll「

襲女平等審議会の金最もボ拳看てし)る上條叢荊

子さんにメァルで稿願いした0超多忙な上條さ

んだ岬こが守撻.を11月 1甲睫晃て すヽぐに調査

豚を作り、儘日には日本M ttCt M圃 ド
コ書などに選碁て回書をもらい、11日には立派

な報告なされた.硼閲年かし卿 年にか|すで、

t
申』む|こ確飾)て銭キヒギー̀

滅凛翠1童餞鰤χ鷲重ぃ
も IttF力 Lら男性と同購利益を受け衝ための教

育コ1練:麒 曲囃灘轟鎌「政策奪iどにつ貯》て検討
し、勧告文を作成した.。 これ降基づいて、ぬ域

準備会合ではξ東京宣書にジ平ンダー印視点を

入れるためlこ活動b権。  1
m酬ぬ陶夕とれては、地月中旬ご愧笏
明女子大学アジア太平繹女性情報昂ツトワーク
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○

日本で大手の Iα『 関連企業で女性情報専門職
=

|ま 110/0カ らゝlP/。には少していたことが聞らヵl

にされた。

日本では軍 といわれているが、国連では以

前力ゝらIttmmm山山巳血祠日といつている。コ

ミュニケニションのなし`情鋼技術ではだめだと
いうことと、世界にはまだコミュニケーシヨン

を F,だ lすに頼れない口や地域がある。たとえ‐
ぱ、インドは世界めソフトウエアめかなりな部

分を提供している一方、電鶉線が1本もない村
がある。女性は識舗率が低く、また貧しいため

に、【Tへのアクセスが男性よ.り劣る.そのた
め、期だけでなくtこれまてのラジオなどの適

・

信技術の活用が必要であ畳ことなどが話し合ゎ

れ亀

F領域の労働者をジェンダー分析すると単
は 、1こは劇生力響 く、ゃ政雛 息 討y新国に
は男僕が大多数である実態も明らかにされた。
さらにW聞 ⑮ヤヘてのプロセスゃ嚇憔 への
政府代表国に最低女性を30%入れるよう勧告
した。畷 合では、国際瑞朦軸t、 需要の心る

領域iこついて似たような戦 をゃってお靭、調
_整の必要性が強調されれ

劇謝Pの準備についでは、限られた自数で鋼
渡りのようなものであったが、結果的には以下
のような成果を挙げ大成功であった。
アツ 準備会合の最終日に採択され縫東京宣

°

言にはジェンダーについて、他の地域会議で採
択された宣言に比べて力幅に充実している.
1パラグラフ鉢 力雹ジ平ンダ■に関することに
なり、その上、電箇所ジェンダーとぃぅ言葉が

入つた。(情報格差のあるグループに女性が入
つた、またクロスセクターの要因としてジェン

ダーなどが例に挙げられた:)当初は草案作成委
員会ではジ手ンダーについてパラグラフを一つ

作つたので、ほかには入れない。つまり、ジェ
ンダーの主流化造は反する意見がほとんどであ
つた。しかし、草案作成姿員会に入ったNⅨ廻

ザ名
|ぬ
蝿 の一人の女性がクロスセクターlこ女性
をヲ明にるこ。とを主張した競Jゆ、磐非陸会に躍議信さ
れた案に入つていた.しかし、情報機差のとこ
ろにはなかったため、アィリピゾ醜府代表にロ
ピイングをしゝ フィリピン政府代素がインドな
ど嚇 にもぬげずがんばつてくださつたため
入れることができた.
アプリカやヨーロッパの地域会議で採択され
た宣言文には、 IcT利囲についてジェンダー
に― 岬 述

べた 11箇所しヵ喚っていない.
0靡滝目目にNGOぬパ牢ィ囃t開催され、AP
WTを代表してアィリピンの笏 がパネリス
トとしてA円 の成果を報告しれ
個蝶薩日日にA PttFを代表してЪ政府、国際
機関、和企業に続いてほかの代表的なNGOと
ともにステートが。ントを調むことができた◎
糠文は、T馴期ァジァ準備会合嘔wttbに掲載
されている)
ジエか の解 プは 資ゝ制 にも力勁ヽ

わらず、丸1.5日 帥 人近ぃ参加者造ともに
十分lこ討議をした上でЪ5fξ∵ジにおよぷ 判
以_L⑮働告を含轡文書密採択し、その上で準備
。会合同 んだという難 漁雹語価されたのだと思

うご11日から閻催されたN"の褥 台にも、
―
からI脚 1囃 いメンノ≪―力Sh

帽 し、― をア
ピー洵した。

今後は電月 18日 から開催される第 2回
R町珈回路今年 9月 ∽第 3国塾卿印回、さらに
最終的に 12月の WⅧ圃にジェンダーの視点を
却 だけ入れられるかである。

劇翔Fの参加者は、3月の    地位委
員会ゝ 5月末にマレーシァ政府憚団連ゝ Πuな
どと共催する女性と二《野の会議も含め、財政的

に可能な限り参加してジェンダァの規点をいれ
るた中にロピダングをすること、また、メーリ
ングリ不卜による意見交憩醒動麟鱈することなど

話し合つた。
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鰤固臓塞惟

『腫性とがディア CICT》』彎「麓性腫対す罰暴力』につLlで峨

情報 7悪鳳爾蜘晏F

きる1狛 117自亀上記の情報・意見交換会が

,自開 ■に鵜いせ開かれ舞91これは愧 次

l m輻蜆誦√癬
:動
綱預け鑽戦を頸哩上けて、NIm⊇ :との連携を

.はな彙≒1甲であ曇0鐘く県尋澪子婦人甲地位萎:員
無 嘆:1岬雫二■圃口熙幽こ鰤 塾ゝg卿 =

断レた:と i譴明』1畢鼎:彎暉隅 めテ・ マヽ9剛

[E*Hrl a#+Hf.EHefE[l #6 sfkrirr. & <

tI#ffi [C Effi & L T A:H,H" *HHL T U'fgfd [f
me*ffu 6 trrffiE-ffi rs Efrnk ;k trut 6 & m & r:
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"e,ffi&ffi fe gffi @ffi#@fr

ffi 6 er= flc$tff fu, ffimroffi1460:Hffffi $c
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ff *.ffi ,.( @ffi irf,"€ ffi ffi ffif $Effi ffi;
mm',mmroffi#$e ; ffi ,ffiffi#@) 

$Hffi 1$cf,l"ffi€ ".,"qe j :.,. 
._ .r;-,_" " : " i- --y.

=i' '<rffiimcffi[rmffiffiffi"b$t rfif -{r[c
4E*"[t 6 fiffim:Jtffim:ffi1 "mffi,mffi 

' b ; HRH
ffif)F##. ffiftrHJt;#,*"f,r6'lHffi r:t#l#lrf'fffi

." i " . ,; i' 
E" d*toffimryropmm& .effi#@Hflffimr,€b rto

" : @,xfl+FmpHEffirgffi"ryffi&ffiu. @ffiffi
+Dt+[E & b +]itrtt, t#HA E { E.tt iltlzfr 4
F z'rive{Fffifu e @ffiffi frgffi}sk": 

<#ffi=fr=oo'wm" D\r ffitrJffifT&{#Eilffi
.gE
ffiffiffififr tr ( ffi fu,e flr : & " ffitrrH$Hfsffi Tf,B

ffiE&) U . Hffifirsu trorffiHfrff&'=fc,

_                :     .         :                                

°        1         1          
′
  ・         
・                                        

｀

|::: [1::I:::::‖

く会場からの意見メ    :    _
女性と耳厠についで

い

10ィジタ■ネ多卜1尋おぃて女性を制の対象にし
ていること印躙
0女性セ́シ夢1饉僑愧機能の充実を装める
_0インタ〒ネットロ教育者にジェンター教青を

i卜鶴蠣埃蟷凩鰺輻翼蒟
1・動融%馘巫轟蘊
li♂  訛馨続

':ニ

ニグを
考えている

?暴力情報ギ翻界を掘鑢客観的データはある
0ポル≫毒耐 ィベ l姪娠t_1画帥 などの

J晴報

は欠けてb)る11 .t
.集閻肩参加し用 甕瞳鰹嘩聾購たちが表現

…彎自申珈ど督予 堤制押きい■け‐に反発し、

く
i市

にもし、`ても必覇だ
|卜「暴力』繭範囲を広げることも1醜』だけ
でなく適用範囲も応げること
し回療機関の役割をJ報告すポき.Jとすゐこと
O測鰈端を1哩隅,■」にする通と
e峨 デ面グラムを軸 すること なれ

泳井よは子》
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人
∪

鱈月 11日は仕界人権週間印―涸。主婦

会館で開催さ机たく会には平口⑩等機にも

関赫いずも21圃 入を超え面参加がありこの

問題J≪甲危機感中駒さを伺わせた。 '

ます内蘭厨男女共同愧 ‐同長ぬ坂東真理

子さんによる男女共同参両社会基本法怖』定
。
後繭基本的な施節の纏捗状況に関してのス

ピ‐チがあⅢたも墨調報告と協て山口みつ

こ事務闘長かい報告があつた。中国会でのバ

ックルチシ上が野党のなかにも動きが出て

いること、宇都市を始めとする
.自治体峨昴

女斃国参画条例にもいで的状況力ζ報告され

た。このあと各分野から⑮闘題提起動罵あつ

た。       1
選択的夫婦All性についてはt家族福祉委
員会所属⑩赤石》ら、g嘔年に法制審議会

の答申,直後に、瞳趙電ね:崩壊するJ『子ども

が非行に走輸』『感が介謹しな
。
くなるJなど

1 感情的な反発によつて法改正案が上程され
:ず D■ 年世論調査で多数を占醸た後も'与党
内の批判鋤電あり、夫婦剛姓反対の女性組織

が山来たと菊端0した。

続いて家用 委吻 届の摺 光子さ

んはリプーロデタティプベルス/ライツ・l起
t関

係する」性教育研予JF思春期のためのラプ&
ポディプックト鐵ヽ 10代口性交渉とピルを
。促進bていると摘制をおぴで配布中止に追

に追い込まれたが、中学二年で咽謙闘熙率は

10鴨前後で高校三年になると40鴨とな
る。しかも避輯率は半分でピルも医師の鋤

力が必要なため手に入れることは困難で、

靴 ⑩鼻回撻艦中他は覗勤Q心侍もあげ、精

躊♭たあL離婚件数七婆bti lごう雌 事態。

で高校では遅vLぱ 中学生に正し賑嘔教育を
つ.

・して行かればがらないと祠管した.   1・
I女性労働ぬ翔野ではも:労働委員会の林誠

子さんから『女毬す腱せ働けというぼ|ま
P異

産主義だ』とヽ電う批判が:あるがt女性亀:鼻
・
I

性もi家族責任がで書
:る
労働なという掬女要

国参画面肴えをおじ凸げている・どbた。
11

.畿青分野かgは女性と■ス「・メデキデ委
:

員会の丸同玲子さんか家庭判敬科書叩者と |
し1で部鍛教育委員会で『尊業至酬を書超け

ている]・
いという議論Ⅲ起きでし`通が来年の

1

教科書の標叙品機詢委な話に、現行の教科
.

書をもとに議論する1機どいい加減きである '

と親普した。
・

自:治体④動きは政治農定歩画讐員会の大
・

槻勲宇さん瀬≒嚇肉在理で113自治体でm‐
女共同参画条剰ができているが逆行する

lm:.

き譲.ねると'報告された:

問題提超峨あと:千葉婦の条pllについて

出納感ゝずみさんからぬ軸昔があ:ろ起嘔千葉

県では先進的な並申鋪事秦lヵ電自民党
.の

反対
で 1量 月

'議
会でね続審議となもたあと:° 後

t

通した自民蛸諾縄渤電上種され層逼動きであると
いうL全国櫛ユけの応援が経し綿`と強調したc
皐般ぉらは1ジェシメ■プリー教育を行ろて
い・i彗教員其〇脅迫戦が届孫ヽているという教

員から印靭砦鮮島崚ξ事態はひといが申身
‐

中濃い集会となつたも :      :・

（∪
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畿で作ろ蓬大き:暴緩拳嗣齢うで鯰|り :暑ぬ真

111共
学峰よっⅢ

Iでテ準:シぽ韓恒気がきt.齢ぬそ|

辟鍼
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〇

パノⅧ     l

XXX××石原療黒都畑寧⑪暴自に旧害賠償をまめる磁性旗蕎xx××x

・眸年12月 20固、石凛東慮れ知事のいわゆ

る ルシ アヾ発言』に対してもそ峨発言の撤回と

話罪、および1309万円の損害賠備を求めて
119人口東京都在住の妻性漣ちが東京地裁濾
提話した.16人の弁護士が代理人となつてい。

1

る。また11月 29日には三日弁連人権擁護委 ｀

員会へ人権救済Wb立 でもおこなっている。
『′影 アヾ発言1については、すでにマンスリ
ー64号で柵告、65号でも続報を教せたが、
1年識 さかの臨 この躙 言とは、01年
11月 6日事の F廻利女性』権瞬動か 町副原鼈導綻

郎知事吠えるJ、 および10月闘朧の F少子社会

と東京の馳 舗 において、松井孝典東大教

授の議 によると%とヨ1用%を とりなが職、
F『文則がもたらしたもつとも悪しき有害なも

のはノウ アヾ』なんだそうだζl際醐帥量生殖籠肉を

失つても生きているつでのは、無駄買夢歌対咽

って。男は師、艶 歳でも御輔動があるけれ

ど、女は闘経してしまつたら子供を産む力はな

し、そんな人間が、きんさん、。ぎんさんの年ま

で生きてるつてのは。地球にとつて非常に祠し

き弊害だつて…Jなどと発言《`‖政治家としては

言えないわねJ‐ と言7つつ「麟を印いてその道
・

り』だと発言6

こうした女性に対するきわめて差別的な発言  =
が都議警¬醐蘊]lこされると、4×3『楢劇訥靱

を出解、歪面をつくして参識を展開して聞き直

る。さらに 今ゝ回ぬ提識に匂いて、マスコミか

ら取材を受けると(『大学教授口言つたことを

論理が通つていると感鵡して網資しただけ』、『

何も百パーセント足としているわll■ではない』

と答える.

弔1用された松井教授峨学識は、賄山節りの

歪曲と同様の機い密受けていることを、以下の

馨1則から見ていた瀧 たしヽ

永丼よし子

――藝麟罰0地球があと時 もつ力ヽ せいぜい五9

六十年ではないかと聞い力輔た石原知事に対し、

『職をだけがなぜか、人間日という備別なもの

を作つて1    魯続げたかつていう峨は、
実は、原生人類が持つている主物学的物質によ

るのが幅しれないん講 よ、側に珂叩Lそれ|ま
ずつあるといわれていて、一つは 肺 ぱあさん

仮説』つていうんだけど。原生人類だ|すがおぱ

あさんが存在する。騰ばあさんというのはね、

自殖需齢を過ぎたメスカ壁長く壁きるということ

ですよ。普通は壁殖中論を過ぎるとす仁 殖ん

じゃうわけ、哺馳靱物毒猿みだしヽなものでもね」

こC罐謝駐壇釦薗譜時薩懸Э 職悔汗還藝研理縣詢提唱

者である学者の言を、どう魏解す机ぱt前述⑪

石原知事⑩差肉的靡言につなかるのだろう力祐

対談相手⑪松井『タカフミ』救援を『コウテン』

と間違えた非札の石原知事流と聞き続すわけに

はいか鐘い重力な問題だ恵提訴されると『何も

百′ミーセント云 』々とトーンダウンさせるくら

いなら、なぜ環境囃輔判蒻て毛のとおりだとJ

言つ走の力、な逮 夢‖用勘繰りにしたの力、公

人と区 の発言責任を搬えず、・時と場合に応じ

て『文字者』の感覚などを持ち出すご都台主義

者であり、差別意識口持ち主であることは、
。
障

害者施設警視察した際⑪『ああいう人つてのは

人格あるの施 』『あおいう問題Ⅲて魏 元に

つな滑Sるんじゃないカユとしヽう気がするJなどの

霧 を潟馴ハ隋 までも癒識ゝ

20ロカゴ521日 にかけてテレビや各級が軽
道したことで、多く財 があつた。北京≧臨

事務所につ哺ゃつてきた80代 90代の女性たち
は、曝 り:醸回ブ亀』『ぜつがんぱってください』

と緑蜘返していた。癬暗嗜や高齢者t女性や外

国人などに向けられる知事の差別的言動を私は

原告期同代表の下人として注目している。
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で載喘讀鰤障ンヾ妻シス    しまう志
同輛冬埒蠅磨Å餘鼈勒蝙縫饒蒻蟻言え芳&
・
自
:画
崚轟鶉廊動軸醜岬嚇誰馳艦庁るとも個国餌

| ら』輔鶴攀重判時かされ&ソ連とアメリカ間の亀
1 .               詢_        .:

、国なし口、女性なら女性と :i

識、孤々に考尭ることをお逮りしていなしゝ それ

ヽ価の細瘍圃聯警鰊義た人たものデ欝 プが違う

安金錨 つている購 え乱 例え薗 黒ラム教徒

と寿り尋卜鰊 ‐|     え匈蟷騨あ鶴
鍮          るi畢どで、防災訓 ~

彎出時札:1非因でなsil一方主義的||
醗‐尋却   いう_平G

③縛、アィ翠ドン孵摯嘩醐夕にド権はPガロダ語

もいえるこゴミを捨てる
.こ ‐

ず尋捨雪勤剣豫l曜論
言あ

る人は受苛権1こなる。    にさえ、よつ安全

劇馳慶劃瓢「とジエンJ≒迦鋼籠睦酪4回鋼陰刷最卸躍年12月 酪日)

等        についての豊闘蕎絣:lム
研究者聯
i醐
ンタ■ネット財 して鋤騨1年

18月亀■までy議しこ描囲幽睡・B月 11日⑪崚口■
:にういて囲あえな枷えてま:と :められ、国連 F人間リ

、独薩錮了艶塀|けられ亀 逢閻嗜軸rl
l呻中亀『理コ劇同吻:l口鳳    中』む胞②
最卿 卜もPを中面叩珊鞭肇濾咄羮湘靱曇■
を大切に》費提超Q号じ

というとすべての人の人権と言えるがЪ誰か峨安
:=:金曹増呻すことで誰油コ山安寵珀城軸場合もある。
~受蝙露貯 プと受昔    製駈i硼安全、折り
:・ 衆木晰 することが入
:|:=致鐘⑫纂準とち       基準にする。カ
ナ鋤嚇J「靡騨銹 円 、     ほ鰤醜

:・
1瑯亀叩 ザだ卿嘆隧漑制贄%に熱通な人闘安

3‐祠 あ濁9‐
・
アフガニス

1ム
闘ぬ泰姜けな竜

1サ
勢力は、歯朝ヒ面共飩口人間安

垂保障縫を通g  
… 1 1     :

餞唯電躊 覇1回趙紐螂割唸靴 bでいる。
ジ生シ夢■安又蒜鼈教あとしセ 市ゝ民ヒ昴性教育
を・していく蟷 める3.F
｀
O il武壽引路さん⑩柩伸的なお謗0後、質疑、意
見蕪騰醐敵脚蒟 われi蝿 枷ナダぬ聰 、
二翼Ⅷ鞄噛閣璽劃勤:.f日鎌諏菰劃笏蠍④辟錮珈『イラク

リ。ないⅧ轟聯 した話し合い岬時間であつた

1■l口 :澤キ、長!叩数 1鼻‐な国賀7=具
.l釧ント
゛
躍可デラ

:ダ
ートl病閾善事聰 ,I鴨ジ耳権●フオーラムJ
にり町11翌畷疑書AT鵬レ朴.1鰈
翻頌  ずL鶉

■ O第5口, 1∬21自 他蠅

雉 とグロ鷺バリ響―シ冒ど 北澳洋子さん

i基6削Ⅷ炒扁釉貯甲輸
罰

になる人と、まり轡 なくなる郡 ある。人権

-8-
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人間の安全保障とジエンダー政策研究会 第 5回学習会 。(2●08年 1月 21日 ) 囲

○

『グローバリゼ中シ、ヨ́:ン と女性』,

・
講即.北沢肝 さんを迎えて

あるNGOが国L企業のGNPを調査した。
1 0 0Fllの うち48が国家で、三菱やGE,

° ・EPSONな ど52が企れ かつてのロスチ
ャイルドやロックプエラーがビル・ゲイツに

替わつた。1日 1ドル以下で暮らす49ヶ国

⊃̀:1豊凩讐≦壁彗計
キヽ
l彼

め1・9ほうず大きしh
瀬6o年に上位 20%と 下位 20°/動富の格差

は30:1だつたが三角0紀Ю年には 78:1にな

っている。19810早かわ絶対的な貧国が増えた。

食、衣、住、教育t保険・衛上の基本的生存

条件を欠く筒国が増え、今では安全な水争の

アクセスを奪われている。

石油ショックで産絢国に増勘鱗蒻 、使い道

のなじ、金は海外預金べと流れ、欧米ゆ銀行は

投燭先のないまま金余ゆとなり、それが途上

国への投機や担保なしの貸しまくりとなり、

途上国の債務国化を紹く。冷戦後、金業は医

大化するが生産業でなく、マ
ニケツトは広が

らず金制 で投機に巨額が流れていく。「カ

ジノ経済」と『儡 済』の格湛調詢広がりこ

グローパル化するc為替市場では本来の資本

投資や貿易に伴う政弓|は 2.5°/oで、97.5°/oが

投囃調喝|になり、実想がないのに相場が動く。

こうしたハゲタカ・プァン ドはコンピュータ

により瞬時に2兆 ドルが駅 。日本の国家予

算帥 JL円と比べこめ 2閲 J脇問は異常飽 こ

の相場に、タイ、韓国もアルゼンチン、_プラ

ジルなどの弱い国が狙われたGアプリカ金上

の債務より、プラジルの債務の方が大きい.

企業は巨大化:して身動きできなくなり、

曲服やM、 卿 の́背後には多国鮭 業が
いる。WⅨ)については、ジュネープの代表

部に代競 送れない最貧国29ヶ国、たとえ

出しても一人の代表では数多い会議に出席も

ままならない.グ Fとンルーム方式で事務局

長堂で各国が響薩され、欠席すれば合意と募

なされる。秘嚇鏑 て議長のメモ以外に調録

もなく、織会に出される。こうして途上国の

農業は崩壊し、全てめ工業製品も対象となつ

て途上国だけが搾咆されていく。下方、ガツ

トの競 は5U経由でプランスの蘇 に流
れ、渕 業にも補助金が出て安価な農産物

を生産、ここでも途上国は崩されていく.プ
ラジルは襲減状想だ。

エイズのコピ宇築で話題になつた 蜘 的所

有権の協定』は、紆祭曲折を経てド
ニハでの

決議通過に結びわいたが、:プシシュのNOで
ご破算になつ亀

人疇 ジ卑
rビ FT→シアト

6o年穐鵡ぬぼ輔 1こよる対人地雷キヤン

パーンはM醒 グロ〒パル化につなつtつた。
市民社会が連帯して G7・に的を続つて 2300

万⑩署名を集め、人間の鎖をして700億ドル
の債務取り消しを獲得したのがジユピリーだ。

そして、WT)をつぷせを合言葉に厚グロー
パリゼーションの運動になつてしゝつた。シア

トルの成功の後、プラハで Nmと ロピィス
トが分製した。

日本とプローパソゼーシヨじ

時期のズレがある。繊維は競争力を失い、

アジアという後背他に外注、外国女性を搾取

する.鉄鋼・化学など素材製造は石油へ⑪依

存度が高く、国際競争力を光って公書の輸出

につながる。人材育成を怠り、ITで遅れをと

った日本は土地をめぐつてバプルとなり、お

金だけが回つた。竹中大臣岬政策は銀行のグ

ローパル化だ。失業者の反乱もない日本は、

石原のようなデマゴTグぱかりがのさばり、

不安や不満がいびつに爆発するおそれがあるc

(ま とめ 永井よし子)
-9-
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ムL澤戦争の人蓋力嶋厠鶴糀た峨底 gi錦唖1月
17日〒した』今年の回 はそ面悪夢爵¬繰り返

され輸国ではないかとしヽラ不安の中で理えよ

しぬ アメメカず胴 Jb     靱

乗ヽ麗爾さ鍮 t    鼈学文力
『
衛璧脩曼会 l

.服劃鱚夕あ、1蔵晴宜さⅢ (
‐=i●副貪M、岬珊瞳購轟 《同   錘 員、
1`吉林椒婦餡違鍮飩鶉 ζ藁釜薔さ.お 《財り付

111黎辟熙:l   亀l貯中‐

11三 5ι錘兆卜櫻趾睾財魃百1L
も珍曙べな七¬瓢鱚鰺:で九

曇おりしも電    ず地調露椰卿範
Ⅲる責は範女覺騰楡炒鋏即i    t｀ そればれ

移翫鶉 ヒよう。
｀
じづくりと臨 高

でれたも回畷隧ねに時慟女性を選
'た
感ヽもので

すL政治ぬ民奎魃と真       ってぃ

1軍賣夢鸞冬辟鞣褥判よlξ

-l⑩―   ~



■_匿嘉蛍性会議甲ビイングネツトワニク

事二1り二北京肌 ぽ
胞酵艶ぬ餌回艶醍減岬 鱈回圏町 □醐∬噂

建国記念のこの日、日本婦人会議遣懸えみ

ん口協力を得て、表記の会合を開いた。会場

は文京区の男女平等世ンター。国内各地の最

女平等に関する粂rlj作 靭において販者に表

れている男女平等⑪流れに逆行する動きを、

教育基本法帥改頭をめぐる動きを通じて渉

見稔幸東大教授に、ジャーすリスト呻竹信三

息子さんにはジエンダーフリーに関わる全

般的な状況分析を話して頂いた。コーデイネ

ーターは共同代表⑮橋本ヒロ子さん。

最初に、橋本さん力ゝらゝ 条例をめぐる各地

のパッシング状況について短い報告があつ

鰤 卜『 ンL予動幕懃曇菖単みず菫
y籐三高に

に頑なな議員を使つて、行政に圧力をかlすた

り、男菰平等を進ある運動を分断するために

女性の原動グループを利用す・る運動の全国

的な展霧蜘獣浮かび上洒言つてきた。ィッシング

側の同一の方法論と論理から窺われるのは、

F新しぃ歴史教科書をつくる■』や神社神道

などの組織的な動きだ。自治体の男女平等に

関わる審議会彗ど節事ξ還馴輔郎酬膳神にそつて

前向きな答申や条例案を提案しているのに、

行政がひるんで、議歩や後退をよぎなくされ

ている実態がはつき・明と見てとれる。

毅青基禾法の r改正JF串遺徳教育面圭視が

急浮上しているが、これlt憲法『改軍』の動

きと連動している。

教育基本法は、11946年、・恭目した教育
調査国からゝ15年戦争は教育にお吋る民主

主義ぬ欠落と、それまで峨教育が天皇の導鍛

事項として議会0議論すら行われなかつた
ことも固定薇 書によつて場 を質茸:システ

ムがなかつたことに起回していると指摘さ

れちそれを受けで設置さ都た教育刷新委員会

で、憲淮逸平行して議論されて制定された。

5時はまだ「教青勅語Jを是とする勢力も
あり、人格峨完成をめざすべきとする動語廃
t止

読者と対立したが、基本法には徹ちは人・・格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の

男女平等政策へのパッシング……その背景を実く

====事 ===2月 11日  瑚ヒ意 JAC主催=≦=豊 =曇雲=
日本婦人会議とふえみん婦人昆主クラプ造協力して

≒

-1-



、最近⑪回は教科書

の申身す G教育の条件整備に含まれると解

択している.

I奮雪F鷲鰤ド」訊許m。
や文教委員会に」も国置されЪ市場皐轟費や申

虚鼈孟息ヅ曇貶嚢瞥暑厄鴛NFΩ冥励夕∬躾

聖予鍵ヲ%は昌震贔ζ卜贔
の弊害⑮すべて誉教育のせいにしている。

[竹億L恵子さん⑮郭話から1

1'「男女:平等武蒙多ξタジング甲背景にある

u怖の口覚』

夭躍灘進f駄‐ヅ霞夕言寵¥

⑮不安を呼ん菅幌電るので□ ・
日本社会は、福祉や育兄は女のただ働きで

おこなⅢてきた6:lだかい、女が働くのはいい

油も、無償労働も自
=分で部舎警ちけろtになるG

専叢主婦口鵡蓼性がさしてなくなつたにも

にした。高給取り嘔女性と家庭に戻る女性に

分階、諸婚しなb｀女性も増え少子ゴ日が進蟄。

"年
代以降、勇のリストラ時代となつて F世

言電F曇彗墨尽ヾ曇ざ逸唸盲糠量デ載聾曹鼻
の 1になつた.

.5晟芦昴仄ン薯不奮拶当TW塾瑾饂なこ堪
益をもつている人々をトップとするピラミ

接ド型ぬ頂点の階層は、『昴Jと して保障さ

れてぃたもねが『能力』という不透明なも⑮

に重れることに不安を覚えs'失Rを越れてい

る。
1:彼らは、例えぼ親内1閣⑮女性固僚0よ う

な土リユトをつく
たる努女共同参回は認める

が、それ以下⑮男女共同参両をとんでもない

ことと考えているc      t
さらに、上記⑮トップ層の下に1まも新しい

隠想や湖流について行けなし
)ヽ

人々がいるo旧

来⑩価値観日ま
'ま
知的活動をしている学者

なども含まれるもついで:モ⑪下にはトップ

層に結実:けとい枠組に綱諄込まれている

偉 驀 h版 釉 鑑 仁 鯰 鞣 鋏
産業ぬ中で自分かりぷされるという厄備を
'もちなか5男女平等グルマゴを攻撃する。さ

らにそのWには、正社員+事業主婦層満ξねる。

この階層は1.妻の無償労働者専業主婦制度に

支えら櫻ているから11おもとばれるu姉にか
|ら
れて攻撃にれから志夫婦剛姓に反対する女

性議員ボともここに入る電寅繭晴⑮鮎世代に

支えられ:社●の流れ⑩鍵デ=トルt、同暴関係
者逆にどちえで卜`6。       1
こう:した場轟臆・日本だけでないぽタリバー

ンもそう。泊歯たちがコント
・
ゴ中ルできる対

象は家族や女性だから、。それを支配できる構

理晰l瑾
1鰺暑饉呵貪飩

曇甲麟醸穐酔̀彎策遇リ
三手:
1暮::瑾

邸導鞭甲璽
暮L1111 、こL

基i壁 l:進
壇 響カ

ヨ:顆

愛せ都 か`が育つっ1今、国が言もていること

-2-



造にこだわる。95年の女性

会議の準備会議では、イラ

ンの偏墓印熙とイ椰チカンは向町、
じことを主張していた。ア

メリカのプッシュの場合は、
｀

キリスト教颯襲警怒読という

ことだ.日本では、新しい 嘔
歴史教科書をつくる会などで、すべて変化に

対応できなLヽオヤジ同盟だといえるむ

E質疑応答 0意見交換】

眩 :条rll化さえすれば男女平等政策が進むと

〇 曾こ信Tttt亀 営不議λ
導動の点を線にす

鱚 :条例はシステムの一つだ。具体的な例を

挙lヂながら宣伝していくことが必要だ。

躙難:応簿グループが足りないヒ、lllのキー
ワードを探りながら、つながることをしなく

てはならないロジェンダー・フリτそのも④

が提乱しているので、しなやかな言葉に作り

かえることが必要だb闘塞構造から新しい構
造システムペ変わっていくことだというこ

とを共有 bていけばよい。_男女④違いを気に

する必要はなく、男女で差別することがいけ

ないのだ。そこが混同されている。

趾了卜「男も楽になれるJということを伝え
てけく6リ ス‐トラはマイナスかもしれないが、

○軍難』 鰤こ嶽
炒トマスメディア対策は?

“

輔 :文句があれば抗議や事実、

確認をすること.記者を調得す
ること.こちらの気持ち伝え、
マスコミ側⑪真意を知ろうとす

ること。自分達の行動をきちん

と伝えることは自尊」き⑮問題だL

そして読者欄を最大睫活用すな

こと。マニュアルをつくること

も有効だ。         1
木:情報を流すことの国難輔

い。運期 がじつくり話し合うことも必要な

ωで、直メールをどんどん流すことにした。

1ギ は八礼了翼露霧其の連絡攘、掲載日の前後露

日間位がよい。広報竃や編集局長質が対応す

るだろう.

κ計行政・金業と住民とのコラボレーション
をさぐつている6・ :またも女性運動は子どもの

権利などと連携していかればならないと思

う嘔            ・

Eまとぬ]

腋鼻さ層シミックラジシュ側のチランなどは、
恐怖をあねるような作り方をしてい石.ワ ン
パターンなのは剛 魯めらわし。ている。だ

から、チラシ分析をきちんとして、批判する _

ことが齢要。それによつて相手④足を掬うこ
・

とができる。.

もう一つ、女性⑮産静主導権を発揮するこ

と。そbて自信をもって黎 をつくることだ。

騰信島轟覇:藁下げと少子1臨が進んなぃる今、

相手を脅かすメッセージでなく、変わること
を示していく。・麒 には下支えがない段階だ

と条例口流れを書きにくい.

戦略目標を調確にして、作戦会議を開いて

直り皐げていくこと力幅要だ。。運動のノゥハ
ウも蓄積し、婆毯期瞑晰 もしなくてはな幅な

い。口。ピイングぬプウハウをもぅと抑轟こと

が饉要だし、教育分野へのアクセスや右翼ヘ

の対抗など、必要なことをJをいこぅ。

じる。パックラッシュ倒ぬ情報キャッチは早

-3-
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臓唖脚爾ぬレ蒔 卜覇開闘:

瓢 匈   :軸 繭 に4軸に鋤
状況レポートを国連に提幽するよう轟謗づけて

いま九 そのレぶニトを国連女性差靱撤廃委員

会 (唖胚醐旺〉層審議b、 閻 咄こ冨タントを出

すという方法でち条約峨履行を確保しようとい
ぅシステムです::今年7月に開躍される第29
会期
「
女性圭醐撤廃骰員磐寺:ヽ画禾ぬ第4次

~(19開
年目月絋晰ぽ第5数レな 卜鱚 年9

月提出)ぬ審議面機行れれることにな駿ましれ
E「日本矧隧珈畷嘔鑢hmネ シヽトヮークJ

・ : 
饉
』 唖 期 回 掏 1回 J龍

篭 蒔 縮 書 識 妻 薩 ]::  '。
   1

日奉レ請轟♭審議にけけせ効果的な白ピー

活動産f郵ふt二 1爾幡合に安催逹酬臓廃条約を私
・
たちぬ身近理もぬ|こずるた面1こち:巫年 12月
端 曰t『日本安絋劃貪又囲猾コ

lmtネットワ
ーク』鰐議世話誠言山下泰手)「結成されまし
,た。設立珍音にはも全2がらi鰤

・
lまざ□M、

鰤暑マ参加し彗i北京
´
通臨 tかばは   共同

腫 が鼈 じ量しれ:言・
: ='‐ ・

'腱
菫車黛翼聾羹霧曇彗辟漱な種斬割畠謹

‐
臓扁瑯

如圃準1月 17蔚ご』施蠅代議ヴ亀 鯖糀

予北京蟄鰹斃同代表を含む)が、:内閣府に振東

色萎赫bたぎもあ
―
姉   《国際女性ぬ鋤臆協会、

日弁直 鼈 、歯歯人権協会%虚蜆鰊膿運

言糧
漱墓トタ蜻ム劣慟ざ児童請ルタご人々 売買tモ
ク1乳 藪諭
「
と高鱚など豪くのW無1熙<⊃

合われ、種中て有意義でした.~・
壼だ、ま日糧には斎賀嘗美子囲証凶肺姿蝿と

の夕食会t14日曇にはシ千ムシア・ア■マッド

委員
子
(インドネシア)とめ蜀食会もあり1個人

的な意見交換も書きました。

[日本政府への質闘事項繭検討会へ⑪編 b.ヽ】

:止
F量器鶉設ν謙:巡蠍
が提示されよした』これに轟づぃてゝ 7月あ第
雹ね会期女性な刷廠廃零員会で審懇鵬待われる
は襲瑯杜館 走諏れ許諏⑩帽では1この英文文書の
ロネ語訳を発表膨tf内予⑩横話を行感ヽたttと思
ぃます薔二人でも多くぬ芳|ご雪参加ぃた捷きゝ
: 討議に加『わるさいただくとともに電ここで配布

贄灘震令下言岬:ゞ判性Q

二1第 |

のためぬ会期 .

:揃作麹柵鍮靴t擢躙職年砲月8日から7:日議で

菌連卒甲甲1具:¥議文時開偉鰹iれ:そ印ために
ね耐崚から都:名   :≒ューコ守♂?飛び

にもいて⑪情報は、

劃鬱識していま丸

纂醜 :・も力」:ンターサポこ藤
1を
提出は、

どMで申薪諏劇囲脚こ参加しませんか?i

-4-



: 「人間口究奎爆陣シンポジウム』
デ人間の麦窒鉤障・国際値金がほ融な嵩醐肥直回す蟄時代に搬けるモ①役割～

2月 25日 、赤坂渕 ジスホデルにおいて、
午前 9時 30分から18時過きまで、上記ロシ
ンポジウムが開力れ た。共同議長は、緒方貞子

前国連難民高等弁務官 Oデフポ載タン支援担当織理

特別代表、アマルティア・センケンプリォ
゛
大学トリ

球ィ0カレップ学長ど23、 艶 日に同委員会の第 5回

は 會曇層魯瞥桑@[彫言握瞼種纂RIR皆量し
ンポジウムで嗜ま、プログラムと靱 螂 には

葬貫会爾報告要旨も配布されなかうた。

委員会は、2091年 6月 の二多ヨリでの第 1画

か聰年 2回のペースで同を重れて今回 5回日.

外務省主催の関連シンポジウムは今回で3回曰。

となる。毎図 1000人ほどの参加があるが、今

回はやや淋しかつた.

シンポジウムは3部構成。第 1セッシヨンは

「紛争下の人間の安全保障』や、リードォフは

結類 子さん。紛争下④人間⑪安全保障、特に

人の移動t難民・避難陽の保護、
‐
エンパワーメ

ント 朧 力付与・馨瑚い の理想と翻実、人道支

援と開発援助のギャップ1・美存などにもいて現

状分析と国際社会が取るべき方策に関する提言

⊂)議論をお手なつた0パ率り不卜は前ホ
ローランド

外相・歴史学者のゲレメック委員t瑕タリカ議会議

員で米側人権機構議長のピカニド委員、前タイ外

相・下院議員 0学者むデャサリストGビスワンな員。
従来の安全保障を超えて人間の安全保障の概念

を作柳たいと話す緒力さんの目的は、国家と個

人、人道と国金、紛争やテ百などれ様の申で手

応えはあつたのだろう力{委員譜量が熱心に質
疑する姿にも、情報の解釈の限界や認識の難し

さが窺われた。

第2セッションIま「開発と人間の安全保向 。

リードオプはセン共同議長。パネリストlt肝ぽ

―卜
゛
大章精
゛
ォスタ■ 0土タイ角 0イニシ貯イプ所長のチェン

委員、元QttW・ WT10事務局長でコ・動ドマン・サ

ッタス0イン肝JΨ罰踊申日品の制刊ガランドJ諾力、:〕匡曇婁闘

発計画ヨ輌ッパ・嘔S局長の
｀
電ジェイ委ヽ員とグレ

メック委員。このセッションでは、省囲と社会

保障tガヴブナンス、国際的廠協力のあり方、
健康 0教育分野に焦点をあでた現状分析と国際

。

社会が取るボき方策について取り上げた。

第 3セ ッシ当ンは『理論と実践』帆 間の安
・
全保障の実践鋼の紹介と親縣義曜理ポ融 ポテー

マ。ピカード委員とスリン委員のリニドオフ、

直見敬三儡 購需副■・誂 融 濃錮拙自ゝミジェ

イ姿員、石Ji隠顧憫隕響国麟 会協力部長の3人
・
がパネリストになつて、「人間の安量保障』の観

点から、委員会が『アウトリーチ (現場との対

話)活動」を行つた地域について報告を得い、
人間⑪安全保障を実践の場に導入する際の課題

について輌 した。

会場からはそれ確れのセツション毎に質問が

寄せ:られ、委員から応答があつた。fこれまでの

参加者が女性が多数を占めていために比ぺぶこ

の日の参加者は鼎性鐵琶圧倒的でこまたtいつも
は少数の著者の参加が多く、委員⑪発言の中で

も毬ぱしぱそのことに触れられた。 ,

結方議長を除き唯一の女性委員のピカードさ

んが、ジ雲ンダー的視点を重視するよう何度か

確言していたのが開象師だろだ。特に貧国こ非

識字、健康、救青などの面で女性が脅威にさら

されていることを指摘も女性に焦点をおで
1る こ

との螂 を主張していた志
°

i委
員会は①齢争下での人々め保護と能力付与

②移動する人々の保護と能力付与 ③織争かじ

平和人の移行期における人 の々保護と龍力付与

④経済安全保障二様とな融択肢の中かし選ぶ力

0人間の安全保障にとつての健康 ⑤人間の安
全保障実硯のための知識、♂横能、価値観の6項

目について報告を行い、主な提言として8点を

示 した。

-5-
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キ～～曰申平和友奸条約 2

1 1疇九月}%‐。同時嘔郵郵園鞠隆≦汁領陶義覇祠識際で
螂鎌圃馳卜椰報炉曜がⅧ測麟爾濾拠
.亀 閾勘|ら 400名婦曜珈 L『日
n,輔 鍮 「噸戴 鱚 劣 岬 麟 際こ|

域で
―『目中翻割鑽 :抑齢 繭螺巫鞠|のりぎン

た スト時 ジ
ー
ヨン逮 月中呂笏帥鞭嘴睾遣役

絋酬動IM恣亀孝 1・ :

i合蘭許ま圃中と噸魃魏聾餘黎継寵羹菫掴浩し続兌趙鍾直

制       岬囃颯鰈脚 勒 、国
lt『同咋鋼閣爾羞藝鶏愧維鼈馴浩:昌

li     魯
'から、27日まで10〔鋼囲訪日希塑饂みせられに

,回隋順科11月 瓢麒のこと力 る。呂就沫

感が中必趣なつて出輯 げ颯 壇裂襲瞳醜隅女
/筒餘固躊搬嘔鍾鰤闘膨豚:申朧爛麺灌
:凛ml月薇り

「

鰹黎車礫蝙輪岬噸直:こ儡
・し      L雛覇∫i f
鉤讚樹鎌剛聯貯 ≒臨・

中いとi嘩

僻撫麹つに I郵鋼中
l晰
菱ンダ驚溝絋

liずきた回はも」聖襲雅ポ灯雲lf興中平輪藁軸条胸』
蒻 諭 じで      3塾F慟甲興階》1,
‐8:8■細躙瑕鱚陶

L   「
1 1瞥景il抒夢[拶詈II魯予][健]吾]l魯曇ξ言彎警竃薔警瞥警

・

:競
臨ヽ 1響蓼デlザ鋏

な
]プ

=              /~‐ム

出入潮i週間趨いう代表國即剛鰺のメイン1ま囲昌

目囃 ,「固中山朧帷瓢劇
Lとぼ レセプレ冒劉 .ゝml

日酔L印 刷擢購躙礼幽櫛襲警尤::地 睡麟綺勅息

齢 日             11
□褥議会であるたき、:  ■ ―    ｀:て 1・ :■・|
M個口 F目吉輛楊典購予靱 15」由評錮巾軸盤ヽ

,さに      メt   SS,0名こ。まさ畦 竜
申Ъ冑審靱趙琥涎艶唸れてい亀 倉   :
財 ノ暉呼譲子茫懸⑮司剋趨噛よリヒ

ん 幅肌         閻 鋤 いきつ嗜・
つしヽで   案騒鱚蒟鉤琶町ラタ亀1釧嘲孵書
巡つて騒迫     る力菫アジア    ウ
起こさないために同中両国の緊密薇 羊密あえ‐

夏働理Dttb)きつ響駆可ゴ咄:     『日本
mと 旧交理園懸ヽ観録l』域誂b鯉輸誡 曜静と
軋 条輯曙1憂:周年費とも幅祝:ラため‖中 P螺 1'
日本色1剌笏吻貪笏築瑯呵蛹訊甲鞠鰈り曲持ちもヽ

長鴨歴史⑩中で人費l⑮心l蝙美訣出齢院 かも
.T方管日         よつて饉囃巡頷鵡|「
‐mな こぅ黎 閻評L申剛鱚夕騨勁曜 :

::‐

li:]l:::::::]::::||::|::][]i]]::]:[::]li::iii:::i::|[]l]「 :I[i》

集颯 ξ¬蟄計こ    1者      :
ず卿颯却趾鮨l躍躙離しようだ註そして、〆   ‐
隋 il     一

        ‐

奏鰈軒陣         事i懸〕尋つ』と
諦無 i靡回り
「
麹嘘1回風隷製邸騨摯鐸罐語り

1動    膿biヽ業評錢創卿断 なぬ峨努mをょ…
帥 舗亀    ゝ̈=J      、''
。次脚 噛鯰辟疇れ は通制嚇静琶アメリカ1こ鼻濁イ|

テ:夕    螺l.同鍼 11を巡つて邸鰤瓢覇参脚こ

珈 ていう今、日[抑朕郵騨坤書t岬洋呼鞄虞好
れ 、甲饉蕎善鶉躊認し、戦争肪吐のため卿典性
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器
]  戴貯濾13糧

■・誅:|::}i■ i・
 i

:・新口    鋼 5脱雌美代i挙:ん4』輝ラク鐸 lこ
1弾蠅けち意      電夕戦争反対とも戦争
嘲×顆ゼロあプ身 』嗜謄め1蒙讐うと話えた
目中平和友好集納2,431周年をふまえて。『日中の

71

栞き1油藤:    邊     鍮ける

::il][:|||||::ili[1:||]|lli[:::3::::lii]|]][:::]|1督 ::

に細 費も鱚 駿 あ魂  ―■i・ .1
自本       とルで温井和子さん (均
等待遇アクショ瑚 力」もノト ト化す

Dる    ⑪
集舗醸と同二価値圃二賃量の実現や実効性口あ極雌生

鋼     必要性などの細告、てJAα□橋本ヒ
ロ子さ渦葺bふら譴酬      領嘉譲曇‖屏等蜃魏之距廂琲副
イ躊認難》らぬ爵錮麟量 右翼による男贈 電ッ

シングの報告が脚 も脚建0醸章日根からの見女

平等口攀進と平和呻橋想についての提案があづ亀

・考1蹴臨固性需襲翻靭頭罐彙鯉鶏病郡鰤 ピ%に 」
さん 礁障

“

免鍵t4●副動 から日申友
番アジ漁輛尤録鐵嗜らぬだと如自藤憔

‐
拶獅 く≪も]言 続く

゛
i島嚢レ∃摯1%ほとな

り、ぼ同義き蔦醐∞気
。
上部齢ギき懸嘲が、

Dl裁二
`・ 1:Ⅲ :it t  i

ど三』翠口押3色l)離懃間    も魚6日 lと|は未
「i     董
lり、50分という時間藷であ■危鐵k■釣スピL
姜もib鶉憧絣轟幽蹴詭[讐堪轟l臨
にしても慌ただ面レ瑶薇麗でぁ写たが申国口代羨団

底 日本調嘘濯錠斐鋤    とりく暉 して
いること幅瘍動したよ

・
うであった.その申層私は

柴遷んに猾 哺為けら鮭 こと脇む鵬いう力補って

いる。緬 日      闘判」とぃぅ場

合、政治家としで峨基詢笏颯剰割こつして どこで

トレーニングを行う《勒〕ヽ とヽいうことであつた。

魏   i
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量金塾萎圭l佃飩赳宝拶レ載期金面騰鱚を通じ藩剌霧ili==華室=′_   .: `.1 1 1  ∫ .、  ' ・       f  i  .    `す     .

ち醇い)。年

賀    会
社は、:署革饉霧賦な《嚇瀧慶特制度という賃

=::曇闊度で、′鐘鰐翡締嘩lりなく毯平帰錨格を定

:めてきたξ華張与ゝ 野崎されが等にや1下き
た夕ぶプ義務は適型業務な口でゝ資格は上が

幅なくても:当然だ:とし1でた。:これ鵡こ対し判快

斃麒菫轟」な又璧鯰趙if
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岩手果で

13嬉 i国 (麹 虚贔繭赫薄む『Fメ黛ティッ
ク0バイオレンス⑪ない社会をめぎしで一―

岩手暉    峰    と     とい
うジシポジウムカミ純[1(ゴ人ぬ参加きを集めて

開催された: へ

主催薩Iヽ葛いる懇女性グルーデめ集まり
°3.

である F男女共同参画エンパワメント・いわ:

冨訂 珀 躁 鼈 軋 翼 貪 鼈 響 警

::

治悼DV実麟調査の検討と課題とキヽうテーマ
の私幡 表を、代表の田端八重子さんはじめ

数人の方が聞いて下さつたことに始まる。す

ぐその場で着手県内申⊃V調査の協力依頼を

受けた。このyは 文鯰燿押弾祠成14年度男 '

女の家庭中地域 0生活充実支援事業の委託で

ある。           
・

独自の競 醸

10月から4回t自嗜倒⑩釉岡通いで、N
ぬ基礎蜘Miと    の内容と方法%の
勉襲装を行町lゃ 即割畢F甲鋼 lこ典つち!拳
行調査の実織を踏まえた上で、:より新しい  ,
要素とそ④地域峨独自性を加味し、か0全体
のバランスをとるうとするとξ思いのほか時

間と労力が力哺=るものである」4峨間の岩手
の女性たちの幸抱強さには敬服である. _.
1月の調査実施では、。配布数綴囲〕〈男女同

帥 、回収率は33.3%であった。

今回調査には駄の4つの特傲がある。①市

民による提案と美地である。吻 県レベ。

ルでは初)②市民と研究者による、ゃイ罰岬幅固・

査会社め協力を得献がらぬ共同作槃守ある低
‐
・j

③調査内容の特徴として、 lξ.県内    ち

較が可能なようなサン鋤 出 g、 個の同

ゆぬまえ知子

]1層蒙濃から蝙 力と共
"・
‐
大胃|ナギからぬ暴

力の関連  3、 こども時偶:の暴力との関連

4、 理 伽被書趣期騨噺翔調に言との関連、

.を暴ること力ET能であるむ i

当日は主催者による事業の経過硼告と行

政か喝Q酬 紘施綺後ぬ対策、疲龍民江さん°
によるEW防止鱗荀輌郵媚鯰豪襲藍鰤講演、シ
ンポジウムは、調査実施に加おつていただい

i:た地話の研究者の方戯:野調査結果⑩地域闘地

較、見女瞳 、私からは地囲調套結果と⑮比

輌幡5瞳表しれ

高し喘覇曜曝鉤と性的・確罐鱚醐F離曝向の

鶴

身体的鼎力の経験率 24(跳薩t歳京都
33。醜 、刺 麟緋稔眈蠍1凱路 に比ぷ低い。し
・
がし精神的暴力噌興%はこ真京5晟鵬、東ゴヒ

副 魏繭こ彙轟酷く1・   調。F/0も、
東跛趣Q用ぜ_東現ヒ園lmに比ぺ非常に高い.
｀
また社会経済的暴殉國λ晒脇:も東闘ヒ農村 14脳

に比哺 レゝ また覇睡     l瑯の
被害経験事に1まば闘朧 で編 L正直に答え
ているが、暴力鰤馘綸じていないことがう力ゝ
「かねれる。     :~ 
日常の臨靡批趨を固くL卸 の項目ではも大
:部分l鳥暴力強受けれ 昼`量性と受けていない

女性の有意差があつれ :横膿市疇 力を受け

た女性ぬ健康状想よつ、着手県の暴力を受lす

ていない      中方が訃 中には驚
し`た.これらぬ結果からは、岩手県の女性に

対する国|に見えなぃ抑圧状況の強さが浮かぴ
・
上がるている選嘔婉るだろう。今後よりいつ
・
そう⑪馨発、相談体制の拡充が求め‰れる。
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北薫J.A嵯仙営昌ユ…風より

(Nel。31)

力を言ιЪつつも量憧繭側にたちも曇肥韮んで歩く働
Jで剛鳳喘}田耐 。
融
=に
縮鰤 道

。́
聰厳都            中に副したも

糧幹 朧

鱚ヽ
時l枷
・微卜1つ入ず畷 imm眸 醐 難 岬 嘲 で 断 噸 騒楓 1『稿 蜃 蠅 脚 U・
Tl勢 ○

・ m    直  :ヽ    t、
・ i.11

巻ヒ裁證イラク        うとして坤毒諄Lイラ曇亀 券電可霞堅螺糎よ尋趣讐蕎顧悲

l  l   W躍 颯М

』

¨

に立場ましょう。

東涼
=晰
噸剛回N IN剛脚鰹肛蜘 Nは、銀月第10第 3金曜日の 19時～鋤時

新宿南口広場でスタンデイングを行っています。
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人間の安全保障とジi多ダー明 究畿珈告 (20018年 2月 4日)  ・ ,i

「入閻動安全保障委員会』愧告しにつ酷Ъ可

3の今後の方角につい第 o回④学習会はミ外務省総合外交政
策局から内田浩行さん 鱚 際社会協力部

国連行政課首席事務官ンをお迎えして、

“人間の安全保障委員会"報告書の草案
のあらましを伺つた。講師への質問こそ

して、参加者が過去 5国の学習で考えて
きた意見を交換したり二人間の安全保障

について、具体性⑩ある充実:した学習会

となつた。

んのお話か。ら 暉 案について
・ ドラフトはまだ。2氾3・ 24の第 5回
委員会で詰める。
: 報告書は、鰊 争 と人

°
間の安全保

障"(結方向子さん)と “開発と人間
の安全保障"(アマルティア・センさ
ん)と いう2本柱。
・ 委員会の役割は人間の安全保障の定
義化と問題点を指摘すること。

・ 報告書峨構成はこ紛争%開発、提言。
紛争では人の移動に着日、開発

:で
は

保健、基礎教育を具体的にどうやつ

ていくか。
O pFotec領面/m保護と empowememt強

‐

化を思想とする.
・ peTleを 対 象 と す る 社 会
∞繭 uniけ づくりを申心にすえろ。
0 個々人が国家から懸ずしも守られて
いないで、国家から脅成を受ける。
0 ジェンダーという言葉が入つている
かどうかわから強い。しかし重要。
0 人闘⑮安全保障基金の現状について。
(総額 190億円)
0 人間の安全保障は日本のユニークな
取り組み。各国もそれぞれ活動して

しヽる。
・ 日本が一生颯倫すれば国際的にも理
解が上涸もっていく。
0 国家峨安全保障と人間の安全保障、
。両方とも重要。

・
躙 5に、外務省主催て、lmo人規
模の国際シンポジウムを開催テ定。
膚報を人間の安全保障委員会で進め

る。世界各地でシンポジウムを開い

たり、サミント、各会議でアピール

していく③委員会にアドバイザ∵グ

ループを作る。 _

ジ土ンデー`⑬視点をもつと入れてほ

しいという強い希望がある。

章事の強い外変と人間の安全保障の

やさしい外交は、呂面性ではないか。

人間の安全保障ガ国家峨安全保障を

どう変えていくかという相
i闊
関係が

燎菫量オ ==、

のあiり
1言
議論与
P

委員会に、安彙 l晏生き尋ことを保障

する国家の安全保障を組み立ててほ

しい.

国家の安全儡障と、人間帥個人とし

て鍮安全保障は1電 両立させてほしい。

今後の日本田外交ぬあゆ方全体を包

み込むような委員会の報告を出して

:ま しいG

委員会の報告が、私たち一人一人に

も関係のある内容であつてほしい。

私たち日本が柱を打ち立てたのはす
ごくいいことだと思 ラ。

理念をきちつと打ち立てて、いろん

な国の安全保障も含めて進めてほし

し`。

外交の考え方、思想も平和への定義
が進イ脇したと受け止めたから期待が

大きいι

国内的にもご広報して広げてほしい。

私たちには1国内⑮問題、国外の間
題という分け方はない。日本も誨外

-11-
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～～～～～～    都ら轟～～亀∵――
ロイラタ争      艶 瑯軽世嘔備.:
勢も国内中流れら、あねただしいこ0ごろで

法木     :鯰IF I
骨墟きになる条例はいらない、とぃう声を事
‐性た場が尚ぽ嚢した 』IAE塞膿●2月 11
1目の集まりは¬Iれが噂の女性たもの運動ヘ

⑪示唆も含ぬご
l有
意襄敵会とないました。

日中国女性代表団み自薫訪間二人間ぬ安全保障 |

闊際⑮議など、世界平和を顧う声は決bて期ヽ 1

さくはないい
・
1こ、マス■ミ⑩岬縛嘩蝙うてい

|

iます。大きな好戦飽勢力が世界の運命を牛耳

ってしよう顧赫罰鞠がカニズムロ恐ろしさを
:1思
わぎ野獣得ませLとばいえ:どの国の、

1‐ど⑭雌馘轟:‐ T笏匂顕曇ζ声コl厚倒的な甲が頼
.り m‐ぽ    `    , .
□今年は流一地方遇⑩票です自女性甲政治参画

讐隻麟する女性たち武 ‐・日申囲各地で動いて :

いますЪ出る人、出す人t支える人、ヨL京 J

l華属   蜜蠍忌、
4、贔縫のJ ttβ仰総合'言躊 どおりの時
r期尋こ島つことが徊齢鍾寸Ъ:機上鰤まつて、ホ年
(は
、
二
3月li ⑩伯■璽曜剛宗後[こ蘭膿する予定~で
す。・詳しくは数緻 聾翔旬になりますが、

どうぞ日程表l巳加えておいてくださしゝ

シンポジツム
・∵ ~

聯カ アは   枷 ユ?J

同時:3月i4膏嘔⑮身魔時鋤分～

会わ論プ彎 ノン鍵
 ́      i    ‐ず 畷 ■師騒星1414

パネリスト          :
6竹信重滴評蓬ん臓鞠静郡

島リスト)
・瑚鯛轄拠礎 品孵駄融般》
●

廂 :鐵
=『

1

:由
嘲 冊 l面鱚 繭 浙 て舅

司LttI配に曲ぱ雹精聞い合ゎせは、事務周

ま亀 ただし路事務局臆留守藤ちです⑪で、

ご連絡は 翻醒:で調願いいたbますっ

お急ぎ⑩場合はj猷務刹長λ非宅へ酌 C。

t副 圏媚醜争硼濾 tド■地灘 醜畑卿 腱7

,t諭号1こチ手シを回封時まはキ)

ザ]/猷嘔鶉棘魯λ炒
¶ⅧF「  88守罰蝠 啜日圏8

サ:I「 :ギ
す
1 [  .f°   1 . t卜 i・

1    ・ 卜 .: :

ぃ■ず欄 評 鮭ビ晏
・

★到蜘日坪昌厠3Ш□《回》
| 1越駆鴨曇'母尋電i翻～17鷺郷
l=:「 :留ヨ風壺言冠JIJ駐電匠証]画面]面百31: 二 : 

‐

1 重瑠肇「]l機会にもいて  _1
:          : ^                      .だ ]::可 t輌[]〕‖lilll                    :

世話人の方はご幽気をビ適絡ください

幾恒瓶回□歯璃鵬団壁奎澱
‐  |:      :

同時:剛瑠8年 5月 1回=:日 t艶   1:
′

遷:1::::」

(1:lil

会場 :文京暇     ンタ■。(予圃
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世界女性会議回ピイングネットワーク

7ジ農り中北順風 ぽ 第79号

<鉤熙シンポジウム≫

3月 2電 目√午前10時から午後4時まで、明

治学院大学において平和をめぐる国際シンポジ

ウムが開かれた6‐ 主催はもアジア女性資料セン

ター、墓地 0軍議を許さない行動する女たちの

会、端入国際平和自由連盟日本支部、女性 0戦

争 `人権学会で、お茶め水女子大ジエンダ
‐研

究センターと
.明
治学院大国際平和研究所が後援

した。午前lま 4入のパネリストがそれぞれ問題

提起の話言をおこなつた。以下に一部を紹介す

る。

F沖縄峨フェミ三ストが目

高製鈴代『基地0軍隊を評さない行動する

女たち哺 共同代表、孤覇市議

この数日の戦況を私たちはだれめ、どこの日

線で見せられているのだろう力、 F軍隊は充分

罰]練書都ている』とラムズフェルトは言うが、

ど三響警う副麟してぃるのだろうル、沖織 ゝ

見えない。イラクは申来安懸して眠るべき夜に

攻撃を受けて隠れなし1でいる。 1
軍事化と父権鑢 は¬国Lしている.鯛年に

F軍事化理問題点を分析する前提として実憩調査′
を行つた。米兵による性犯罪は、胸弾は飛はな

.くても戦斡脚想にあるということ.『鮨緩』も女

性へめ轟ヵ威続き、戦地と沖縄は直結している。

今、米兵は経済的優位がなくなり、暴力と甘言

軸 を期 し、2帥 輻 定翼鯵性量にジ
三ンダーの祝点を大き、アメリカの暴力魯補完

するものになつている。

これからは、沈黙・分断させられている女性

が声をあげられる社会にしたし■そのために共

通の経験を語り合いこ国内的にも国鸞的にな哩

解していかねばならなし亀 また、基他の異説・

羅劃 0ヽ撒退議論にIままやかしがあり、実態は拡

大と新設だ.1中陽を調れることだけが軍事イしを

とめることではなく、地域ぬ骰題にフェミニス

トの廠 向き合つてす麗欲ナ輸ことが必要地

『弔いのポリテ打クスJ

「雛 0賠 0

言葉が事実を隠蔽してしヽるも戟争システムを

取り出 るために言葉ガ トリックとして使われ

る.なんのための%を 言うのに、Fテ甲撲
滅JF大量破壊兵部の疑い』順

'劃
饉翻輔謙如

などと変ねる。暴力を使うことが、秩序のため

の必要悪だという。

鋤 年代の隆  庭踊呼を暴き出す制として靖
国闘隧鵬=ある。

F国家が死者を弔うことD是非』
『死者を家旗に延せ」「麗者と弔ラ家族と弔わ

ない家族Jなどの議論があつた。第一次大戦で

国家と死者の奥書は最盪馴に驚し、家族の掟と

園事の掟の対置が女性と男性⑮対置に重ねられ、

その女性力明性を支えるという図式だつた。国

家⑮勘 を肯定させるための秩序維持の反面、

反逆したもの間魂熾習され減魂 女捜国際戦涎法廷

フエミ・昌風l卜がつくる甲利■邸藝藁義を超える～

〇
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巡て、馘割彙品針軸轟多トラT夕を

1療げ舜た中にヽ町甲鐸耳冒藝曜野彎毒準響こ学零瞥子と
T女性⑩分断を超える』.仁澪|レたイビポずウム

・がアジア女性会議鍋トワリ⑪窯雌で開力魏嚇6間

1題詭遇香1尋曇蝉国祠 や剛幽帥mm濾 東
京から嘔参加を得もユンロTさんのR調撮言と

,結み合つて、・畢味深職:爆悶1革`弁癒た, ‐
社会飩度がど⑩ようにメ%イLされるか、それ

をノーマルにするにはどうする力ゝ 今アメリカ

扮   慧

還酢鐵菫議忌珈紺千_讐 底躍詞   浴腎瘍:
シンジァ・土ンぼニ クラニタ大学教授    脱章事4ヒ社会□概念を極も三とそ:章ひ4瞳眩念
澗業の成大学ジェング≦研究所客員教授    を越えられる。これまですべて軍事イLを進める
私たち油電注目b続けること力電軍事イ底を押さえ  側にあろ走言説を脱するのはも自分⑮鯰題に無
ることになる」アメリカ国民のすべてがプッシ  点を当てること温 .それが i  li副翻面[崚
ュ政権に共はしてしヽらのではなし鳩メディアの  でおり、長期的 O短期的なビジョンが必予鵡
留艶調は大きい6堀由せは無キスタ‐

。
卜,ど藤笏 ■ :"イ そ蹴 ぬ腱は価値警作野齢 こと、家父長

い見解にはづく輛道を行つてぃる.        れの特催⑪パラダイムを分析することだ.女性

八趾闊髯瞑鉤菫黎療諄 臓蝠縣3重蓼不呻恣雛書暑
p

舜0日常を動かま鵞』醗 見ぬきく,裁治的エンパ
、興味率位ではない瀞、開かに応皐ているか、本  ワーメントにうなけてレ:｀くことに
鍼 なこと嶋国が履いてb〕る中あ、朝時馴製螂熙敵   輩全保障と言うときり 岬l翼実にはあうq

(33≧珀|[雖晟婁1確1蠍l鶉 贔鞣椰‖勒祗懸喜襲電
どと考える
「
要がある。1靱なこと』lま 晴味  フモミニ晏}挙 して審曇保障⑮システム:概念

のないこと』ではな卜ゝ 何か重画部を説明する  を羹えなぐてはならなしヽ ほ済的平等、人間の
‐
能力がに要亀 尊厳亀非暴力こを重要だという価値観をつく崚、

夫Ъ家旋Ъ政治家、首相、専門家は私な麦え  社会を変え .ゝ紛争を防ぐ」とにつなげる、その
よう年動きやける。1鱚ンは何が車覇中

ユ瞥決や、   た彎呼つ卜「荼、、9争甲軍締寡雪を直|ム1否断の

雪雪贔軋珀「ず
にな荀ITを灯写 卜でξ].° | ‐11ま」二・泉弄1鼻∫〇

**幸 *幸 *攀 *ホ **申,*******ホ ******犠 富事
『
警塞****率 **ホ **中 中中**キ 申***申 ***

では競争がノこマルにな■ているのが残念だが、
秘銃と特権、燿員■資霞滝男輻 ぬ検証に触れ
た干ン直
二さんのお語を受け、共に通蝿 ③会

・

員でもぁ羞参議は譲ドロ編島喘穂さん議詈菌会讐

⑮やり′と彎の数朧性をlj紳爬燿側の衆議艤講量

嘔車P¶美津矛さんがゝ日米安感が日米国血にな

つてし`る藝繊喩どを指摘:した。WIB勘ゃらは毎月

2回、新宿に黒在で立つ女性た場⑪端について
発言|イ テク争の武力無卜という暴力に対する

怒りが会場が職口満hな非言につなかりЪ軍事
イヒゆ多様m、 プロセスなどが割 は鋼 らゝぬ
発言から浮かが上謙]ったG   鰍井よし子)
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水はす鷲て回Jin囲基廓曲∴繭置ある

世界の水問題について話し合う「第二回世界

水フォーラム」が 3月 16日、京都、大阪、滋

賀県において8曰間の日程で行われた。内外か

ら8千人余の参加者と1躙人を超え緋 担当大

臣が動 鴨し、ヨハネスプルグサミット後、添に

関する最大峨国際会議になつた.さらに6月 に

フラシスで開催予定の G旧 サミットでも水が主

要析 ―マとなる。9月末には東京で第二回ア

〇 フリ珊 臨 師酬 Ⅷ 力
琶闘力れ るが継 の

焦点Iまホ問題である。

いま世界人口の三分の一に当たる人々は水不

足に直面しており、10億人以上が安全を飲料水

を利用できない状能にある。また、急速な環境

破壊や人口爆発は水質活染守異常気象による大

洪水を恒常化させて鶉り、開発途上国に生活す

る社会的弱者や資困者⑮多くが低湿hや乾燥地

帯などの発悪な環境の下で居住しているなど

『水問題Jは 21世紀の最大⑮政治麒題となつ

ている。今回のフオーラムでは水と都市、水と

食糧など3∽以上のテ
ニマーに分かれて分科会

が開かれたのを始め、世Tの関僚級国際会議で

は『世界水報告書』を確認した。

報告書は昨年ヨハ線 プグで開かれた『環境

開発サミジトJで合意した 畷魔凱鐵鰯勁幡申閣

醐 ⑩ 人の割合を15年までに― るJ

という国際目標を融 るための資金mと
水設備の会的な管理論策ならびに睦成目標のた

めの『国際隧視機関」の設置を求めている。

私は大同 で開かれ鹿螂罐輪艶躊翻壊碧備、

運営の民間資本導入をテーマとした『水とガバ

ナンス』『官民の連携』のセッシヨンほ参加したc

『官民の%で は、水の 距辟錮臼 に積極
的な世界水翁諷躙W働と批判的なN帥、中ナ

ダ人麟 が釧K対立した。WWCW会長は「水
の関営化が目的ではなく、水サービスを受けて

いない人に水を供給することが重要でおり民間

清水 澄子
資金の導入を否定する⑪臆鉤業だ」と主張した。

また、水遭関係盆業の国際瀧協会は『水供給の

責任は醐廠や自治体が負うべきだが、公設民営

や法人イLなど多様な形態が考えしれる」と指摘ゝ

水歴陣瞬諏矩蓼劃しを進めている南アフリカの代

表は『国民が安全な水を得る権利の拡大は、民

闘資金を使わずには進まな滴ゝつた』と報告した。

一方、カナダ人権協議会⑮モード・パーロウ共

峨 は『あらゆるも⑮が馘 L⑮Mに 組み
込まれていく面ミ、水面 と将来世代の共通財

産であり、民営化、商乱化の対象から外すべき

だ』と譲らなれ た。すでに民営化鰤 して

いるエルサル くドルでは『公共セクターの民間

資盆導入   理が働かず、逆に独占が進ん
だ口通信や電力の料金が一ケ月で 1∝隅上癒

電つ

た。水のMヒ は貧しい人にさらに大きな負担
となる」と望謡卦した。中膊諺糧彎調アプリカのN帥
か嘔は『発展途上国では、世銀や開発資金によ

って水の用 臨が酪れされても`る』と齢 があ

り、『民営化さ机た固や地域では富裕層だけが

思直に沿し、費国層の動児死亡が低下した事VIj

は無い』また、同臨鯰浙乱舞陛にとつてもつとも

深刻な闘題で、労働組合の尋卜に激 して闘つ

ている』などなどt民営化の実想と反対行動が

次々に報告された.世界 1報力国騒師カロ盟組織

の水の労働者が結束している世界組織鰐動 は

『あら帖形悠⑮求サー中職 、水資源の商■
化と民営イしを腫否する⑤水は公共財として公共部

門に留めなければならない。あら幅 政府は公共

による水の供給を約束腕 ければならない。これ

には十分な財鰊轡確保し、十分なローカルの能力

を築製ためにも政熙 ミ瀧事業に国家予算の 2°/oと

しつ低耐分⑮現状替椰破b本幅な予算を要載し、

貧国者ぺめサービス臼曖先し、水躙 前進させ

るために国際的な連帯を築いていくJことを満識し

|た。     っ
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『定期レギマ トロや識に財する課題精よびに蘭事項■覺 F同 ,率』:.・‐は蟄 ::ギ

f:| 
°
■   1厠非       Ⅷ .ネットワ∵ク 嘔轟脚C)訳

は路第4次::第 5数日本政府レポ≧卜を審議bご 1課題と質問が2月 7日付けで

出された。 _(文嘲峨ページは、英語縁日本政府レポートに基づいている.)
*各質閥⑪見出しおよび該当筒所はti諷者がつけたも口です。<>内の該当箇面は、日本語髄
: 日本政府けポー(卜嘔噂目を示しています口⑩=第 4次レポート.⑤=第 5次レポート

E縫鐵釉質と口
"句

:事簡略劉諄]

魏間t岬捌草1躙重i条 1(4)→ >
第5験レポこ卜の64ぺ‐ジに精いてく間接差別□定義に関して雌 的コンセンサ累がいまだ得
られておらず:庫壁労働省奮は、

‐
罰在、諾外国の施策黎判rl」の動向、.事例の収集に努ぬでいるとこ

ろであり、ヨ|き続き検討を行うと報告されている。こ峨点に関して、現行機囲を改正す畳ためtも

しくは新鵜案を攀入するためにとられた取組巫彙翼恥噸郵酬静麒劃冬鵬bてくださしゝ

曇ナショナル・マシサ  「Tく□簾8条 1(1)≫
いずれも男女共同参画用者事務間としている、新設④ 鴫女共同参炒会議Jと 喝女共同参画推進

本部Jの関際を明らかにしてくださ貯、第5次 レポ中卜の15および 16ぺ富ジにお嘔ヽで、男女共同

参国会議を男女共同0画推達車部の意見や決定にっいて審馴覧されてしヽる。これら輔 月聾測史症鞭別勘
力と、これいの棟 はどのように慇視さ紀る⑩かを説明してくださし聰

轟オンプタパ■ノン≪囲第囲条 (c)(1)>                     '
I第 4次レポートロ17ページは、1靭女共同参画躙日0年プラ41に、N女間の不平等l=係ねる間順
の解ねに当た輸オンプ武藤`ァプンについてt日本へ⑪導入可能性`i逼呂する・M費研究を行うという経
言が含ま紀でいると述べてぃ高。そ⑮ょうな調査は実施された申か?も しそうでおれば、オンプズ

パTIプレロ設置に関|して、ゴめような勧告かなされたのか?              :
轟 却   体における昴女猾同参画基本計画⑮策寇状況く⑤第鼠条2(帥 >
:・節目昨酵ぷ■卜の 18デ■プは、|け武て   果が、N帥年 1雹 月に   されな男女暉 参‐
画基本計画に鯰iした男女共同参画計画書策定している一方、財 年

・
理:月調在、市町村では、

1瀞
ず

か颯導跡しかれ自瞼労女斐   画を策定していないと報告している.よ馴多くの地庸自治体

摯褥鯰雉羮翼Ψ守|し
く
甲雫警書
⑪
]岬 .:o

第 3次レポ〒・卜の 19ページに、普情蜻 監視専門調査会が、男女美珈参画社会基本法に規定さ

:都てしやる政府口鰤 にもbⅥ赫願讐隋同 ょぴ人権がR害された場合に鵜tする機害者曲救済につい
てゝ 調に斡横詢|を行■てぃ勘と認載されている。そ口調査O横ポ畷結果とは幅ビ⑩ようなもロカ]?

な人欄鱚靱靱豫囲簾2条
13(2)ア)>

珈 年 3,月1に政府が、現行の人権擁護儡』度を拡率的に改革するため¬人瞭擁誰権案を国会に提出
b起こと力藉賠「されてしヽる (第15数レポートの間ページ参照)。 この法業はЪ柵音によるとも人権
侵客による機害⑩適正力恥つ迅速な軸 と襲勒雉な予防を握供する人鰊委員会⑪設置を図っている.
法案の現在⑩状況につし`ての情報および捨案⑮愧定のうち、特に女性⑮人権⑩侵書に関するものに
つし`てj詳細な情報を提供bてくギさしゝ

瑾    晶基L文 <六魁薬亀
』

(li義‐≫  ■
噛轟罪に関する剛法 1画 条について、この条頭のもとξ 吻 1匈需に鵜ける強議は起訴されうるの
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か、また、嬢際に)起訴されてきたのかという点も含めて詳細な情柵を提供してくださしゝ 鱈輻関

係にお1するレイプとドメスティック・バイオレンスに囮連度 闘始された認識義続の作数について

の詳細な情報を、有罪判決の件数と刑罰⑪内容を含めて提供してくだきい。さらに、家庭向におけ

る最力、特に、そのような暴力が女性、子ども、商齢者に対してなされたものであるかどうかにつ

いて、可能であれば、被害者と加害者のMつ けての情報も含め、講綱聰 級の提供がさらに求
められる。近親姦陶 せられているのか?

緻 『女性に対する暴力に関する専門調査会』<⑤第2条4(4)ア )繊 >
第5次レポートの24ぺ‐ジにおいて、晒締鍵静からの帰力の防止■       に関する法律の
円渦な施行に向lナで』と題さ机た『女性に対す盈貪卿凱昴譴塑鋼 の報告書について言及されてい

る。この報告書にもり込まれている勧告およびその履行状態についての情報を提供してくださbゝ

翁曇セ.クシユアル～ィヽデスメント<⑤第2条理 (6)ア )。 およびイ)>
セクシュアル・ハラスメント④個々の事例における刑法規定の執編に関ヒて、詳細な情報を提供し

てくださし、力田えて、男女雇用機会的等法のもとでのセクシュアル・ハラスメントに関する雇用主

○

(D峨
義務を明ら力叫こしてください。

[ステレオタイプ1

蠅 固自猾甥嘔   y<鏃 5条 鑢 1(1)および2(1)>
第 5次レポートの 37ページにおいて、固定的な性別緞割分担意識階、長い時間を力輔て形成、標

準化されてきており、男女共同参画社会にとつて重大な障害となつていると記載されている。また、

これに関して、影響調査専門調査会が、政府の施策を始めと
。
する、女性のラギフスタ。イルの選択に

大きなが響を持つ諸制度について調査検討を行つているこ走が報告されてし1にが、この調査会の結

論について、情報を激 してくださし%

騰訓尋春とトラフィッキング】

璽喜外国人女性の権利<⑤第6暴 1(2)>
日本において売春に従事している、もしくは強制的に従事させられている非登録外国人移民やトテ

フィッキングの編 にあった女性を含む外国人女性の状況について情報を提供してくださし亀彼女

たちは、国外退去手続がといれている期間も含めて、朧 医療、一時保護施設、その他の社会的サ

ービスヘのアクセスを保障されているか?また、同旋入やプローカーを同様に、女性たちも起靡さ

れるの力ヽ?

‖震国外翻め起訴<児竃買春については、⑤蝶超条2(1)ア )・
>

国外で、成人女性と少女、もしくはその一方を搾睡した日本国民に対する起話が、日本においてな

されたかどうか、情報を提供してくださし聰

【雇用と教育】

吻量鵬 におけるポジティプ・アクション<⑤弗.4条3(1)ア)>
2001年に設置された女性⑪活躍推進協議会日構成どメンパーはいかなるも⑮か?(第 5次レポー

トの35ページ参照)

翁翼大学教員<⑤第1条 3(1)イ )>
日本の大学における女性教員数]|き上lザのための達成目係の設定に加えて、大学は、第5次レポー

トの36ページに報告されている女性教員の低比率 (銅01年で 9。 5%》 ⑮問題に取り組むために、

条約④第4条 1項躙 費 暫定的な特別措置0さ らなるlll用を検討しているか?

で墜女性起業家等へ⑩支援<⑤第4条遇 (2)ア )_およ」町)>
-5-



経済産叢省の女性起業家lこ対す輸低利貸付lしよる効果はあったか?ド起業を希望する女性を対象にし

た「女性と仕事のホ絣 ⑮支援事益についての評価は行われたのか?(第 5次レポ
ご卜の:肺ペ

ニジ参照)もし行われたので議れば、そ口結論はどういうtのか守

に精け.う尋テ町すタイプ≪⑤第10条 1(自 )ア)>    |
31jに基づく固定的役割分担意識を排除しも個性を尊重する動清鵠』度を、家庭及び馳域で罐はする

ため硼詞0研究暮叢が行われ縫逸とが、第懸次ンポート④ 58ぺ‐ジに記載されてもヽる。こ⑩調査

研究の結果はど岬ようなものか?

【蜃雇用l:為げる   咄<固簾 11条 l■ 1(1)>
現在の雇用状況に結いて:採用選者の段階で女子学生鮮不利な取り易 を`受けている事例:及び、

妊娠・出産を理由とした麟雇や、過臓 0解運に関して女性に対して男性と異なる取り扱いをする事

rll漁雹見られることが、第 3次レポートの61ページに示されてしヽる。これら中問題に対にて、政府

はどのよう齢 を講じているのか?

躙 パートタイム労働者 <⑮雌鋏起 (3)および第 11条 1-2(1)>
FパートタイムMは 、我が国経馘 において大きな役割を無たしているもの口、■般労働者
と比較して:処遇や雇用の安定の画で問題がわるJと、第 5次レポートの 11ページに認載されて

いる。こぬ闘題についての詳しい状況と、女性パートタイム労働者⑮処遇や逹月の安定を改善する

ために、嚇 はどめような購 を講膨てッ
Lるかということについての情報を提供してください。パ

ート夢ィム労働嶼簾oあり赤を見直すために設置されたと報告されている(第 5次レポート峨64
ページ参照》研究会からはЪどのような結果が出されているのか?

♂動‐く⑪第11粂 l-212)>
第 5次巌ポートの65ぺ‐ジ暉述べられている脚蔵ン貪醐野』という言葉の意味について明確な説明

を北める。派遭労働者とパ‐トタイム労働者の雇用状況とはど□ように違う画か?すがで回職種に

おいてЪ現在の労働市場における女性のキヤリアアップロ機歯についてのmを 、男性綾比較しても
詳細に説明してください。

鰤 判官
○検察官く⑤続計資料,3、 64>

第5痰レポート■綱雉翌翁諄料こは、裁判官、検察官為よび警察官の用女比が不笏衡であることが示さ

れている。この平均術を見正するため、柔絢第4条 1頭に規定されてし`32定的な特別措置を含め

て、どのような対策を鋼 している中か暉

蒻 鰈 蟄 皿条1岬 す1> 
し、企業⑩艶  度割こiる勇女間のグ厚生労働省が、勇女口賃佳格羞の原因について蟄

瑾ヒ事静澤轟f卜鱚    るキぬ銹 り をJ橿頗己書響針たことが、賃首5観睫レポ
ニトの隅 ♂《守

ゴジに言己輩批

されている。こい研究調査臨 果はど⑮ようなも回か?またち靡 は男女間の賃金格差な縮める

ため⑪具体策を提簾した⑪漁ユ?

_躍鋼理理,産意圃決定へ印参力国]

莉
層憬鰤璽盪颯八縣文珊ツジ饉菫⑮諫餃歩判]菖滅暮飩会年ょ崚もないとbヽぅL塵滲]、第5次

レポートの鈍ページに示されている。地方自治体峨   への女性の参加を高めるために、政
府は、柔絢4暴 ュ項に規定されているJ定的な特別措置斃導入者検討しているか?

鶉 唖蝋 くぐ問書7条 1ン

醐 皿 (ジェシダー土ン本ヮメン同舅閲 上位先滲国に比武で、日本|ま、F国会口識席数に占める女

性の臨 及ゝび『行輻 ぴ管硼剛こ占める女性口碕れが極iヽこと泌i:第 5款レポ
ート⑭欄ぺ轟ジ

に柵告されている。こ⑮点に呂して、日本ぬ順位警島めるために政府浦電実施あるいは検討して時`る
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対策をくわしく説関してくださし鳩

渕ヅ大使・外館 <⑤第3条彙 (3)イ )押よびウ)>
第 5次レポートの 53ページに報告されている、女性大使および外務省や在外会館の女性職量の人

数を帥 ために、具体的にはどのような対策が講じ幅紀ているのか?

E』廻壁廊書尋】

熙巫健康支援 く⑤第盤条 1・ (2)>
生涯を通醜 女性卿健康支援事業が剛Ж闊痔藝制に聞力価の都道府県・指定結貶誓でワ割歳されたことが、

第5次レポートの
-7懸ページに報告されて幅 。こ□事業は、財 拝以降⑮2年間に全国でさらに

拡大されているのか?

躙 10代の望まない妊娠と性に関するィヽンドプック ≪⑤第12条 1(4》 ア)>
10代の望まない軽娠辟増枷bており、この傾向をくい止めるために、政府は、地方公共団体に対し

て『思春動の性と1健康に関するノヽンドプックの価 を求め、作成口ため⑮制 を続 したことが、

⊂⊃猾鮒驚顔瀾菖票環量聾珀苗:甑了蠣蒐沃菫予町馨謡鸞
ンピガ

蒟鯰ぽ聯唖DS<⑩論12条2(1)>
Ⅷ剛捜回IS感染者数が増加する中で、     にか鴻 リスクが高いと考えられている女性や少
女のために、政府|まどのような対策を取つているのか?弱い立場にある女性や少女に、特に重点を

おいた予防およ噛 プログラムについて情報を提供してくださしゝ

[婚姻と― 囃 諄 ]

財 離 虹 <鏃 1時 1>
法制審議会によつて作成さ紙 1鯛8年 2月に満務大臣に提出された、婚姻最嘲 女性⑮再婚

瓢 期間およ円 の民を取り上げた腹嚇卸レ司部をけ る濃繹鎌標辮財 餞 5次レポートの 85
ペー裁劃動 についての進捗に関して、最新の情報を提供してくださ懸ゝ

[喘    】
躙 障培瞳表計理剣陛 <⑤第 8条■ (1)・ ア)>
『障害者対策に関する商長期計画』(第 5次レポートの 31ペー議劃馳 の中で、繭い立場にある障

害を持つ女性への取り組みとして、政府が、特に女性に焦点を績つた対策を取つているかどうかに

ついて1情報を腑 してくださしヽ

[囲畷鍼書と掛癬嚇 alD条 1理   ・f
定書

条約の選択議定書の批縫に関する闘置に関して、日本政府の検詞状況の進展について 最ゝ新浙 を

提供してくださしヽ

第帥条 1項

委員会の会期について規定している条約第鰤 条 1項の改正ぬ受諾l邑飩す盈進展について、説明し

てくださレゝ
亀月即 日、国会剣鶉屎慇聯鍮瀾力れ、女子差別襴続れに

つして期 の難

協会の矢澤澄子さん、据口悦子さん、鰈準美穂さんかミニ講義を行う花。そのさなかにイラク攻撃

が開始された緊迫した目。出席は、大島令子、山籍えり子、林紀子、メII田悦子、山内恵子各議員◎

代理は井上美代こ東P咽美津子 武ゝ山ゆり子、山本かなえ、田嶋陽子、大脇蟷子、福嘉瑞種の各秘書。
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北戚凪 カンンタ■

2003年:5月 10日 田
13330～ 16:30
引 朧 剰 □

―:丈東     ンター

・議事 :2⑩」③2
2092
20⑩ 3

3003年度予算
そ口胸

i』靖幽    《糊

:魃乳隋 :

:ゴ  幕粋∫楽****幸 *十 ****:キ 警
il   il <今

後の予定>       "
0      を懸:力 4日 (日 )
ご 祉魯:S□から開きます。
子1ド  繕0準備⑩ご欄講で九 .

.l・ :瑚晦岬 笏蟄こて

レジiァ発言』⑩圃国産調案を求

める裁判の第 1回回顧弁諭慟電、日月 10日に東趾

Mで 涯|力身酬為 5輌由睡はMは計0       て
120名も靱      入睡でき毅か望た人
も1幽鰤 憩措側躇綾曽   も欠席したが、講
状⑩朧鰤幅続岳`て8人の口告醐陳述を行つた占:陳

述は 15分で終了した

午後には、旧鯰圏名仰署名誉携えて有蕎励彎讚場に

出向き、郡知事鑓てに提出醸たどまた、眸錦9月

ヵ翻郵雅m■ス轟竜て報じらJLやイツ

‡會濯欲∬驚群
女性たちが発言の徹因とM案を求める意見をよせ
ているc               D
数回裁判日程li、 5月 8日 13時帥分力』島。

お問町Ъ合わせはt北京JAC事務局ま亀
・

■ 籐非よ嘲

浴締画佗鎖を生んでいます□あまりにも理不思

なアメリカの偉力行譴 どうしたちやあさせ

られるでしょう力、鱚際毀Tルも需視 『ヾ蒔々

は神から権利を与えbれた』:色の暴論理下で、

N凛八写赳糧糀
のメカニズムを女性たちぬ手で下刻も早く打

敲しなくて臨
ヽ
Qそのためにも、政購決    士性の建由は
鶯由札こ醸勲笏葬郡ま、躊 こよ魏鰊Iな

け榔さず、       縦
政治家も見逃さずヽ ましてや女性口生きる権利
‐:を頭から喬定して呼ら宥1卜人権瘍覺彙落人間な

: 'どにはお馨1恥り
・いえだきたいものですL 

‐ ∫
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